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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺おれはなぜか、笹ささ倉くら巴ともえの横顔ばかりを見つめていた。

　尖とがった八や重え歯ばをむき出しにして嗤わらうマーヤ＝オーケルマンでもなく、顔面蒼そう白はくでうつむく木き之の下した留る子こでもなく、無む性しように巴ともえのことが気になった。たった今正念場を迎むかえているのは、明らかにマーヤと留る子この方であるのに。

　凜りんとして、巴ともえは順番を待っている。一度だけちらりと覗のぞき込こんだ二枚のカードをテーブルの上に伏ふせたまま、まっすぐマーヤの顔を見つめている。

　十歳さいの少女であることを忘れてしまいそうになるほど、巴ともえの瞳ひとみには覚かく悟ごが宿っていた。

「…………オールイン」

　消え入るような声と共に、留る子こがチップの固まりを前に差し出した。

　完全に負けを確信している。

　それでも、もはや後には退ひけない状じよう況きようなのだ。ひとつ前の衝しよう突とつで留る子こは大敗し、雀すずめの涙なみだほどしかチップを持っていない。そして今回、既すでにマーヤともう一度真っ向勝負することを選せん択たくした以上、全てのチップを賭とすことでしか生き残りの可能性はゼロだ。どのみち死ぬなら前に踏ふみ出だすしかなかった。

　ポーカーというゲームに宿る悪あく魔まが気まぐれに起こす偶ぐう然ぜんの奇き跡せきに身を委ねることが、唯ゆい一いつの生存ルートとなる。

　たとえそれが、紙よりも薄うすい氷の上を歩くような道だとしても。

　フロップで開かれた三枚のカードは──なるほど、嫌いやな感じだ。相手がマーヤであることを加味すれば特に。

　先ほど負けたばかりなのに果か敢かんに勝負に出たということは、留る子この手はいいはず。

　しかし、それをあっさり台無しにしかねない三枚だ。なぜならマーヤはどんな局面でも勝負に参加してくる。這い寄る十徳ナイフリンプ・ビズキツトの異名は伊達だてじゃない。

　俺おれは全員の持ち札ハンドを覗のぞいてみたい衝しよう動どうに駆かられた。事実、可能ではあるのだ。ここにはカメラで誰だれが何のカードを持っているのか閲えつ覧らんするための設備が整っている。

　しかし、命運の懸かかった真しん剣けん勝負に敬意を表し今日は使っていない。不完全情報ゲームを不完全情報ゲームのまま観戦している。

　やはり止やめておこう。別に自ら情報テルを顔に出してしまう心配をしているわけではない。ポーカープレーヤーとしての自分を、そこまでは過小評価しない。

　ただ、見守りたい気持ちが勝まさった。この一戦を、ノーリミット・テキサスホールデムという俺おれが愛して止やまないゲームそのままの姿で。

「アンタの番だよん、トモエ」

　指先で三枚のチップを弄もてあそびながら、マーヤは片かた肘ひじを突ついた。もはや留る子ことの勝負付けは済んだと言わんばかりの態度。実際かなりの確率でその通りなのだろうが。

「………………」

　静かに深呼吸を続ける巴ともえ。長い沈ちん黙もくが続いた。恐おそれも希望も、巴ともえの面おも持もちには現れない。ただひたすらまっすぐ、巴ともえはマーヤを見つめ続けていた。

　マーヤも同じだった。意味を読み取るには透とう明めいすぎる薄うすら笑わらいをずっと浮うかべたまま、巴ともえの視線を正面から受け止めている。

「………………っ」

　おおよそ二分。おそらく本人たちの体感では優に十分以上に感じたであろう睨にらみ合あいの末、巴ともえの右手が、すうっと水平に動いた。




　ついに。運命の歯車──その最後の一枚が回り出す。
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♠ＣＥＯルーム






「森もり本もと和かず羅ら君。我々が置かれている現状を再さい確かく認にんしよう」

　リクライニングチェアに腰こし掛かけたまま腕うで組ぐみをする絶対権力者の前で、俺おれは直立の姿勢を崩くずさぬまま素す早ばやく頷うなずいた。

　遊具機器メーカーとして国内で圧あつ倒とう的てきシェアを誇ほこる『デュース・カンパニー』の最高経営責任者ＣＥＯ、二に階かい堂どう静しずかの話は基本的に長い。省いても差さし支つかえのなさそうな前置きを、ことあるごとに挟はさまないと気が済まないからだ。

「歯車が狂くるいだした決定的瞬しゆん間かんは？」

「石いし松まつ鉄てつ鋼こうバカラ横領事件です」

　俺おれは即そく答とうした。何度答えたかも覚えていないほど繰くり返かえされた質問である。なんだったら『歯車──』と切り出された時点で早はや押おし回答だってできた。

　命が惜おしいので絶対にやらないが。

「そう。あの時だ、日本人のギャンブル知能指数がとてつもなく低いと、諸外国にバレたのは」

　再び頷うなずく俺おれ。たしかに巨きよ大だい企き業ぎようの経営者一族が会社の金をバカラという丁ちよう半はん博ばく打ちで溶とかし、しかもそれを損失に計上しようとしたあの事件は、多くの国でさぞセンセーショナルに映ったことだろう。

　日本には、ほんまもんのアホがいる。それも大だい企き業ぎようのトップに。そう宣言したに等しいのだから。

　ただし、それはあくまで小さな波は紋もんに過ぎない。

　本物の大おお津つ波なみは、少し遅おくれてやって来た。

「そんな折に政府は迂う闊かつにも始めてしまった。ＩＲ事業計画の認にん可か、推進を」

　ＩＲ＝ＩＮＴＥＧＲＡＴＥＤ　ＲＥＳＯＲＴ。かいつまんで言ってしまえばカジノ統合型のリゾート施し設せつのことだ。

　誘ゆう致ち合がつ戦せんの結果、本ほん邦ぽう第一号のカジノは大おお阪さかの夢ゆめ洲しまに造られた。もう十年以上前の話になる。

　デュース・カンパニーも誘ゆう致ちを目指し、そして敗れた。壮そう絶ぜつな争いの末、カジノ利権を手にしたのは、中国資本の巨きよ大だいコングロマリットだった。その頃ころ俺おれはまだ学生だったから、ほとんど関心のないできごとだったが。

「そして大おお阪さかの『敗戦』以来、日本の金は外へ流れ続けている。じわじわと、しかし、とめどなく。穴の開いた風ふ呂ろ桶おけに注がれた水のようにな」

　だから、それがどれほど致ち命めい的てきな事態なのか、理解したのはだいぶ後になってからだ。

「まず当然に、カジノの売り上げが中国に流れる。それに関しては誘ゆう致ち合がつ戦せんに敗北した時点でわかりきっていたことだったが、事の重大性は我々の覚かく悟ごを大きく上回っていた。喜んで金をドブに捨てたがる日本人があまりにも多すぎたのだ。いや、全人口比では大した割合ではないのだが……こともあろうに富ふ裕ゆう層そうがアホばかりだった！　目を背そむけたくなるほどに！」

　心底忌いま々いましげに、二に階かい堂どう静しずかは拳こぶしで机を叩たたいた。分厚いマホガニーがずしんと音を響ひびかせて揺ゆれる。

　実際問題、平均して日本人を見ると、むしろリスクを過度に回かい避ひしすぎる方が問題であるという統計データが出ている。国民性として語るなら、質しつ素そ倹けん約やくが得意な人種なのだ。

　しかし金持ちの二代目三代目がアホの見本市みたいになってしまっていた。いつからこうなのか、俺おれは知らない。

　どうあれ事実として今の日本では、富ふ裕ゆう層そうの青年世代に石を投げれば、金銭感覚という概がい念ねんを持たないアホに当たる。

　選民思想の強い富ふ裕ゆう層そうである二に階かい堂どう静しずかは、この体ていたらくが心底我が慢まんならないのだろう。毛量豊かな総そう白髪しらがが、今にも天を突つきそうに見えてしかたがなかった。

「さらに宮みや崎ざきも外資にかっ攫さらわれた。次の候補地である苫とま小こ牧まい、そして真しん打うちたるお台だい場ばまで外国勢に押おさえられたら日本の財力は骨の髄ずいまでしゃぶり尽つくされるだろう。官民一体となっての対策が必要になったことを、もはや議論の種にする時期ですらない」

　もう一度俺おれは頷うなずく。即そつ効こう性せいのありそうな対策というと、まず自国民のカジノ入場制限措そ置ちというものが考えられるが、それは過去に隣国で成果が出なかった。しかも締め出すべきターゲットが政界に強い影えい響きよう力りよくを持つ富ふ裕ゆう層そうだから、我わが国くにでは試ためしてみることすら難しい。入場料をさらに値上げするというのも、同じ理由により逆効果になる公算が高い。

「何をすべきか。まず、正せい攻こう法ほうとなる第一の矢は我々が誘ゆう致ち合がつ戦せんに競せり勝かち、アホのドブ金が国内だけで回るように導くことだ。外に漏もらしてはいかん。これは私の仕事だから、ここの社員ですらない君には今のところ関係のない話だがな」

　その手の関係のないことまでいちいち口に出すから、貴方あなたの話は長いのだ──という率そつ直ちよくな感想を、俺おれは何食わぬ顔で吞のみ込こんだ。これもトレーニングの一いつ環かんだと思うことにする。

　なお余談だが、外国企き業ぎように金を持っていかれるのが問題なら国の方針として外資をシャットアウトしてしまえば良いいのではと、俺おれも知識がなかった頃ころは思った。だがそれは条約その他大人の事情で難しいらしい。

　それに、国内の資金が流出しているとはいえ、税収という形で政府にはしっかり金が入ってくる。

　どれだけ民間がエナジードレインされようが、政府ウチに入ってくるんなら別に外資でもよくね？　みたいなことを思っている輩やからたちが政権を握にぎっていたら、とても恐おそろしいことになる。仮定の話、あくまで仮定の話だが。

「そして第二の矢が国民に対する幼少期からの教育だ。文科省や私立系のエスカレーター校と組み徹てつ底てい的てきな数学──特に確率論を重視したカリキュラムを推進。さらにルーレットやバカラなどのゲームがどんな仕組みなのか理解させるため、子どもの玩具おもちやにそれらを取り入れる。当初は抵てい抗こう勢力が大きかったが、アニメやゲーム、アイドルタレントを表に出した草の根のＰＲ活動がようやく実を結んだ。今や学生たちは手軽にカジノゲームを日常の遊ゆう戯ぎに取り入れるようになり、そのうちの何割かがちゃんと気づいた。こんなの長期的にやったら絶対勝てるはずのない無理ゲーだと」

　二に階かい堂どう静しずかからこの話を初めて聞いた人間は、いくらか矛む盾じゆんを感じることだろう。デュース・カンパニーはカジノの胴どう元もと側がわになろうとしている会社だ。それなのに公的機関と手を組んでまで客の財さい布ふの紐ひもを締しめようとするのはなぜなのだ、と。

　答えは簡単。『それでもアホはやってくる』からだ。他国のカジノ事情を鑑かんがみれば実証を待つまでもなく明らかなことだった。

　情報化がおおよそ行き着くところまで行き着いた現在、社会の構図は数学的思考のできる輩やからが鮫シヤークで、できない輩やからが餌の魚フイツシユだ。それは何もカジノに限った話ではなく、ほぼ全ての業種に当てはまる。

　すなわち二に階かい堂どう静しずかは金の流れを日本国にとって適正なものにしたいのだ。

　国内企き業ぎようとしてＩＲの拠きよ点てんを制することで、アホがカジノに落とす金が外国へ流れるのを阻そ止しする。

　富ふ裕ゆう層そうの子どもが多く通う私立一いつ貫かん校こうを中心に若者のギャンブルＩＱを高めておくことで、未来のドブ金シューターの内訳から日本人の富ふ裕ゆう層そうを可能な限り除外する。

　それが自分の使命だと考えている。

　民間から多額の金を巻き上げているところにさえ目を瞑つぶれば、誠実な愛国者と呼ぶべき存在なのかもしれない。善か悪かで分けると……ノーコメントだが。

　さておき、二に階かい堂どう静しずかの構想はここまで一進一退ながらも着実に動き出していた。何度目とも知れぬ教育改革がやっとのことで功を奏し、日本人のいわゆるエリート組が数学力を取とり戻もどしつつある。

　代わりに副作用も発生してしまったのだが。




　副作用。それは、日本に遅おくれてやってきた空前のポーカーブームだ。




「第三の矢が必要になったのはまったくの誤算だった。まあ、正しい判断ではあるのだがな。カジノで長期的に勝てる可能性のあるゲームはポーカーしかない。それは確かなのだ」

　あとはブラックジャックもですよね、と危あやうく言いかけてツバを吞のみ込こんだ。俺おれ自じ身しんがこれ以上話を長くしてどうする。それに、ブラックジャックで大勝ちを繰くり返かえすとカジノから出入り禁止にされてしまうから『長期的に』という部分は確かに怪あやしいわけで。

　その点ポーカーはよほどの素行の悪さでも発揮しない限りずっとカジノの『客』でいられる。そして、実力次し第だいでは勝つこともできる。

　なぜか。それは他のゲームが『カジノＶＳ客』の構図になっているのに対し、ポーカーだけが『客ＶＳ客』の構図になっているためだ。カジノ側はポーカーテーブルを提供し、全員から均等に場代を回収すること以外では、客の金に手を付けない。

　だから、ポーカーは強いプレーヤーが勝ち続ける。

「ポーカーを選んだという行こう為い自体は間ま違ちがいではない。だがしかし、我わが国くには圧あつ倒とう的てきポーカー後進国だ。外国の猛も者さ共どもを相手にするのはあまりにも早すぎる。結果、日本のカジノは擦すれ枯からしのポーカープロにとって絶好の狩かり場ばと化してしまった。大おお阪さかにも宮みや崎ざきにも、富ふ裕ゆう層そうからの資金流出を止めるには無視できないレベルの大穴が開きつつある」

　ここ数年でようやく状じよう況きようが変わってきたが、ポーカーというゲームの愛好者が世界中に溢あふれかえっていることを、かつての日本人はほとんど知らなかった。最も大きな世界大会であるワールド・シリーズ・オブ・ポーカーＷＳＯＰの優勝賞金が、日本円にして十億を超こえるという、べらぼうな市場規模であることも。

　個人的には、競馬などの公営競技と日本式麻雀マージヤンが面おも白しろすぎるせいでギャンブラーがガラパゴス化してしまったのではないかと踏ふんでいるが……それはさておき。

「さて、ここでようやく君の登場だ」

　本当にようやくだ。今までの話、はたして今日改めて俺おれに聞かせる必要はあったのだろうか。

　繰くり返かえしになるが、必要なくても話すのが二に階かい堂どう静しずかで、だからこそ二に階かい堂どう静しずかの話は長いのだけれども。

「外国勢とのＩＲ戦争を制すための第三の矢、それは若きポーカープロの活かつ躍やくと新人育成だ。カジノの内側からではなく、外側からの刺し客かくとして海外のゴロツキどもを返かえり討うちにする。そのためのトランプ切り札をどうにかせねばならんのだ。未み来らい永えい劫ごうに亘わたって、な。だから君をスカウトし、手の内に引き入れた」

　俺おれが初めて二に階かい堂どう静しずかと言葉を交かわしたのは、大学在学中だった三年前。ＷＳＯＰの出場権を賭かけたトーナメントに出場し、三位で権利を逃のがした直後だった。確率的には勝って当たり前くらいだった手を、噓うそみたいな悪運に蹴け散ちらされた。

　失意のさなかだった俺おれの前に二に階かい堂どう静しずかは無ぶ遠えん慮りよに現れ、いくつかの交こう換かん条件を提示した。

　──今後俺おれがプレーヤーとしてさらに成長するための、恒こう久きゆう的てきなサポートを約束する。

　──その代わり、後こう継けいの育成にも全面協力して欲ほしい。

　大おお雑ざつ把ぱにまとめればそんなところだ。

　数日悩なやんだ末、俺おれは二に階かい堂どう静しずかの申し出を受けることに決め、今こうして長い話を聞かされている。

「それではさっそく先週の活動報告をしたまえ」

　どこが『さっそく』なのやら。こんな長話が毎回オプションでついてくるのは何よりも想定外だった。

　……いや、それは言い過ぎか。長話は『想定外』の中でせいぜい三番目くらいだろう。

「承知しました。陽よう明めい学園初等部ポーカークラブの現状ですが、相変わらず問題なのは──」

　二番目の想定外はさしずめ、俺おれの就職先が、全ぜん寮りよう制せいの女子小学校になってしまったことだ。





♥陽明学園初等部・廊下






　赴ふ任にんして半年以上が経たち、春を迎むかえても相変わらず場ば違ちがいだな、と肩かた身みを狭せまくしながら、俺おれは『教師・森もり本もと和かず羅ら』として長い廊ろう下かを歩く。

　私立陽よう明めい学園はエスカレーター式の小中高一いつ貫かんで、全ぜん寮りよう制せい、しかも女子校。筋金入りのお嬢じよう様さま学校だ。大理石の廊ろう下かに、ゴシック調の装そう飾しよくが施ほどこされた窓まど枠わく。人生で足を踏ふみ入いれる機会など、可能性すら想像したことはなかった。

　教師になるという選せん択たく肢しに関してだけなら、それほど縁えん遠どおいものではなかったが。何しろ入った大学の学部が教育学部なのだから。

　とはいえ、能動的な選せん択たくじゃない。英語をしっかり学びたかったので、サポートに定評のある国立大を吟ぎん味みしたところ、受かりそうな偏へん差さ値ちだったのが教育学部だった。それだけの話だ。

　結局、在学中は卒業すら危あやうくなるほど昼夜を問わずオンラインポーカーに明け暮れていたので、二に階かい堂どう静しずかとの出会いがなければ確実に別の道を選んでいたことだろう。

　後こう継けいの育成──要するに、一流のポーカープレーヤーを育ててみせろと命じられ、気がつけばとんとん拍びよう子しでこんな場ば違ちがいなところに勤めることになっていた。しかも夏休み明けからの中ちゆう途と採用。恐おそるべしコネの力。

　それにしても、よりにもよってなぜ育成対象がお嬢じよう様さま学園の小学生なのか。その理由は二つ聞かされた。

　一つはどんな競技であろうと幼いうちから始めるに越こしたことはないという確たる事実。

　もう一つは、美しく上品な女性ほど、刺し客かくとして有効に働くであろうという主張だ。

　確かに、いかにも『ポーカーでメシ食ってます』といった感じのおっさんより、可か憐れんな乙女おとめとテーブルを囲んだ方が、客の財さい布ふの紐ひもが緩ゆるむであろうことは想像に難かたくない。

　総合的に考えると、なかなかどうしてつじつまの合う話に思えてくる。

　……ま、そんなのは建前で真の理由は全く別の所にあると考えるのが妥だ当とうなのだが。

「先生、ごきげんよう」

「ああ。ごきげんよう」

　すれ違ちがった児童からお辞じ儀ぎされた。本当に挨あい拶さつが「ごきげんよう」な世界がこの地球上に存在していた事実に、しばらくの間は頭が追いつかなかったが、さすがにこの程度のローカルルールには慣れてきた。今では俺おれの口からも反射的に同じ言葉が出てくる。

「…………ん」

　次の『ごきげんよう』に備えるべく視線を正面に向けると、よく見知った少女がこちらに近付いてくるところだった。

　腰こしの辺りで切りそろえられた、艶つややかな黒くろ髪かみ。武道の達人よろしくしゃんと伸のびた背筋。ただでさえ小五としては高めの背せ丈たけが、その立たち居い振ふる舞まいと相まっていっそう周りから抜ぬきん出でて見える。

「ごきげんよう」

　少しの緊きん張ちよう感かんと共に俺おれの方から声をかけた。

「………………」

　無視された。

「……おいおい」

　さすがに看過できず、すたすたと立ち去ろうとするその背中に向けて強めに呼びかけると、

「あら、和かず羅ら先生。気づかずすみません。ごきげんよう」

　振ふり返かえったその少女は何事もなかったかのように微笑ほほえみ、軽く会え釈しやくした。うそつけ。絶対気づいていたくせに。

「…………いや、いいんだ」
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　イヤミの一つでもぶつけてやろうかと考えたが、やめた。口げんかを挑いどむべき相手ではない。いろんな意味で。

「今日の部活はどうする？　通常営業でいいか？」

　代わりに業務連れん絡らくをでっちあげた。そう、この少女は陽よう明めい学園初等部ポーカークラブの一員……それどころか部長である。放課後は毎日顔を合わせる相手だ。幸いにも担任をしているクラスには在ざい籍せきしていないから授業で会うことはないが。幸いにも。

「通常ではない営業方法を思いついたのでしたら是ぜ非ひ聞かせてもらいたいものですわ」

　アルカイックスマイルに露ろ骨こつな皮肉が込こめられている。俺おれに対して、この少女はいつもこういう態度だ。

　まあ、気持ちはわからないでもないのだが。

「……悪かった。引き続き対策を考えておく」

　咳せき払ばらい一つ残し、俺おれは踵きびすを返した。逃にげるのではない。そろそろ担任クラスに向かわないとホームルームに間に合わない。この学校はやたら広いのだ。

「是ぜ非ひよろしくお願いしますね。そのためにここへいらしたんでしょう？」

　背せ中なか越ごしに、穏おだやかな口調で痛い所を突つかれる。

「ああ。わかってるさ。……二階堂朱しゆ梨り」

　俺おれにできることと言えば、少女をわざとらしくフルネームで呼び『みなまで言うな』という心境を伝えるのがせいぜいだった。

　そう。俺おれにとって最大の想定外は、陽よう明めい学園初等部ポーカークラブに所属している二に階かい堂どう静しずかの実の娘むすめ、という存在である。

「ごきげんよう」

「きゃ、お声をかけて頂けるなんて！　ご、ごきげんようです、朱しゆ梨りさまっ！」

「まあ。やめて下さい。クラスメイトに『さま』だなんて。もっと気さくでいいんですよ」

「そんな、もったいないお言葉ですっ！　ああ、どうしましょう。朱しゆ梨りさまに窘たしなめられてしまいましたわっ！」

「ず、ずるいですっ。朱しゆ梨りさま、わたくしにもっ！」

「……ですから、さま付けは。……困ったものです」

　朱しゆ梨りが一歩進むたび、廊ろう下かに羨せん望ぼうの花が咲さく。

　つまり『二に階かい堂どう』とは、そういうことなのだ。





♠陽明学園初等部・五年二組教室






「ここにコインがある。裏と表の重さは同じだ」

　算数の授業中、『場合の数』の単元に入ったばかりだったので少し雑談をすることにした。これからする話はギャンブルと向き合う上で基本中の基本となる。本来のカリキュラムからは外れてしまうものの、俺おれがなんのためにここへ送られたのかを考えれば、正しい判断だろう。

「ちなみにこの話はテストに出ないから気楽に聞いてくれ」

　そう伝えると、教室全体の空気がほどけたような感じがした。そして逆に好こう奇き心しんを刺し激げきされたのか、ますます視線がコインを掲かかげた俺おれの手元に集まる。

　新任まもない頃ころはこの程度の注目でもひどく緊きん張ちようしてしまっていたものだが、今はなんてことない。教師稼か業ぎようにも、三十人強のお嬢じよう様さま小学生にも、だいぶ慣れてきたようだ。

「このコインを投げて、表が出る確率と裏が出る確率、何％かわかる人？」

　尋たずねると、児童たちの何人かが顔を見合わせ始めた。あまりにも簡単すぎる問題だから逆に勘かんぐってしまっているようだ。

「素す直なおに考えてくれ。イカサマとかはなしだ」

　そう付け足すと、一人、また一人。やがてほぼ全員が挙手をした。

「じゃあ、秋あき野の」

　適当に児童を選んで当てると、秋あき野のは立ち上がってハキハキと答えた。

「どっちも50％だと思います。イカサマじゃないなら」

「その通り。確率は半々だ。じゃあもうひとつ問題。実際にやってみたら、四回連続で表が出た。同じコインを投げて、次に裏が出る確率は？」

　今度は誰だれも手を挙げない。真しん剣けんに悩なやんでいる子が多い。

　しばらく黙だまって、自主性に任せる。すると、一人の児童がおずおずと手を挙げた。

「何％かはわかりませんけど、すごく裏が出やすいと思います。四回も表が出た後なんですから、次はきっと裏です」

　よし、パーフェクト。狙ねらい通どおりパーフェクトに間ま違ちがえてくれて、嬉うれしくなる。

「そう思うよな。でも不正解なんだ。使うコインが変わってないんだから、確率は半々のまま。たとえ四回連続で表が出た後だろうと、次に裏が出る可能性はやっぱり50％」

　にわかに教室がざわつき始めた。言われてみれば当たり前の話、でも感覚としてどうしても納なつ得とくできない。聡そう明めいなお嬢じよう様さまたちが集まっているからなおさら、みんな混乱してしまっている様子だった。

　約一名ニヤニヤこっちを見ているヤツがいるが、とりあえず無視しておこう。

　この、ある連続する法則が出現した後に、確率変動が起こるように感じてしまう事象については、主に二つの呼び名が与あたえられている。

　一つは『ギャンブラーの誤ご謬びゆう』。れっきとした経済用語だ。

　そしてもう一つが、いわゆる『ツキ』『流れ』と呼ばれるもの全ぜん般ぱん。

　別に俺おれはどちらの言葉で捉とらえても良いいと思っている。

　ただひとつ確かな事実は、重さが均一なコインを投げた時、裏と表の出る確率は常に半々であるということ。

「あの、先生……」

　また別の子が挙手。頷うなずいて耳を傾かたむける。

「ん？　納なつ得とくがいかない？」

「いえ、というか。前提がヘンなのでは」

「前提というと？」

「そもそも、確率が半々なのに、四回連続で表が出るっておかしくないですか？」

「良いい質問だなぁ」

　おっと、いかん。嬉うれしくなりすぎて『教師口調』を忘れそうになってしまった。

「とりあえず先に結論を言うぞ。それほどおかしくない。『たまたま』四回連続で表が出てしまうくらいのレベルなら、偶ぐう然ぜんで片づけられる」

「え、でも……」

「ちょっと小学校の算数の範はん囲いを超こえちゃうけど、きっとみんななら理解できると思う。五回コインを投げることにして、一回目が表だった。じゃあ次にもう一度表が出る確率って何％だと思う？　表、表と二回連続で出る確率」

「えっと、えっと……半分の、半分だから……」

「そう、それで正解。50％の半分だから25％。さて、次だ。表、表、表と三連続で出る確率は？」

「25％の半分です！」

　クラスの知的好こう奇き心しんに火がついたらしく、挙手無しで正解が飛んできた。もしかしたらこれまでで最も、二に階かい堂どう静しずかに感謝の念を抱いだいてしまっている瞬しゆん間かんかもしれない。やりがいのある仕事って楽しい。小学生って最高かな？

「そう！　12．５％。さあ、いよいよ表が連続で四回出る確率に辿たどり着ついた。もう計算はいいよな。小数点は外しちゃって約６％の確率で、コインは四連続で表になる」

「６％って、めちゃめちゃ少なくないですか……？」

「んーと。みんな、ゲームでガチャ引く？」

「たまに引きまーす！」

「重課金勢でーす」

　今ちょっと聞き捨てならない反応があったような気がしたが、脱だつ線せんが長くなってきたので無視しよう。お嬢じよう様さま学校だから問題ないのだろう、たぶん。

「そのガチャでＳＳＲとかＵＲとか星５とか、一番レアなカードが出る確率、何％って書いてあった？」

「え、書いてあるの？」

　ある。ずっと昔に景品表示法で明記しなきゃいけないルールになったから。

「私、見たかも。確か、私のやってるゲームだと、３％……あ」

「３％か。かなり低いね。低いけど、ゼロじゃない。ゼロじゃないことは起こりうる。表が四連続で出る確率は、ガチャで最高のレアリティを一発引きする確率のだいたい二倍くらいだ」

　そこまで畳たたみかけて、俺おれは一度クラス全体を見み渡わたす。感心しきってる子、何の話だったか混乱し始めてる子、寝ねてる子、ニヤニヤしてるヤツ。反応は様々だ。

「その６％の偶ぐう然ぜんがどれくらいの偶ぐう然ぜんか、たぶん人によって受け止め方が違ちがうと思う。けっこうあるじゃんと思う子も、ほぼありえないじゃんと思う子も、どっちもいるだろう。ただ、とにかく覚えておいて欲ほしい。コイン投げで四連続表が出たとしても、その次は必ずまた50％の確率に戻もどる。五連続で表が出る確率は３％。だけど、四回表が出た後でもう一度コインを投げた時、また表が出る確率は変わらずに50％なんだ。裏が出やすくなったりは、絶対にしない。これをずっと、大人になるまで忘れないでいてほしい」

「どうしてですか？」

「言い方を変えれば、偶ぐう然ぜんは確率に勝てないってことを知って欲ほしいんだ。今回は四連続だったけど、これがもし四百連続だったら？　全部表が出ることってあると思う？」

「それはぜったいありえないです」

「うん。ここまで回数を繰くり返かえせば全部表になる確率はゼロに等しくなる。たまたま表が連続する偶ぐう然ぜんは、たまたま裏が連続する偶ぐう然ぜんとぶつかり合って、コインを投げる回数が多くなればなるほど、元の確率、つまり50％に収束していく。これを『大たい数すうの法則』という」

「大たい数すうの法則……。それを、覚えておくんですか？」

「覚えておいて。次のテストには出ないけど」

「先生、どうして？」

「またガチャの喩たとえで悪いが、『十連五回も回してＳＳＲゼロなんだから、次こそ欲ほしかったカードが出るはず！』とか思ったことない？　逆に『一回目の十連でいきなりＳＳＲ二枚！　今日はツイてる！　もっと回そう！』とか」

「う……」

「もうわかったよね。これはどっちも間ま違ちがった考え方。回せば回すほど、本来の確率……さっき言ってくれたガチャだと３％に収束していくだけ。『ツキ』は『大たい数すう』に絶対勝てないんだ。さて、それでは最後に応用問題。この事実から導き出される、人生の教訓は？」

　一度、しぃんとなる教室。それから恥はずかしそうに、『重課金勢』の子が手を挙げた。

「ガチャは、ほどほどに……」

「良いい答えだ。勝率が50％以下の純じゆん粋すいな丁ちよう半はん博ばく打ちは、長居したら絶対に負ける。近付かないか、どうしても我が慢まんできないならせめて一発勝負でさっさと勝かち逃にげ狙ねらいにしておくこと。外したら潔いさぎよく諦あきらめよう」

　例えばバカラとか、ルーレットとか。場代をカジノに抜ぬかれてしまうから、二に択たくに賭かけても回数を重ねれば重ねるほど必ず損をするシステムになっている。

「さて、脱だつ線せんはこれくらいにして教科書の──」

「ねーセンセー。もし勝率が51％以上ある丁ちよう半はん博ばく打ちならどーなんスか？」

　ようやく授業を始めようとした寸前、ずっとニヤニヤしてたヤツがますますニヤニヤしながら挙手をした。余計なことを。今日のところは教訓だけで終わらせようとしていたのに。

「……そうだなぁ。もしそんなオイシイ話が成立する場面があるんなら、ぜひ、やるべきなんじゃないか？　なるべくたっぷり、長い時間をかけて」

　例えば……ポーカーとか、な。

　授業中にも拘かかわらず、制服の外側に羽織った上着のフードを被かぶってニヤニヤしているそいつ──陽よう明めい学園初等部ポーカークラブメンバー、木き之の下した留る子こに、俺おれはわざとうんざりした顔を見せつけながらため息をもらした。

　まったく。これでもマシになった方とはいえ、ポーカーテーブルの外ではもう少し地味に振ふる舞まえという忠告を、いつになったら聞いてくれるのやら。





◆同教室・昼休み






　小学校の雰ふん囲い気きなんて自分の卒業した公立校くらいしか知らないが、この陽よう明めい学園が世間一いつ般ぱんとはだいぶ異なる世界に存在していることは、疑う余地もない。こんなに静かで落ち着いた昼食の風景を眺ながめられるのも、日本の小学校の中ではここ以外にあといくつあるのか。きっと片手で数えて足りる程度だろう。

　給食が出てくるところは他の公立校と同じだ。全ぜん寮りよう制せいなのだから当然といえば当然なのかもしれないが。

　しかしこの給食がまた、かなりの異世界要素を孕はらんでいる。当番が配はい膳ぜんを行うのだが、最初に支し度たくされるのがテーブルクロスである。この事実を伝えるだけで、おおよその食事レベルが早くも伝わることだろう。続いて白磁の皿が大小二枚。一つには瑞みず々みずしいサラダ、もう一つには緑色のソースとチーズで彩いろどられたパスタが盛られている。スパゲッティではない。パスタと表現しなければ正しくビジュアルが伝わらないやつだ。さらに具だくさんなスープが付き、デザートにティラミス。

　正直言って、うまい。俺おれにとって、この給食がいちばんのご馳ち走そうであり栄養源にもなっている。一いつ般ぱん的てきなひとり暮らしの青年男性の例に漏もれず、草の類たぐいなんぞそもそも買わない。

「あれあれ～、ティラミス一個余るッスね。鈴すず木きちゃん欠席につき」

　食しよく物もつ繊せん維いのありがたみを嚙かみしめていると、今日の給食当番が大げさに声をあげた。留る子こだ。相変わらずフードを目ま深ぶかに被かぶっている。

　いつも注意するべきか迷うのだが、校則によると寒い時は制服の上に一枚何か羽織っても良いいことになっている。この辺は要人のお子様を預かってるためか、レギュレーションがユルい。

　だからパーカーを着ていること自体は問題ないのだが、フードはどうなのだろう。被かぶっちゃダメとは書いてなくとも、心証としてはお行ぎよう儀ぎが良いいとは言いい難がたく。令れい嬢じようを育て上げる立場を任されていて、看過していいものだろうか。

　いつものようにしばし迷った末、結局俺おれは言葉を吞のみ込こんだ。留る子こがフードを被かぶるのは職業病みたいなものだから、シンパシーを感じる側としては指し摘てきが憚はばかられる。

　多いのだ。ポーカープレーヤーにはフードを被かぶって表情を隠かくそうとする輩やからが。留る子こもそのうちのひとりということ。だから、見み逃のがしてやることにする。教師としてではなく、同類として。

「これはいっちょ、やるっきゃないッスね。余りデザート争そう奪だつ戦せん！」

　ティラミスが一つだけ残ったワゴンの前で、高らかに指を突つき立たてる留る子こ。

　それに対し、周りからの反応は薄うすかった。さすがお嬢じよう様さま学校……と、言いたいところだが、そうではない。本当ならば、あわよくばティラミスをゲットしたい。そう考えている児童はそんなに少なくないだろう。

　なのに誰だれも名乗り出ない理由は、もはや諦あきらめてしまっているからだ。

　留る子こと争っても絶対に勝てない。皆みなが皆みな、挑いどむ前から戦意喪そう失しつしている。

「おんやー、誰だれも挑いどんでこないんスか。じゃ、給食当番権限であたしがもらっちゃうっスよ？」

　ニヤニヤしながら、留る子こはポケットからトランプを取り出した。クラブ活動の時にも使う、デュース・カンパニー社製の特注カード五十三枚。

「じゃんけんならやるけど、留る子ことトランプはしない」

「絶対勝てないもん。なんかズルしてるでしょ」

　あちこちから上がる不満の声。そう、過去にも何度か余ったデザートを賭かけて競きそい合あったことがあったのだが、その度たびに留る子こが周りを圧あつ倒とう。もはや不ふ審しんがって留る子こに挑いどみかかろうとする気力を誰だれも持ち合わせていないのだ。

　ちなみに勝負の方法はポーカーではない。したたかな留る子こはポーカーよりさらに『確実』な方法で、ご令れい嬢じようたちを虐ぎやく殺さつしていった。

「完全運ゲーなんて興味ないっスね。デザート争そう奪だつ戦せんはババ抜ぬきに限るっス。当番権限っス」

「当番権限って、留る子こって今日ほんとは給食当番じゃなかったじゃん」

「鈴すず木きさんが休みだと知って、必ずデザートが余ると見み越こして志願したんでしょう」

「ふふん。もう当番になっちゃった後なのでクレームは受け付けないっスよん。ババ抜ぬきで決めるっス」

「……じゃあ、やらない」

「私もいい。留る子この好きにすれば？」

　クレームを付けていた二人がティラミスを睨にらみつつ引き下がった。相当欲ほしそうなのだが、競きそうという選せん択たく肢しは避さけた。

　まあ、気持ちはわかる。留る子こにババ抜ぬきなんてやらせようものなら、もはやイカサマのような精度で相手の持ち札ハンドを看破してしまう。気持ち悪くて二度と相手にしたくなくなるだろう。

「不戦勝っスか。平和っスね～」

　口笛混じりに、揚よう々ようとティラミスに手を伸のばす留る子こ。余ったデザートの取とり扱あつかいについては自由意思に任せているので俺おれも別に介かい入にゆうしない。




「あ、あのっ！」




　あとは静かに留る子この胃い袋ぶくろが余分に満たされていくだけ。そう思った瞬しゆん間かん、教室に大きな声が響ひびいた。

　視線が教室の真ん中辺りに集中する。立ち上がって頰ほおを赤らめているのは、笹ささ倉くら巴ともえという児童だった。

　元気な子だが、クラス内ではあまり目立つタイプではない。成績は中の中。特とく徴ちようと言えば、お嬢じよう様さま学校の児童にしてはお嬢じよう様さま感かんが薄うすいことだろうか。

　いや、むしろ二に階かい堂どう朱しゆ梨りみたいな良家のお嬢じよう様さまオーラ全開、というタイプの方が、数としてはマイノリティなのだが。

「お、どしたっスか。巴ともえ……さん？」

　少し迷って、『さん』付けする留る子こ。留る子こと巴ともえが会話していたところは、見た記き憶おくがない。仲はよくも悪くもない、疎そ遠えんな関係だったように思う。

「巴ともえでいいよ、留る子こ……ちゃん」

「あたしも留る子こでいいっス。んで、もしかして興味あるっスか？　ティラミス」

「う、うん。実は……大好物で！　私、参加します！　争そう奪だつ戦せんに！」

「ふふん。そうこなくっちゃ。面おも白しろくなってきたっスね！」

　指をパチンと鳴らして巴ともえに近付いていく留る子こ。周りでは皆みながフォークを置き、静かに動向を見守りだした。

　おそらくは、留る子こがどんなペテンを使っているのか見破ってやろうと息巻いているのだろう。

　だが、それは徒労に終わる。留る子こはイカサマなんてしていない。そんな必要はない。ヒラで勝負して圧あつ倒とう的てきにババ抜ぬきが強い。そういう特とく殊しゆな能力を持った人間なのだ。

「一対一ヘツズアツプだし、昼休みが惜おしいからカード五枚でいいっスよね。二組ペア作った方が勝ち」

「う、うん。わかった」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、気合いを露あらわにする巴ともえ。……かわいそうに。相手がやる気になればなるほど留る子こが有利なのだが。

「そんじゃ、さっそく」

　留る子こがカードを手て際ぎわよく五枚抜ぬき出だした。[image: ]が二枚に[image: ]が二枚。そしてジョーカー。それらを別々に分け、片方の[image: ]と[image: ]を巴ともえに渡わたす。

「待って！」

　そこでギャラリーから制止が入った。

「ん？　なんスか？」

「そのトランプ、留る子このでしょ。裏になにか印とかあるんじゃないの？」

「私たちによく見せて」

　よほど留る子こは信しん頼らいされてないらしい。友達作りに苦労しているようには見えないが、どうやら普ふ段だんから勝負事で猛もう威いを振ふるいまくっているようだ。

　大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。過度に敵意を集められると、『本職』にも悪あく影えい響きようが出かねないから心配になってきた。

　……昔のこともあるし。

「そんな必要ないっスよ。もっと確実な方法があるんで」

　肩かたをすくめる留る子こ。その表情には余よ裕ゆうがある。ふむ。それなら問題ないか。

「センセー、カードチェンジプリーズっス」

　少し安心した矢先、留る子こは俺おれに向けて手首を左右に回転させるジェスチャーをした。

「黙もく認にんしてやってるだけで、デザートの奪うばい合あいを奨しよう励れいしているわけじゃないんだけどな」

「まーまー。堅かたいことはナシで。それにセンセー、授業で言ったばかりじゃないっスか。勝率五割を超こえる丁ちよう半はん博ばく打ちは積極的に参加しろって」

　そこを指し摘てきされると弱い。確かに留る子こにとってこの勝負、勝率は五割なんてものじゃない。巴ともえが仮に、驚きよう異い的てきな才能の持ち主でない限りは、だが。

　俺おれは鼻を鳴らして立ち上がり、鞄かばんから未み開かい封ふうのカードを取り出して留る子こに投なげ渡わたした。折おり癖ぐせがついてしまうこともあるので、部活ではずっと同じカードを使い続けたりしない。だから俺おれの鞄かばんには、いつでも新品のトランプが入っているのだった。

「巴ともえが封ふうを切って、好きな二組のペアとジョーカーを抜ぬくっス。それでどうっスか？」

　物言いを付けてた子たちも、そこまで譲じよう歩ほされると文句の付けようもなくなったようだった。言われるまま、巴ともえは慣れない手つきでカードを留る子こがしたのと同じように抜ぬき、表向きにテーブルに並べた。さっきとは数字が異なる。使うのは[image: ]と[image: ]で、あとはジョーカーが一枚。

「あたしが先せん攻こうで良いいっスか？　つまり巴ともえがジョーカーを含ふくむ三枚持ちで、あたしが一枚選ぶところからスタートっス」

「えーと、うん。それで良いいよ」

　巴ともえが頷うなずいた瞬しゆん間かん、俺おれは内心で思う。終わったな、と。せめて逆にしておけば、運の要素で勝利を摑つかむことができたかもしれないのに。

　留る子こも相変わらず抜ぬけ目めない。いろいろ譲じよう歩ほしているように見せかけて、自分にとって一番の利となる先手はさりげなく奪だつ取しゆしにいった。ティラミスを譲ゆずって友好関係を深める気はさらさらないらしい。

「さ、好きなように並ならべ替かえるっス。終わったら合図してくれっス」

「わ、わかった」

　机に額を押おし付つけ両りよう肘ひじを抱かかえる留る子こ。巴ともえの方は配置に迷っているのか、しばしカードと睨にらめっこを続ける。

「……このジョーカー、カワイイ」

　ぼそりと巴ともえが呟つぶやいた。迷っていたわけではないのかと、肩かた透すかしを食らった気分になった。確かに陽よう明めいポーカークラブ専用トランプのジョーカーには、大変珍めずらしいことにうら若き乙女おとめが描えがかれている。モデルは間ま違ちがいなく朱しゆ梨りだ。これを二に階かい堂どう静しずかの親バカと捉とらえるべきか否いなかは意見が分かれるところである。

　なぜなら、ポーカーでは使わない、除外されるカードだからだ。ジョーカーは。

「そんなんどうでも良いいから早くするっスよ～」

「ご、ごめんなさい！　えっと、じゃあ……うん！　決まったよ！」

　巴ともえの合図を受けて留る子こが顔を上げた。そして、先ほどまでのニヤニヤ顔から打って変わって目元を伏ふせ、じっと巴ともえに意識を集中させている。

　よほど訓練しているか、生まれつき特とく殊しゆな才能の持ち主でない限り、人間は、無意識にあらゆる情報テルを全身から漏ろう洩えいさせてしまう。目元、口元は言わずもがな。最も隠かくしづらいのは首筋の頸けい動どう脈みやくに現れる動きだという説もある。だから、ポーカープレーヤーはフードを被かぶりたがるのだ。

　そして、木き之の下した留る子こは情報テルリーディングの天才だ。他はさておき、相手の仕草から情報テルを読み取る能力に関しては既すでに全世界のポーカープレーヤーの中でも屈くつ指しの実力を誇ほこると言えるだろう。

　だからババ抜ぬき勝負なんて絶対に挑いどんではいけない。何のトレーニングもしていない人間がジョーカーを抱かかえたら、留る子こは一いつ瞬しゆんでその位置を看破してしまう。

　一いち縷るの望みがあるとすれば、巴ともえが生まれつきの超ちよう無表情である場合だが。

「あ～」

　うっかりため息を漏もらしてしまった。ダメだ。教きよう壇だんから距きよ離りを取って眺ながめている俺おれでもわかる。巴ともえの視線は向かって右のカードに釘くぎ付づけ。あれがジョーカーだ。裏をかいて別のカードを凝ぎよう視ししているという可能性も、この位置だと完全には否定できないが。

「……時短、いいっスか？」

「えっ」

「ほい、ほいっと」

「あ！」

　留る子こはルールを無視して、いきなり巴ともえの手元から二枚のカードを抜ぬき取とった。そして[image: ]と[image: ]を表向きに投げ置く。

「えええええええ～!?」

　心底驚おどろきを隠かくせない様子の巴ともえだったが、留る子この方も微び妙みように意外そうな表情をしている。

　おそらくは、こんなにも顔に出やすい性格なのに、ババ抜ぬき勝負を挑いどんできたのかと呆あきれているのだろう。

「率そつ直ちよくに申し上げて、今まででいちばん楽な相手だったっスね」

「う、うう。もう一回！　今のは……れ、練習ということでもう一回お願い！」

　お。巴ともえ、意外と往おう生じよう際ぎわが悪い。

　これは褒ほめ言こと葉ばだ。俺おれ個人としては、簡単に諦あきらめてしまう人間より足あ搔がき続つづける根こん性じようのあるタイプの方が好きだ。

　たとえそれが、どんなに無む謀ぼうな茨いばらの道だとしても。

「えー。ムダな時間としか思えないんスけど？」

「そこをなんとか！　どうしてもこのままじゃ悔くやしくて……負けたらなんでもするから」

　その発言を聞いて、フードの奥おくで留る子この瞳ひとみがギラリと光った……ような気がした。

「じゃあ、ちゃんと対価を出すっス」

「……対価？」

「勝負したいなら、もう一個ティラミスを賭かけてもらうっス。巴ともえの分の、そのティラミスを」

「ひ、ひとりで三個も食べるつもりなの……？」

「別にあたしは二個でも満足っスけど、勝負するなら利益がないとやる気にならないっス。ていうか、負ける気で勝負に挑いどむっスか？　あたしに三個食べさせるつもりなら、そもそも勝負しなくてよくないっスか？」

「…………………………」

　ごもっともな指し摘てきに唇くちびるを嚙かむ巴ともえ。守りに入りかけているのが表情から見てとれた。よほどティラミスを全て失ってしまう事態は避さけたいらしい。

　しかし、やがて。

「わかった。賭かけるよ。私のティラミスを」

　顔を青白くしながら絞しぼり出だすように頷うなずいた。カジノで財さい布ふの中身全部を賭とした客でもなかなか見せないような絶望感に溢あふれた面おも持もちだ。

　正直、そこまでビビるならやめておいた方がいいと思うのだが。

「了りよう解かい。じゃ、もう一度カードを持つっスよ」

「……う、うん！」

　感情が昂たかぶれば昂たかぶるほど、留る子こにとってはイージーゲームになる。ただでさえ薄うすかった巴ともえの勝ち目は、もはや完全に潰ついえている。本人は気づいていないだろうが。

　留る子こに向けカードを裏向きに突つき出だす巴ともえ。今回はどれか一枚を凝ぎよう視ししている様子ではない。もはやそんな余よ裕ゆうすらないのだろう。

　浮うかべているのは、ただ自分の既き得とく益えきであるティラミスを失いたくないという恐きよう怖ふだ。

　こうなったらもはや、留る子この独どく擅せん場じようである。

「時短ヨロシク～っス」

「ああああああああ!?」

　またしても二連続で、ジョーカー以外を巴ともえの手から抜ぬき取とる留る子こ。絶望のあまり巴ともえはへなへなとその場にしゃがみ込こんでしまった。

　かわいそうに。深入りしなければ自分の大好物を失うことはなかったろう。挑いどむ相手を間ま違ちがえると人生とんでもない転落が待ち受けている。せめてそれが巴ともえにとっての教訓になってくれることを祈いのるばかりである。

　ついでに俺おれは心の中にメモする。

　笹ささ倉くら巴ともえ、どうやらババ抜ぬきの才能は皆かい無む、と。

　となれば、ポーカークラブへの勧かん誘ゆう対象としては完全に除外だな。

　なんて。もともとこのクラスから留る子こ以外の誰だれかに声をかける気などさらさらないのだが。





♥陽明学園初等部・ポーカールーム






「オールイン」

　朱しゆ梨りが雑に宣言してチップを全て前に差し出す。

「んじゃオールインっス」

　それに留る子こも雑に応える。

　両者、持ち札ハンドをオープン。現段階ではどっちが強いとも弱いとも言えない、実にマージナルなハンド同士の対決だ。

　俺おれが五枚のカードを場に開く。結果的には朱しゆ梨りの勝ちだった。

「はいはい負け負けっス」

「無む駄だな時間を過ごしましたね。わかってはいましたが」

　留る子こは少しも悔くやしそうな様子を見せずに『お手上げ』のポーズを取り、朱しゆ梨りは穏おだやかな口調で皮肉を俺おれに向けた。

　確かに、せっかく集まったのだから対戦のひとつでもどうだと提案したのは俺おれなのだが。

「お前らもなぁ……。確かにこの局面の最適解はオールインだけど、練習なんだから少しは読み合いに持もち込こんでみようとか思わないのか？」

「朱しゆ梨りと真っ向勝負なんて疲つかれるだけっスよ～。練習でいくら勝とうが負けようが、何も手に入らないっスし」

「私は最適解がある時、常に最適解を選びます。練習も本番も関係ありません」

　留る子この怠たい惰ださはひとまず諦あきらめるとして、朱しゆ梨りのド正論に対しても俺おれはため息を漏もらすことしかできなかった。

　ポーカーにはマインドゲームとしての側面と、確率ゲームとしての側面、その二つが複雑に混ざり合っているのだが、一いつ般ぱん的てきなトーナメントのルールで一対一ヘツズアツプの勝負になると、時間が経たつにつれ圧あつ倒とう的てきに確率論の要素の方が強くなっていく。はっきり言ってしまえばあるタイミングを境に運ゲーになる。

　もちろんトーナメントの最終局面など、何か大きなものが賭かかっているのであればイレギュラーな要素も絡からむのだが、今は留る子この言う通り、負けても失うものがない。

　ならば一定以上の勝率があるハンドであれば先手はチップ全ぜん賭かけ──オールインしてしまうのが長期的には最も儲もうかる。受ける方も今の留る子こくらいのそこそこな手が入っているならオールインで正解。確率で考えればそうなってしまうのだ。読み合いもクソもなく。

「少しルールを……」

　変えてやり直し──と最後まで口に出す前に、俺おれは自分の思考を否定せざるを得なかった。ダメだ。どうせ朱しゆ梨りは対応してすぐ『最適化』してしまう。小手先でどうこうするより先手オールインで挑いどんだ方が高勝率、という状じよう況きようにあっさり辿たどり着ついてしまうことだろう。あとは受ける側が自分の手札の強さを見て伸のるか反そるか。それだけのゲームに落ち着くのは、始める前から目に見えていた。

「ヘッズアップはもう良いいです。ハンド分ぶん析せきしていた方がマシです」

　くるりと椅い子すを回転させ、ＰＣと向き合う朱しゆ梨り。確かにＡＩ相手にシミュレーションを重ねる方が、留る子ことカードのめくり合いに興じるより成長に繫つながるだろう。

　それは理解している。理解しているのだが、こんな立派な、最さい新しん鋭えいのポーカーテーブルが用意された部屋に集まっている意味がなくなる。

　ひいては俺おれの存在意義が無と化してしまう。すなわち二に階かい堂どう静しずかに対する違い約やく行こう為いになる。これは速すみやかに避さけねばならぬ事態だった。

　やはり、現在このポーカークラブが抱かかえている大問題と向き合うことを、何よりも優先しなければならない。

　大問題。それは現在朱しゆ梨りと留る子こ、部員がたった二人しかいないという不測の事態だ。別に俺おれの行動の結果でこうなったわけでは断じてないのだが、釈しやく明めいしても状じよう況きようは変わらず、このままでは練習すらままならない。

　三人。せめて三人いれば部内対戦でもポーカーの戦略性は格段に増すし、規定人数にも達して大会の団体戦にだって出られるようになるのだが。

「センセー、やっぱ二人だとつまらないっス。勧かん誘ゆう行きません？　メイド服とか着て『ご主人さま～』って口説けばイチコロっスよ。あたしと朱しゆ梨りの美び貌ぼうをもってすれば」

「なるほど名案だ。ここが女子校じゃなければな」

　共学であったとして、それでデレデレ付いてくる男にポーカーの才能があるとも思えないが。しかも俺おれは強い『女子』の育成を命じられているのだから、男の時点で対象外だ。

　ただ、改めて勧かん誘ゆうに行くべきという留る子この主張に関しては同意せざるを得ない。そろそろ重い腰こしを上げなくては。待っているだけでは解決しないのは当然に気づいている。

　問題は、才覚溢あふれる成績を示している児童は既すでに他のクラブに囲かこい込こまれていたことだった。今さらポーカーに鞍くら替がえしてくれる可能性は、相当に低い。新学期に猪ちよ突とつ猛もう進しんなスカウトを試ためしてみて這ほう々ほうの体ていで追い返された経験によって、実感として身に染しみている。

　俺おれだって朱しゆ梨りたちが思ってるほどのんびり構えてるわけじゃない。ただちょっと心が折れかけてしまった時期があっただけで。

　見知らぬお嬢じよう様さまから不ふ審しん者しや扱あつかいされるのは辛つらいし、先せん輩ぱい教師から汚お物ぶつを見るような視線やキツい[image: 叱]しつ責せきを頂くのも辛つらい。コネ採用の新人。そりゃあ、多かれ少なかれかわいがられるのも無理はないが。

　という事情もあり、つい『むこうからポーカークラブの門を叩たたいてくれる救世主』が現れる可能性に賭かけ、待ちの態勢に入ってしまった気持ちも少しくらいは理解して欲ほしい。




　──こん、こん。




　そんな弱音を浮うかべた瞬しゆん間かん、部室の扉とびらからノックの音が響ひびいた。無意識に、俺おれは立ち上がって驚おどろきを全身で表現してしまう。

　まさか、届いた……!?

　俺おれの藁わらにもすがるような想おもいが、あの無む慈じ悲ひな確率の創造主の許もとに……!?

「あのっ、失礼します！」

　そんな期待は、現れた少女の顔を見た瞬しゆん間かんへなへなと萎なえた。本人には非常に申し訳なく思うが、俺おれはどうしても意い気き消しよう沈ちんを隠かくすことができず、すぐ元の椅い子すに座すわり直なおしてしまう。

「あれ、どしたっスか。巴ともえ」

　頰ほおを染め、そろそろと部室に入ってきたのは、笹ささ倉くら巴ともえだった。







「ご、ごきげんよう。留る子こ。職員室で聞いたら、ポーカークラブの活動場所はここだって教えてもらって、それで……」

　もじもじしながら俺おれたち三人の顔を順じゆん繰ぐりに見る巴ともえ。

　はて。留る子こと俺おれはわかるが、朱しゆ梨りとも面識があったのか？

　ああ、違ちがう。そうか。気づいたんだな。陽よう明めいポーカークラブ特注のカードに描えがかれたジョーカーのモデルが誰だれなのか、顔を見て一いつ瞬しゆんで。

「それで、どうしたんだ？」

　俺おれが促うながすと、巴ともえは一いち念ねん発ほつ起きした様子で息を吞のみ、それから勢いよく腰こしを直角に折った。

「お願いします！　私のことも、ポーカークラブに入れて下さいっ！」

　宣言を聞いて真っ先に、俺おれは留る子こと顔を見合わせた。端はたから見ればたぶん、二人ともそっくりな表情をしていたことだろう。

「えーと。なんでまた急にっスか」

「え、えへへ……。実はお昼に留る子こと勝負した時、ドキドキして。あんまり味わったことのない感覚だったから、カードゲームに興味が湧わいて……それに」

　そこで一いつ拍ぱくおいて、巴ともえはちらりと朱しゆ梨りを見た。

「ジョーカーの絵え柄がらがすごく素す敵てきで、なんだか一ひと目め惚ぼれしちゃって。……まさか、モデルさんがいるとは思わなかったけど」

　図はからずも今、巴ともえは地じ雷らいを踏ふんだ。カードにジョーカーとして自分が描えがかれていることを、朱しゆ梨りは快く思っていない。

　繰くり返かえすが、俺おれたちがプレーする種類のポーカーでは、ジョーカーは使用されない。なのに朱しゆ梨りが描えがかれた。そこに、二に階かい堂どう静しずかからのメッセージを最初に受け止めたのは、他ならぬ朱しゆ梨りだった。

　お前はプレーヤーの側ではない。他のカードに混ざるべき存在ではない。そう暗に念を押おされていると感じたのであろう朱しゆ梨りは、新品のカードを開かい封ふうするや否いなやジョーカーを切り刻む。

　どうせ使わないから良いいでしょう、と無表情に言われると、俺おれはもはやなにも口を挟はさめない。

　だからこの時、俺おれと留る子こは強い緊きん張ちよう感かんでもって再び目配せし合った。

　ついに朱しゆ梨りのマジギレを目まの当あたりにする羽目になるかもしれない、と。

「ポーカーって、ジョーカーは使わないんですよ」

　結論として、朱しゆ梨りはたおやかさを寸分も崩くずさず微笑ほほえむのみだった。さすがのお嬢じよう様さま強度だと改めて舌を巻く。

「えっ。そうなんですか、……でも、実物がいらっしゃるなら。むしろそちらの方が……え、えへへ」

　巴ともえが照れくさそうに両りよう頰ほほを押おさえた。どういう反応だそれは。

「……貴方あなた、もしかして。その、そういうご趣しゆ味み？」

　朱しゆ梨りも俺おれと同じ疑念を抱いだいたらしく、さっきよりもよほど反応に焦あせりが垣かい間ま見みえていた。

「違ちがいます違ちがいます！　ヘンな意味じゃなくて。きれいなモノや人に、憧あこがれちゃうんです。……私には、なにも目立つところがないから」

　焦あせって両手を振ふったのち、少し寂さびしそうな面おも持もちになる巴ともえ。

　一連の行動に、ブラフの要素は読み取れなかった。

　留る子こを見る。軽く肩かたをすくめられた。留る子こにも情報テルは伝わらなかったらしい。ならば本心からの告白か。

　だとすると、良心の呵か責しやくから逃のがれるのは難しそうだが。

「でも、なんだか。運命的なものを感じたんです！　今日、留る子こと対戦して、留る子このトランプを見て。だから……一いつ生しよう懸けん命めいがんばりますから、私をポーカークラブに入れて下さいっ！」

　もう一度深々とお辞じ儀ぎをする巴ともえ。三度目のアイコンタクトで困こん惑わくを伝え合う、俺おれと留る子こ。

　ここは、俺おれが優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度を取っては許されぬ場面だな。顧こ問もんらしく、はっきりと伝えることにする。ただし、なるべく傷つけぬように。

「すまないが、入部は認められない」

「だ、ダメなんですか!?　どうして……？」

　深く息を吸すい込こんで、溜ためを作る。ちゃんとした理由が伝われば、諦あきらめもつくだろう。

　俺おれはあえて声のトーンを落とし、真しん剣けんな眼まな差ざしで巴ともえに伝えた。




「それは、君が五年生だからだ。俺おれは、小学四年生にしか興味がない」




「…………」

「…………」

「…………」

　ポーカールーム全体が沈ちん黙もくした。

「半ば確信していましたが。貴方あなた、やはり……」

　朱しゆ梨りが軽けい蔑べつの眼まな差ざしで俺おれを射い貫ぬく。

　そこでようやく、俺おれは自分の発言に大きな語ご弊へいがあると気づかされた。

「違ちがう！　違ちがうぞ！　そういう意味じゃない！　本当だったら三年生の方がもっと良いいんだ！　理想中の理想は一年生だ！」

「留る子こ、通報を」

「やむなしか。さらば和かず羅らセンセー」

「話を最後まで聞け！」

　途と中ちゆうから朱しゆ梨りと留る子こは俺おれの言いたいことを正しく把は握あくしたはずなのに、本当にスマホを取り出すとは冗じよう談だんが過ぎる。しかも画面に『１１０』が打うち込こんである状態じゃないか。

　これだから五年生は！

「要するに！　新しく何かを始めるなら若ければ若いほど良いいんだ！　だから新規入部を受けるならもっとも理想的なのは一年生だ。けど、この学園はクラブ活動への参加が小学四年生からしか認められないだろ！　なら、その最低ラインである四年生のメンバーしか探す気がないって言ってるんだ！」

　いかん、一気にまくし立てすぎた。ここまで慎しん重ちように築き上げてきた『穏おだやかで寡か黙もくな担任』という教師像が巴ともえの中で崩くずれてしまった可能性が高い。変な誤解を残したままにしておくよりはずっとマシだが。

「……こほん。と、いうわけで。五年生の入部希望は受け付けてないんだよ」

「ごめんっス。こう見えてこのセンセー、あたしらのこと全国トップレベルのチームに育てる気なんスよ」

　多少言い方に棘とげを感じつつ、留る子こがサポートに回ってくれて感謝する俺おれだった。チームって、二人しかいないじゃないかとツッコまれると辛つらいが。

「そ、そうなんですか……」

　俯うつむく巴ともえ。どうやらこのままお引き取り願えそうだ。

「でも私、頑がん張ばりますから！　一年の遅おくれくらい取とり戻もどせるよう、必死でポーカーの勉強しますから！　だから！　例外を認めて下さい！」

　今日何度目だろう。留る子こと顔を見合わせるのは。

　実際問題、才覚ありと思ったらやぶさかではないのだ。別に五年生を絶対に入部させないと決めているわけじゃない。ただ俺おれと留る子こは巴ともえのババ抜ぬきを見てしまった。

　あの素す直なおすぎる振ふる舞まいから察するに、巴ともえがポーカープレーヤーとして大成するとは思えない。だからあえて、危険な勘かん違ちがいをされてまで四年生にこだわってみせたのだ。

「テストして差し上げればいいのでは？　熱意は伝わりますし」

　もはや、はっきり『才能がない』と告げるべきか困っていると、朱しゆ梨りが訝いぶかしげに俺おれを見た。そりゃ、この部員不足で門もん前ぜん払ばらいにしようとするのは不自然だ。気持ちはわかる。なにしろ朱しゆ梨りはババ抜ぬき見てないし。

　でもこの申し出は俺おれにとって助け船になるかもしれないぞ。心ない言葉で傷つけられるよりは、身を以もつて知った方が立ち直りも早いだろう。

「……わかった。部長として朱しゆ梨りがそう言うなら、それくらいは認めよう。じゃあ巴ともえ、今から朱しゆ梨りと勝負しろ。その結果を見て、入部を許可するか決める」

　俺おれがポーカーテーブルを指さすと、巴ともえは大きく目を見開いて喜びを露あらわにした。

「あ、ありがとうございます先生！　それに、ええと……朱しゆ梨りさん！」

「呼び捨てでいいですよ」

　にっこり微笑ほほえむ朱しゆ梨り。俺おれも胸の内だけで安あん堵どを膨ふくらませる。

「それと、お礼を言うのはまだ早いかと。苦手なんです、私。手加減というものが」

　これで巴ともえは、完かん膚ぷ無なきまでに力の差を思い知らされることになるだろう。







「勝負は一対一ヘツズアツプ。巴ともえにわかりやすいよう、チップは互たがいに十枚持ち。どのチップも同じ価値だから、互たがいに10ポイント持って始めると思ってくれ」

「なるほど、わかりました。これがチップですかぁ。けっこう重い」

　緑色のラシャが敷しかれたテーブルに朱しゆ梨りと向かい合って座すわった巴ともえは、物もの珍めずらしげにチップを数枚持ち上げる。黒の１００ドルチップ。実際は額面上の価値を持ち、例えば５０００ドルを細かく切り割りして賭かけ合あうのが本来のやり方だが、初めての勝負でそれは複雑すぎるだろう。

「……っていうか巴ともえ、ポーカーの経験は？」

　と、一人で頷うなずいていたのだが、もっと先に確かめるべき大前提に気づいた。役すら知らない段階だと、さらに初歩的なところから説明が必要になってくるな。

「大だい丈じよう夫ぶです、友達と何度か！　五枚カードをもらって、一回だけチェンジして、ペアとかストレートを作るんですよね？」

　結論。初歩ではなかったが、二歩目くらいからの説明が必要なようだ。

「半分正解ってとこかな。それはファイブドローポーカー。たしかにそれもポーカーの一種だけど、今、全国の小学生たちが高校野球に勝まさるとも劣おとらない競技人口で火花を散らしている、最もポピュラーな大会ルールとは違ちがう」

「えっ？　ポーカーのルールって一つじゃないんですか？」

「違ちがう。細かく分けたら何個あるか俺おれでもわからないくらいだ。……とはいえ、とりあえず覚えて欲ほしいのは『ノーリミット・テキサスホールデム』ひとつだけ。入部テストは、そのルールで行う」

「のーりみっと、てきさすほーるでむ……。な、なんだか難しそうですね……」

「そうでもない。ルール自体は簡単だ」

　そう、ルール自体は、な。

　ポーカーは覚えるのに一いつ瞬しゆん、極きわめるのに一生。そんな格言があるように。

「そうなんですね、安心しました」

「まず、一番の違ちがいから伝える。ファイブドローポーカーでは手札が五枚配られるが、ＮＬノーリミツトＨＥホールデムでは二枚だ」

「えっ？　二枚しかもらえない？　それじゃ、役はペアだけ……？」

「もちろんそんなことはない。手札が二枚しかない代わりに、コミュニティカードというものがあるんだ。……ここから先は、手札をオープンにしながら実際にゲームの流れを見てもらった方がいいかな。まずは二人とも、場代を払はらってくれ。今回巴ともえが先せん攻こうだから、場に一枚チップを、朱しゆ梨りは二枚チップを出す。これは強制的に支し払はらわされる参加料だから拒きよ否ひできない」

　言われたとおりにする二人。ちなみに今回は一対一ヘツズアツプなので参加者全員が場代を払はらうことになってしまうが、厳密に言うと場代を払はらうのは参加メンバーのうち二人だけだ。たとえば九人参加でも場代を払はらうのは九人中二人。この、場代を払はらう役目を負うポジションのことをそれぞれＳＢスモールブラインド、ＢＢビツグブラインドと呼ぶのだが、その説明は今のところ割かつ愛あい。……おそらくもう、巴ともえに指導するタイミングもないだろうし。

　朱しゆ梨りも異存ないようだったので、俺おれがディーラー役になって巴ともえと朱しゆ梨りに二枚ずつ、表向きでカードを配る。言わずもがな、実戦では裏向きで進行する。

　巴ともえには[image: ]と[image: ]。朱しゆ梨りには[image: ]と[image: ]が行いき渡わたった。普ふ段だんの朱しゆ梨りなら絶対降りる弱い組み合わせだが、ここは空気を読んで参加してくれるはず。

「この段階からもう駆かけ引ひきが始まる。今回は巴ともえが先せん攻こうだから、先に行動を選んでくれ。選せん択たく肢しは三つある。勝負から降りてしまう、フォールド。強気にチップをさらに賭かける、レイズ。あとは、朱しゆ梨りと同じく場代分のチップをもう一枚払はらう、コール。ポーカーは相手と賭かけるチップの枚数が同じにならないと、勝負を挑いどめないルールなんだ」

「フォールドと、レイズと、コール。見た感じ、私の方が強そうですよね……」

「今のところはな。それと、本番は相手のカード見えないから」

「あ、そうでしたね。そういえば」

「今回は説明の便べん宜ぎ上じよう、コールしてくれ。朱しゆ梨りもレイズなしで頼たのむ」

「わかりました」

　頷うなずいてチップを一枚上乗せする巴ともえ。

「説明の回ということですので、従います」

　二人とも言う通りにしてくれたので、さっそく俺おれは一枚のカードを裏向きに置き、続けて三枚を表にしてテーブルに並べた。

「裏返しで出した最初の一枚のことは気にしないでくれ。イカサマ防止の捨て札みたいなものだから。注目するのは表向きで並んだ三枚のカード」

「えっと。[image: ]と、[image: ]と、[image: ]ですね」

「だな。それで、この三枚のコミュニティカードと、自分の二枚の手札。その五枚で役ができているかどうかを確かく認にんするんだ」

　即すなわち、ファイブドローポーカーに変へん換かんすると、巴ともえは[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]という手。

　対して朱しゆ梨りは[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]という手だ。

「じゃあ、私は[image: ]のワンペアで……」

「朱しゆ梨りは役なしのいわゆるブタ。現状でもまだ巴ともえが勝っているな」

「現状……ということは、まだ私の勝ちは決まってないんですか？」

「その通り。この後、ファイブドローでいうところのカードチェンジに当たる進行があるんだけど……またここで駆かけ引ひきの局面が訪おとずれる」

「あ、さっきみたいにですか？」

「そう。今回の選せん択たく肢しは二つ。ひとつはチェック。様子見してこのままゲームの進行を場に委ねてしまう。もう一つはベット。積極的にチップを上乗せして賭かけて、自分の手は強いんだぞとアピールする。たくさんチップを賭かけるほど、相手が乗ってきたら見返りも大きいからな」

　そして、その逆も然しかり。

「なるほど。私は今、ワンペアがあって、朱しゆ梨り……は役なしなんですよね」

「くどいようだが、朱しゆ梨りが役なしなのは本番だとわからないがな」

「はい。でもワンペアができてるなら……ベットします！」

　そう言って巴ともえは一枚チップを上乗せした。

　本来であればかなり強気だ。なぜなら場に[image: ]が落ちているから。[image: ]はワンペアの中で最強とは限らない。相手の手に一枚[image: ]が入っていればそちらのワンペアの方が強い。

　一方、ヘッズアップではペアができたらもう勝負に出るべき、というのもひとつの戦法だったりする。例えば九人もいる中での勝負なら全体の手札の数自体が九つに増えるから、誰だれかに[image: ]がヒットしている確率も格段に上がる。しかし、参加人数が少なくなればなるほど存在する手札の数も減り、役が完成する可能性も低くなる。事実、今回の朱しゆ梨りは役なしなのだ。だからこの選せん択たく自体で巴ともえの才能を量るつもりはない。

「巴ともえがベットした。それを受ける朱しゆ梨りには例の三つの選せん択たく肢しがある。既すでに払はらってしまったチップを放ほう棄きして降りる、フォールド。これ以上の痛手を避さけるための撤てつ退たいだ。次に、コール。同額のチップを出してゲームの継けい続ぞくを望むことを意味する。最後にもう一つ……」

「レイズ」

　朱しゆ梨りが流れるような手つきで、チップを二枚場に差し出した。

「えっ……!?」

　巴ともえが驚おどろきの声を上げた。現状なんの役も出来ていないのだからその気持ちはわかる。

　そもそも本来の朱しゆ梨りならプリフロップ──コミュニティカードが開かれる前の段階でさっさと降りてしまっていたことだろう。だからこのレイズはチュートリアルに協力してくれている側面が強い。

　さらに付け足しておくなら、ここからの番ばん狂くるわせなんていくらでも起こる。それがＮＬノーリミツトＨＥホールデムだ。

「レイズ……朱しゆ梨りはチップを上乗せして自分の手の方が強いと主張してきた。これを受けるか否いなか、巴ともえはもう一度決めなくてはいけない。諦あきらめてフォールドするか、コールするか、さらにレイズ──リレイズするか。どうする？」

「えっと、これ……負けそうなんですか私？」

「いや、はっきり言ってかなり有利だよ。ただ、もし朱しゆ梨りの手札が見えなかったら？　その時の景色を想像してみて」

「景色、ですか？」

「フロップ──開かれた三枚のカードを見て、もし朱しゆ梨りが持っていたらすごく強気になるカードは？」

「あ、[image: ]です……ね」

「その通り。もし互たがいの手札がわからない状じよう況きようでこのレイズを受けたら、悩なやみどころだ。朱しゆ梨りは[image: ]を引き当てたのかもしれない。だからこんなに強気なのかも」

「でも実際は持っていない」

「だからこのレイズはブラフだ。いかにも強い手を持っているように装よそおって、巴ともえを降ろしにかかっている。実際はすごく弱いハンドで」

「…………」

　じっと場を見つめ、固まる巴ともえ。

「ポーカー、おもしろい……」

　それからぽろりと、そんな言葉を呟つぶやいた。

　早くもそこに気付けたか。少しだけ、俺おれの中で巴ともえの評価が上がる。合格点に至るほどではないが。

「さて、どうする？」

「コールします」

　巴ともえも一枚チップを上乗せして朱しゆ梨りと同額を賭かける。まあ今降りるという選せん択たく肢しはないだろう。

「了りよう解かい。これで互たがいに賭かけるチップの量がつり合った。なら、次の進行に移る」

　俺おれはもう一枚、カードを表向きに開いた。落ちたのは[image: ]。

「これは四枚目のコミュニティカード。ターンカードという」

「先生。手札と合わせて、カードが六枚になっちゃいましたけど……？」

「そうだな。でも必要なカードは五枚だけ。だから、その六枚の中で最も強い役になる組み合わせを探して選ぶんだ。それが現時点での手札になる」

「えっと……。[image: ]が入るとなると……」

「巴ともえの場合は大して意味のないカードだな、[image: ]は。こういう手札に影えい響きようを与あたえなかったカードのことをラグカードと呼ぶ」

「ラグカード、ですか。朱しゆ梨りさ……朱しゆ梨りにとってもラグカードですかね？」

「どうかしら？」

　たおやかに微笑ほほえみ続つづける朱しゆ梨り。答えはノーだ。朱しゆ梨りにとってはかなり意味のある一枚が、ターンで落ちた。

　なぜなら現時点で朱しゆ梨りは[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]という手札の選択が可能になり、[image: ]のフラッシュの目が出てきた。相手の出方次し第だいでは、充じゆう分ぶん勝負になる状じよう況きようだと言える。

「先生、コミュニティカードはあと何枚出るんですか？」

「次のリバーカードで最後だ。場に五枚、手札に二枚。合計七枚のカードの中から五枚選んで役を作る。それがＮＬノーリミツトＨＥホールデムの基本中の基本になる。全部のカードが開かれる前にみんな降りてしまって勝負がつくこともあるけどな」

　この、手札が二枚だけ、全員で共通して使うカードが五枚という状じよう況きようが、ポーカーというゲームに多大な戦略性を与あたえる。手を読み合う要素がファイブドローに比べて圧あつ倒とう的てきに増えるから、長期戦を運だけで勝ちきるのは不可能に近い。

　駆かけ引ひきの難しさで言うと、個人的には日本式麻雀マージヤンを上回るとさえ思っている。仮に麻雀マージヤンが運七割、実力三割で決まるゲームだとするなら、ＮＬノーリミツトＨＥホールデムは運六割、実力四割くらいではないだろうか。

「…………あ、そっか！　……フラッシュ」

　かなりの長考の末、朱しゆ梨りが持つ役の可能性に気づいたようだ。たちまち巴ともえは顔色を悪くする。やはり顔に感情が出やすいタイプなのかもしれない。だとするとやはりポーカープレーヤーとしての適性は低く見積もらざるを得ない。マイナス一点。

「どうする、巴ともえ？　チェックか、ベットか」

「…………チェックで」

　チェックは悪手。ここは朱しゆ梨りにタダでカードを見せにいってはいけない。大きくベットしてリターンよりも大きいリスクを背負わせるべきだった。まあそこまでの戦略性をテストする気はないから、これで評価は変えないが。

「私もチェックで」

　朱しゆ梨りもこれ以上巴ともえを追おい詰つめるのは止やめたようだ。さすがに手の内が完全にバレている状態で搾さく取しゆしにかかるのは無む謀ぼうと見たか。

　これが本来の勝負だったら、朱しゆ梨りならどうしたか。想像の余地はいくらでもあるが。

「互たがいにチェック。賭かけ金きんが成立したのでリバーカードをめくる」

　最後の一枚を開いた。

　落ちたのは[image: ]。

「あっ」

　思わず声を出したのは巴ともえ。朱しゆ梨りは何事もなかったかのように微笑ほほえんでいる。

「おめでとうございます。セット完成ですね」

　朱しゆ梨りが胸前で手を合わせた。セットというのは３カードのこと。外国でこの役名は使われず、スリー・オブ・ア・カインド。あるいは略式的にセットと呼ばれる。

「結果、巴ともえが[image: ]の３カードセツト。朱しゆ梨りは場に落ちた二枚の[image: ]を使って出来るペアが最高の手だから、[image: ]のワンペア持ちということになる。巴ともえの勝ちだ」

「………………う、うーん」

　勝ったのに悩なやんでいる様子の巴ともえ。[image: ]が落ちるとわかっているならもっとチップを賭かけたのに、といったところだろう。このままならなさもまた、ポーカーの醍だい醐ご味みである。

「どうだ、巴ともえ？」

「おもしろいです！」

　ルールと流れはだいたいわかったか、という意の質問だったのだが、違ちがう方向から答えが返ってきた。

　そうか。となると、今後ますます辛つらい体験をさせてしまいそうだ。

　本気になった朱しゆ梨りとの駆かけ引ひきは、心臓をカンナで削けずり落おとされるような痛みを伴ともなうだろう。

　それでももはや、俺おれから勝負を止められる状じよう況きようではない。見守るのみだ。

「それじゃさっそく本番に移ろう、と言いたいところだが。巴ともえは役の強さの順ってカンペキに覚えているか？」

「そ、それが……。実は何ヶ所か怪あやしくて」

「じゃあ手役表がいるな。……この部室にあったかなぁ？」

　辺りを探さぐろうとすると、今まで妙みように静かだった留る子こがひらり、と紙を差し出した。

「そーゆー流れになると思って書いといたっスよん」

「おお。さすが。人の顔色窺うかがわせたらナンバーワン」

「なんか棘とげのある言い方ッスね」

「いやいや本気で感謝してるよ。助かる」

　俺おれも見せてもらうが、留る子この書いてくれた手役一覧はとても丁てい寧ねいでわかりやすかった。これは本当にありがたいな。おかげで準備は万ばん端たんだ。

「よし、始めるか。笹ささ倉くら巴ともえの入部テストを」

「よろしくお願いしますっ！」

　立ち上がり、勢いよくお辞じ儀ぎする巴ともえ。

「こちらこそ」

　朱しゆ梨りも優ゆう雅がにスカートを持ち上げ、礼を返した。
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　先ほどと同じように向かい合って座すわる二人。俺おれも同様にディーラーのポジションにつく。

「センセー、カメラ使っていいっスか」

「覗のぞきたいのか？　好きにしろ」

「感謝っス。巴ともえ、ひとつお願いがあるっス」

「お願い？　なにかな？」

「カードが手元に来たら、テーブルのフチの所でチラッとめくって見せて欲ほしいっス。そこにカメラついてるんで」

「カメラ……あっ、本当だ」

「朱しゆ梨りにハンドがバレる心配はしなくていいっス。あたしにだけは筒つつ抜ぬけっスけどね、ぬふふ」

　部屋の端はしに退たい避ひしてＰＣを開く留る子こ。このテーブル内蔵のカメラはギャラリーに対戦者の手の内を伝えるために用意されたものだ。これがあるからポーカーはプレイングゲームとしてだけではなく、ウォッチングゲームとしての地位も確たるものになった。はたしてプレーヤーには本当に勝負手が入っているのか。それとも世紀の大ブラフを打っているのか。全て筒つつ抜ぬけで観戦するポーカーは本当に面おも白しろく、そして、次は自分もプレーヤー側に立ってみたいという衝しよう動どうを強く刺し激げきする。このテーブルカメラが、ポーカー普ふ及きゆうの立て役者になったと、もはや常識のように語かたり継つがれている。

　小学校の部室にカメラ付きテーブルを常備しているようなところは全国でもそうそうないだろうが。

　さておき、ディーラーポジションの足元にもモバイルＰＣを置くスペースがあるので、俺おれも二人のハンドを確かく認にんすることは可能なのだが……まあやめておこう。それより巴ともえの振ふる舞まいに注目して、ポーカープレーヤーとしての資質を見み極きわめることの方が大切だ。

「さっきは巴ともえが先せん攻こうだったから、今度は朱しゆ梨りがボタンで良いいか？」

「構いません」

「あの、ボタン……って？」

「ああ、すまん」

　説明していない用語を使ってしまった。ボタンというのは『ディーラーボタン』の略で、本来は最後に行動を選べるとても有利なポジションのこと。ただし一対一ヘツズアツプになってしまうとボタンがＳＢスモールブラインドを兼かねることになるので、一転して最初に行動する側になってしまう……という説明を、

「先せん攻こうのことだ。今回は朱しゆ梨りが先せん攻こうで良いいかってこと」

　俺おれはまるっきり省いた。もし、もう一度説明する必要が生じたらその時に改めて正しく解説しよう。もし、そんな日が来たなら。

「なるほど。それなら私も構いません」

　巴ともえからも異存がなかったので、朱しゆ梨り先せん攻こう、巴ともえ後こう攻こうで勝負が始まる。俺おれは速すみやかに朱しゆ梨り、巴ともえの順で一枚ずつカードを滑すべらせて渡わたす。今度はもちろん裏返しのままだ。

　さて、どんなカードが行いき渡わたったか。互たがいの表情を見比べてみるが判断は難しい。朱しゆ梨りは飄ひよう々ひようとしすぎているし、巴ともえは巴ともえでカードに熱視線を送りすぎだ。本来のＮＬノーリミツトＨＥホールデムでは巴ともえみたいにカードを握にぎったままにはせず、一度手を確かく認にんしたら後は場に伏ふせておくのが慣習なのだが、まあそこは注意しないでおこう。

「オールイン」

　なんて吞のん気きに眺ながめていたら、背筋に電流が走ったような感覚に苛さいなまれた。朱しゆ梨りが、いきなりチップを十枚まとめて前に差し出した瞬しゆん間かんに。

「え、えっと。先生。これは」

「……朱しゆ梨りは全てのチップを賭かける決断をした。受けるなら、巴ともえも全てを賭かけるしかない」

　答える声こわ色いろに苦々しさが混ざっていたことは自分でも気づいていたが、隠かくしきれなかった。

　確かに、正しいのだ。この局面でのオールインは。

　勝負を始めた段階で互たがいにチップ十枚持ち。場代が先せん攻こうと後こう攻こうで一枚と二枚請せい求きゆうされるから、一回りするだけでチップを必ず三枚、場に提供しなければならない。つまり、負け続けたら最低の出費に止とどめたとしても三周で全ての財産が吹ふっ飛とぶ。

　言いい換かえると、お互たがいかなりの財政難シヨートスタツクから始まる対決。こういう状じよう況きように陥おちいったらちまちま小分けにしてチップを賭かけるべきではない。ある程度の手でオールインしてしまうのが最も利益的になる。

　ポーカー、特にトーナメント形式で行われるポーカーとは、とどのつまり相手のチップを全部奪うばいきるゲームだ。手役がどう、とかその辺は二次的な要素に過ぎない。

　そして、大量のチップを相手から得るためには、自らも大量のチップを賭とす必要がある。シンプルな等価交こう換かん。だからこそ、財政難シヨートスタツクに陥おちいったら一気に逆転を狙ねらいに行かないと勝ち目がどんどん薄うすくなる。

　もちろん俺おれだってルール設定した時点でそんなことはわかっていた。しかし、そこは朱しゆ梨りが『忖そん度たく』してくれると思っていたのだ。これはあくまで入部テスト。利益的なプレーを追求する場ではなく、巴ともえの適性を量るのが目的。だから『あえて』一枚ずつレイズやコールの駆かけ引ひきをしてくれることを期待していた。

　しかし朱しゆ梨り、忖そん度たくなど欠片かけらもなし。あくまでただ、この状じよう況きようで最も利益的な賭かけ方かたを選んできた。

　ポーカーで他人に手心を加える少女ではないことは、理解していたつもりだった。しかし俺おれはまだ、朱しゆ梨りの信念について理解が甘あまかったことを思い知る。

　絶対に負けるつもりなどないのだ。たとえどんな状じよう況きようで、どんな相手であろうと。

「……では、私もオールインで」

　長考の末、巴ともえも全てのチップを差し出す。その判断やいかに。もはや誰だれにも衝しよう突とつを止める権利は失われたが。

「わかった。それなら二人ともカードを表にして手を見せ合うんだ。オールイン対決ではそれがルールだ」

　告げると、まず朱しゆ梨り。続いて巴ともえが二枚のカードを表にする。

　朱しゆ梨り[image: ][image: ]。

　巴ともえ[image: ][image: ]

　朱しゆ梨り、ここでペアを引くか。えげつない。しかも数字の上では完全に巴ともえを支配ドミネイトしている。巴ともえの方も完全に勝ち目がない並びではないが、しかし。

　儀ぎ礼れい的てきに、俺おれはコミュニティカード五枚全てを並べていく。オールインになったらもはや駆かけ引ひきのタイミングは残っていない。最後までカードをめくって、手が強い方の勝ちだ。

　場に落ちた五枚は、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

　両者とも、まったくかすりもしない。こうなれば当然、手札にワンペアのある朱しゆ梨りの勝ちだ。厳密に言うと場に[image: ]が二枚落ちたので巴ともえもワンペア持ちになるが、朱しゆ梨りの方はポケットペアの[image: ]も合わせてツーペア。ワンペア対ツーペアで朱しゆ梨りの勝利。

「巴ともえ、負けだ」

「………………えっと。なんというか。これですっかり終わりですか？　私の逆転は、もうありえない？」

「ルール上そうなる。全部のチップを失ったからな」

　はたして、これで納なつ得とくして入部を諦あきらめてくれるだろうか。

「も、もう一戦！　朱しゆ梨りさ……朱しゆ梨り！　もう一戦勝負して！」

　くれないよな、そりゃ。ここで食い下がらないようなら、それこそ勝負事の適性がない。

「構いませんよ」

　朱しゆ梨りも即そく断だんした。どうやら初めから一戦で終わらせるつもりはなかったようだ。

　それもそうか。オールイン対決はどう足あ搔がいても運の要素を排はい除じよできない。さっきだって、フロップ以降に落ちたカードによっては巴ともえの勝ちになる可能性だってあったのだから。

　しかし、それで巴ともえが勝ったとして、俺おれが入部を許可するかというと、答えは否いなだ。瞬しゆん間かん的てきな運では、ポーカーの強さを量れない。

「べ、ベットです」

「フォールドです」

　二戦目は巴ともえの先せん攻こうで始まり、朱しゆ梨りはあっさり勝負を降りた。典型的なプッシュオアフォールド。自分に良いい手が入ればオールイン、入らなければフロップを見るまでもなくフォールド。ショートスタックになったらこの戦法が最善手となる。

「オールイン」

「う……。わ、私もオールインで！」

　次の手は朱しゆ梨りが迷わずオールイン。巴ともえが受けて……あっさり朱しゆ梨りの勝利。

「も、もう一戦お願いします！」

「どうぞ」

　再びチップを十枚ずつ分け合って、対決を再開。おそらく朱しゆ梨りはいくらでも付き合う気だろう。巴ともえの心が折れるまで。

　俺おれの中で、自責の念が膨ふくらんだ。この後、巴ともえはたまに勝つ時もあるだろうが、最終的にはこっぴどく負まけ越こしてこの場を去ることになる。ポーカーの駆かけ引ひきや手の読み合いといった緊きん張ちよう感かんを一いつ切さい知らないままで。

　ポーカーってクソゲー。そう感じて失意を抱かかえ背中を向ける。それは、俺おれが他人に植え付けて良いい感情だろうか。

　朱しゆ梨りを責めるのはお門かど違ちがいだ。過あやまちを犯おかしたとすれば、こんなルール設定で入部テストを開始した自分だろう。

　間ま違ちがえたかもしれない。いくら巴ともえを入部させる気がなかったとはいえ、ポーカーの醍だい醐ご味みを一いつ切さい伝えることなくポーカーから離はなれる人間を生み出してしまうこと。それははたして、俺おれに与あたえられた使命を全まつとうしていると言えるのだろうか。

「オールイン」

「…………オールイン、です」

　結局、朱しゆ梨りがオールインした回は毎回朱しゆ梨りの勝ち。巴ともえは運にまで見放され、これで五連続でチップを全て失った。

「どうします？　まだやりますか？」

「お願いします！」

　朱しゆ梨りの問いかけに即そく答とうする巴ともえ。この粘ねばり腰ごしは評価したい。が、しかし。このままいくら繰くり返かえそうとも進展はなさそうだ。

「降りることも覚えた方が良いいですよ」

　巴ともえの先せん攻こうで勝負が始まろうとした寸前、朱しゆ梨りが呟つぶやいた。

「降りる……フォールドですか」

「例えば私が次の番でオールインしたとします。その時自分の手が充じゆう分ぶんでないと思ったなら、降りて次の機会を待つべきです」

「でも、降りたら絶対勝てないですよね」

　まっすぐに朱しゆ梨りの目を見み据すえ、巴ともえが主張した。その実、この発言は正せい鵠こくを射ている。ポーカーは降りたら絶対に勝てないというのは、ある種の真理ではあるのだ。

　ただしその意味を正しく理解するためには、降りるべき場面を知らなくてはならない。矛む盾じゆんしているようだが、それがポーカーだ。

「はい。だからこそ待つんです。勝てる手がくるのを。例えば[image: ][image: ]……ポケットエースのような最強の手が入った時に、私のオールインを受ければ、まず負けることはありません」

　[image: ][image: ]。つまり手札がエース二枚の時。大人数対決の時でも強い手だが、一対一ヘツズアツプなら必勝に近い状じよう況きようとなる。なかなか入る手ではないが、朱しゆ梨りは極論で以もつて巴ともえの戦法を正そうとしているのだろう。

「[image: ][image: ]なら、勝てる？」

「絶対とは言いませんが、負けたらタイミングの悪さを悔くやめば良いいだけです。待てる我が慢まん強づよさを示せば、あるいは入部の可能性も……」

「では、オールインで」

　びくり、とポーカールームに緊きん張ちよう感かんがほとばしった。

　巴ともえがオールインを宣言し、全てのチップを前に差し出した。朱しゆ梨りから最強のハンドについてアドバイスを受けている途と中ちゆうで、だ。

　我が慢まんできず、巴ともえの面おも持もちを凝ぎよう視しする俺おれ。信念に燃えたまっすぐな瞳ひとみが、変わらず朱しゆ梨りに向けられている。

　振ふり返かえって留る子この様子を窺うかがえば、巴ともえの真意を確かめられるかもしれない。本当に[image: ][image: ]が入っているのか、それともブラフなのか。どちらにせよ、ハンドを覗のぞいている留る子こは何かしらの反応を示さずにはいられないはずだった。

　だが、やめた。俺おれはひたすら、巴ともえだけを見つめた。

　単純に興味が抑おさえられなくなってしまった。これがブラフか否いなか、巴ともえ自身から答えが示される瞬しゆん間かんを、見み逃のがしたくなかった。

「………………承知です。オールイン」

　珍めずらしく長考したのち、朱しゆ梨りも全てのチップを差し出した。

　ブラフと読んだか。いや、違ちがうな。きっと朱しゆ梨りも好こう奇き心しんで勝負を受けた。いったい巴ともえはどんな手でオールインを宣言したのか。確かめずに終わりたくなかったのだろう。

「二人とも、ハンドを見せて」

　伝えた途と端たん、ふっと巴ともえの全身から力が抜ぬけ、照れ笑いが口元に浮うかんだ。

「信じてもらえませんでしたか。やっぱり」

　開かれたのは[image: ][image: ]。

「マジかよ……」

　あらゆる意味で驚おどろいた。ブタ中のブタと言っても良いいほど弱い組み合わせだ。

　朱しゆ梨りの手は、[image: ][image: ]。この期ごに及およんで引きが強い。

　フロップであっさり[image: ]が落ちて、朱しゆ梨りにワンペアが完成。そのまま互たがいの手は進展せず、勝負は朱しゆ梨りの勝利。

「……負けました。完敗です」

　力なく笑ったまま、巴ともえは席を立ち踵きびすを返した。入部テストは落第。そう自分で判断したようだった。

「待って」

　その背中を朱しゆ梨りが呼び止めた。

「は、はい？」

「聞かせて下さい。オールインを宣言した時、貴方あなたは何を考えていましたか？」

　朱しゆ梨りからの鋭するどい視線にたじろぐ巴ともえ。しかしやがて、その面おも持もちには再び笑えみが浮うかんだ。ただし、今度は少し寂さびしさも孕はらんでいるように見える。

「降りたら勝てない。勝てなかったら、ポーカーを続けられない。……ただ、そう思い続けてしまいました。私、今まで心の底から夢中になれるものがなくて、ずっと……なんていうか、さびしかったんです。でも、ポーカーをやってみたら……ううん、留る子このカードに触ふれた時から、なんだかフワッて胸が熱くなる感じがして。……あの時は、カードの絵に夢中になり過ぎちゃったみたいですけど。あはは」

「私に弱い手のオールインだと見み抜ぬかれる心配は？」

「不思議とそれはなかったですね……。ただ、勝ちたかった。勝ってポーカーを続けたかった。そのためには今、オールインすれば[image: ][image: ]だと思ってもらえるかもしれない。それだけを考えていましたけど……ダメだったんですよね、それじゃ」

「合格です」

　俺おれの方を一いつ瞬しゆんたりとも見もせずに、朱しゆ梨りが宣言した。おい待て、と止めたくなった。なったが、しかし。

「判断そのものは正しいとも間ま違ちがってるとも言えません。けれど、あの決断の早さと、熱意で不安を覆おおい隠かくせる胆たん力りよく。そのどちらもが、ポーカーを学ぶ上で大切な資質となります。部長として、私は貴方あなたが欲ほしい。そう考えます……が」

　ようやく俺おれに目を向ける朱しゆ梨り。明らかに判断を仰あおいでいない。反論があるならしてみろという、挑ちよう戦せん的てきな視線だった。

　そして残念ながらと言うべきか否いなか。反対意見は浮うかばなかった。ババ抜ぬきでは見み抜ぬけなかった巴ともえのポテンシャルを、さっきのオールインで俺おれ自じ身しんも感じてしまっていたから。

　笹ささ倉くら巴ともえ。面おも白しろい子かもしれない。

「四年生限定解除、してもいいかもしれないな。君になら」

「ついに五年生に手を出す気になったっスね、センセー。こりゃーあたしの貞てい操そうも今日までっスかね」

「お前な……。この期ごに及およんで茶化すな……」

　留る子こに本気の抗こう議ぎをぶつけていると、巴ともえはようやく状じよう況きようが吞のみ込こめてきたといった様子でだんだんと頰ほおを紅潮させていった。

「そ、それじゃ、私……」

「笹ささ倉くら巴ともえさん。ようこそ、陽よう明めい学園初等部ポーカークラブへ」

「ま、とりあえずやってみれば良いいっス。向いてないって思ったら、辞やめれば良いいっス」

　朱しゆ梨りと留る子こが歩み寄り、それぞれ右手を差し出す。

「こ、こちらこそよろしくお願いしますっ！　私、絶対、絶対がんばりますのでっ！」

　交こう互ごに何度もその手を握にぎり返かえし、お辞じ儀ぎをする巴ともえ。

　人員問題が今日解決するシナリオはまったく想おもい描えがいてなかったが、自分でも意外なほど不安や後こう悔かいの念は浮うかばない。ババ抜ぬきの時につけた最低評価を、あのオールイン一発で覆くつがえされてしまった。

　そんな急転直下もまた、ポーカー的で面おも白しろいか。

　なんにせよ、三人になった。この事実は大きい。

「……って。あ、ヤバ。もしかしてこれで大会にエントリできちゃうっスか」

「ヤバってなんだ。そりゃ、揃そろったからにはエントリするさ。今月末締しめ切きりだから危ないところだった。初心者を鍛きたえるにはいかんせん時間が足りないが……」

「そのための先生でしょう。それくらいのことができないなら存在価値に疑問を持ちます」

　相変わらず朱しゆ梨りは手厳しい。だが、その指し摘てきには頷うなずかざるを得ない。

「巴ともえ。これからかなり詰つめ込こみ学習を強しいることになるけど、ついてきてくれるか？」

「もちろんです！　どんとこいです！」

　ぎゅっと両手を握にぎりしめる巴ともえ。これだけやる気と熱意があるなら、少なくともへこたれる心配はしなくて良さそうだ。

「わかった。遠えん慮りよなくスパルタ教育させてもらう。……それと、一度実戦を経験してもらった方がいいな。練習試合、どこかと組むか」

「そんなガツガツしなくていいっスよ～。……と、言いたいところっスが、あたしもコンピュータ相手ばかりでうんざりしてたところではあるんスよね。遊びにいくのはまあ、やぶさかじゃないっス」

　いや、遊びにはいかん。留る子この怠たい惰ださもなんとか改善しなければいけない問題のひとつであることは確かく認にんするまでもなかった。実力は確かなのだが、情熱がポーカーに向ききっていない。……いろいろあったから、強く[image: 叱]しつ責せきする気にもなれないが。

「急な申もうし込こみで受けて下さるところ、ありますか？」

「んー。まあ、なんとかなるだろう」

　訝いぶかしげな朱しゆ梨りに吞のん気きな返事。実際問題として、その手の交こう渉しようごとにはあまり心配をしていなかった。

　何しろこの部は後ろについているパトロンがあまりにも大きい。

　二に階かい堂どう静しずかなら、希望を伝えておけばあっさりどこかと話をつけてくれるはずだ。





♠ＣＥＯルーム






「楽にしたまえ」

「はっ」

　言われるがまま、俺おれは立ったまま『休め』の体勢を取った。昔から思っていたのだが、この型のどこに休まる要素があるのだろう。『気をつけ』と大して変わらない気がするのだが。

　もっとも、少しも落ち着く感じがしないのは今置かれている状じよう況きようも関係しているのかもしれないが。

　呼び出された瞬しゆん間かんから違い和わ感かんがあった。今日は定例のレポート提出日ではない。用件はおそらくこの前頼たのんだ練習試合に関してだろうと推測はつくのだが、そのためだけにわざわざ臨時で招集がかかるというのは、今まで経験したことのない流れだ。

「対戦校はフィエール女学院に決まった」

　やはりヘンだ。前置きが一いつ切さいない。長話がデフォの二に階かい堂どう静しずかがいきなり単刀直入に伝えてくるとは。俺おれはますます緊きん張ちよう感かんを強くする。

　いや待て、それより。戸と惑まどっていたせいで反応が遅おくれたが、フィエール女学院？

「当然知っている学校だな？」

「はい。ポーカー強きよう豪ごう校こうですから。それに……ロウ＝ハミルトンのご息女が在ざい籍せきしています」

「その通り」

　ロウ＝ハミルトン。シンガポール国こく籍せき。日本にＩＲ事業進出を目もく論ろむ外資系企き業ぎよう『キング・クラブ』グループの重じゆう鎮ちんで、日本支社における実質的な最高権力者であると聞いている。

　その一人ひとり娘むすめ、ハミルトン＝衣え奈なは朱しゆ梨りと幼少期から面識があるそうで、朱しゆ梨りに対し強い敵意を抱いだいている。一度テニスか何かでボロ負けしたのが原因らしいが、それ以降復ふく讐しゆう心しんを枯からすことなく、朱しゆ梨りの後を追ってポーカーを始めた。

　既すでに一度、二人の対戦を見る機会があったが、相当な実力者だ。その時勝ったのは結局朱しゆ梨りで、ハミルトン＝衣え奈なはますます敵意をむき出しにするようになってしまったらしい。

　そのハミルトン＝衣え奈な率いるフィエール女学院との練習試合か。荒あれそうな予感がする。

　しかし、相手にとって不足なしではある。人間関係を加味しなければ、二に階かい堂どう静しずかは素す晴ばらしいオファーをしてくれたと言うべきだろう。

「そして厳命だ。勝て。必ずだ」

「…………え？」

　一いつ瞬しゆん喜びかけた自分に幻げん滅めつする。やはり、そこはかとなく感じていた嫌いやな予感の方が正しかったらしい。

　この段階で既すでに悟さとらされた。ただの練習試合じゃないな、これ。

「私の、コーチとしての実績を示すためですか？」

「練習試合での勝利を君の実績に勘かん定じようするほど、楽な任務を与あたえたつもりはない」

　否定されるのはわかっていたが、藁わらにもすがる思いで尋たずねてしまった。どうか『その程度』の理由であってくれと、願わずにはいられなかった。

　二に階かい堂どう静しずかは一度大きく息をつくと、脚あしを組みリクライニングチェアに寄りかかった。

「苫とま小こ牧まいがどうにも泥どろ沼ぬまでな。『キング』と一いつ騎き打うちまでは持もち込こめたが、そこからが遅ち々ちとして進まん。お互たがい根回し合戦にも疲ひ弊へいしてきたところだ」

　これは、新規に誘ゆう致ちを進めているカジノの話か。そう言えば、苫とま小こ牧まいはほぼ手中にできたと思っていたところに、ハミルトンから横よこ槍やりが入ったと忌いま々いましげに語っていたのを前に聞いた。

「そんな時に君から届いたリクエストは、運命的にさえ思えたよ。我々双そう方ほうにとってな」

「………………と、いいますと？」

　おい。ちょっと待て。話がとんでもなくきな臭くさい方向に向かってないか……？

「ちょうど良いい機会だ。そろそろ君にも実務を担になってもらおう。フィエール女学院との練習試合に必ず勝て。そうすれば、『キング』は苫とま小こ牧まいから手を引く」

「っ!?」

　……正気か、この男は。

　まさか。本物のカジノ利権を、娘むすめたち小学生の対戦に、委ねたというのか。

　練習試合のブッキングを依い頼らいしたら、『キング・クラブ』と『デュース・カンパニー』の代理戦争を仕し込こまれていた。そういうことなの……か？

　危あやうく目眩めまいで倒たおれそうになった。

　完全に頼たのむ相手を間ま違ちがえた。安直な自らを呪のろいたい。

　そうだった。平気でこういうことをする男だ。二に階かい堂どう静しずかは。それくらい頭のネジが何本かブッ飛んでいないと、日本有数の大だい企き業ぎようを鶴つるの一声で動かせないのかもしれないが。受けて立ったらしいハミルトンの方も相当なアレであることは疑う余地もないし、博ばく打ち屋やのトップは得てして重度のギャンブラーであるという仮説はある種の納なつ得とく感かんさえある。

　とめどなく溢あふれる思考の濁だく流りゆうに自ら飛とび込こみ、俺おれは脳のキャパシティを埋うめ尽つくそうと試みる。そうでもしないと、考えてしまう。結果が得られなかった時の代だい償しようのことを。

　負けたら苫とま小こ牧まいのカジノ利権が『キング』に渡わたるのは確かく認にんするまでもない。とてつもない損失だ。その責任を、俺おれはいったいどんな形で取らされる？

「理解したか？　返事は？」

「あ、あの。この前のレポートの通り、新入部員はまったくの初心者で……」

「理解したかと尋たずねている。質問の答え以外は口にするな」

「…………言葉として理解はしました。が、厳しい戦いになることが予想されます」

「君の教育者としての資質が低いからか？」

「………………」

　さすがに『はい』とは言えなかった。ポーカーに携たずさわる者としてのプライドもあるし、それに。俺おれにはまだこの男にすがりついてでも叶かなえなくてはならない使命がある。

「まあ、君の資質に関しては結果が全てを示すだろう。教育者として優ゆう秀しゆうでないならば、盤ばん面めんを入いれ替かえるだけだ」

「……盤ばん面めん？」

「君自身が思っているよりも、私は君のことを買っているのだよ。論理的思考力、有事の胆たん力りよく、徒と手しゆ空くう拳けんでのブラフ。どれも他の業務に流用可能な能力だ。教師として使えないなら、教師以外として使う。それだけの話にすぎない」

「………………」

　つまり、負けた時の代だい償しようは指導者としての任を解かれるということか……？　となると、ひとつの懸け念ねんが急きゆう浮ふ上じようしてくる。単なる個人的な意地としてもこんな道半ばで追いやられるなんて考えたくもないが。

「ただ、もし盤ばん面めんを変えるとすると一つ不都合が生じる。朱しゆ梨りのことだ」

「………………」

　二に階かい堂どう静しずかからその名が出て、俺おれの肩かたがこわばる。娘むすめについて、まさか愛を語るようなタイプの人間ではない。

「表立って反はん抗こうしてくることはないが、私の駒こまとして生きるのに相当な抵てい抗こう感かんを抱いだいているようだ。それくらいは会わずともわかる。確率思考を身につけさせるためにポーカーを教えたが、裏目に出たな」

　さすが、鋭するどい。二に階かい堂どう静しずかの言う通り、恐おそらく朱しゆ梨りは、ポーカーという競技に本気で魅みせられた。将来はプロを志したいというのが本音だと、俺おれは読んでいる。

　だがそれは、二に階かい堂どう静しずかのプランには入っていない。未来の刺し客かくとなる人物のリストに、朱しゆ梨りの名前はないのだ。愛まな娘むすめには、もっと重要なポストをあてがうつもりだ。だから、朱しゆ梨りがその夢を口にしようものなら全力で阻そ止しされる。

　朱しゆ梨りもまたそれがわかっているから、素す直なおな令れい嬢じようで居続けている。少なくとも今のところは。

「その点、君を監かん督とく者しやとして娘むすめのそばに置いておけるのは都合がよかった。だがもし、君を別の配置にするとなると、脇わきが甘あまくなる」

「では、負けた場合……？」

「寮りよう母ぼでもやってもらうことにしよう」

「寮りよう母ぼ……ですか？」

「いや、男に『母』と言うのはおかしいか。要するに陽よう明めいの学がく生せい寮りようの管理人として君の籍せきを残そう。育成は他の者に任せ、君は朱しゆ梨りの監かん視しを続けつつ自らの成長に専念したまえ」

「………………………………」

　声に詰つまる。正直に心境を吐と露ろすれば、今頭の中で渦うず巻まいていることはたった一つだった。

「話は以上だ」

「…………あ、あの。質問が」

「次の予定が迫せまっているが、認めよう。一問だけな」

　高級腕うで時計どけいをチラリと見て鼻を鳴らす二に階かい堂どう静しずか。自分の話は長いくせに、他人に対しては厳格な理り不ふ尽じんさを指し摘てきしたいが、そんなことをしたら本題を聞いてもらえなくなるのは確実だ。

「その場合……寮りようの管理人に格下げとなった場合、私の報ほう酬しゆうはどうなりますか？」

　心配しているのは、金のこと。ただそれだけだった。

　俺おれがこの男についていくと決めた理由は、かいつまんでしまえば金かね払ばらいがよかった。ただそれだけだ。

　その前提が崩くずれたならば、俺おれは不条理な飼い犬と化すことになる。

「相応なものになる。言われなければわからないか？　後こう継けいの育成が君の主たる業務だった。それが失われたら、ある程度の見立てはつくだろう？」

　ああ、わかっていたさ。半減どころじゃ済まない。真面目に就職した方がマシだったレベルまで減給されることは、想像に難かたくなかった。

　だからこそ、狼ろう狽ばいを隠かくせなかった。それはダメだ。必要なのだ、金が。俺おれは今、金のためだけに生きている。どれだけ後ろ指を指されようと、その事実を否定する気すら起こらない。

　二に階かい堂どう静しずかもそれは重々承知しているはずだ。だからこそ、大おお幅はば減給という脅おどしこそが俺おれにとって最大の枷かせとなることを理解し尽つくして喉のど元もとに突つきつけている。

　悪あく魔まめ。冷れい徹てつと知ち恵えだけで組み立てられた、数理の悪あく魔まめ。

「日程は伝えた通りだ。健けん闘とうを祈いのる。勝って苫とま小こ牧まいの利権を手に入れてくれ。言わずもがな、それが最良の結果だ」

「………………はい、必ず」

　そうだ。勝つ。勝つしかない。勝てば丸く収まる。勝てば、何も失わずに済む。

　対戦まで、約ひと月。あまりにも心こころ許もとないが、巴ともえにはそれまでに強きよう豪ごう校こうと渡わたり合あえるだけの実力を身につけてもらう。

　できるかどうかなんて自問する余地もない。やるしかない。
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♠市丸総合病院・廊下






　物心がついて、最初に得た感情は『怒いかり』だったように思う。特にこの場に連れてこられる度たび、俺おれの心の中は怒いかり一色で染まり、時には癇かん癪しやくを、時には大おお粒つぶの涙なみだを流していた。

　場に対する怒いかり。それがこの世に生を受けたと自覚してからの原初体験だった。違ちがったとしても、それより前のことは忘れた。

　さすがにもうこの場を憎にくんではいない。医者も、看護師も、ましてや建物も、敵か味方かに分けるなら味方なのだと理解できる年ねん齢れいになった後は、ただやるせなさだけを感じて白で染まった廊ろう下かを歩いた。

　今ではもう、何も感じない。点てん滴てきに繫つながれたまま歩く老人にも、夜勤明けなのか目元に隈くまを作った看護師にも、申し訳程度にいくつか置かれた観葉植物にも、俺おれはなんの興味も示すことができない。

　慣れてしまったのだろう。当然だ。相応ふさわしいだけの月日が流れた。

　だが、それでもふと、時々この場を離はなれた後になってようやく行き場のない恐きよう怖ふに苛さいなまれる。

　はたして本当に、慣れただけなのか。

　ついに、諦あきらめが。俺おれの中で芽生えつつあるのではないか。

　すぐに否定してかき消そうとしても、粘ねばついた恐きよう怖ふが足元に、指先に絡からみついて俺おれを震ふるえさせる。

　結局、慣れてなんかいないのだろう。本当の意味で見ないこと、目を背そむけることを覚えてしまっただけなのだ。

　そうやって先送りにして、なんとか今日まで生きてきた。

　ドアの前に立ち、深呼吸。両手で顔面をこねくり回して無理矢理ほぐしてから、ノックを二回。いつものルーチンを崩くずさず、俺おれは角部屋の個室に足を踏ふみ入いれた。

「やあ、雪ゆき」

「お兄ちゃん。いらっしゃい」

　妹は、森もり本もと雪ゆきは半身を起こしベッドに腰こし掛かけていた。手元には分厚い英文学の古典。眼めが醒さめている時に見み舞まえてほっとする。気き遣づかいではない。自分本位な理由でだ。

　六つ年下の妹はその名を表したような白い肌はだの持ち主で、瞳ひとみを閉じて横たわっている時の静せい寂じやくは……あまりにも俺おれの心臓に悪い。何度見ても嫌いやな意味でドキリとする。

「これ、飾かざって良いい？」

「いつもありがとう。お願いしていいかな。…………お給料良いいって本当なんだね。高かったでしょ？」

　持参した花束を指さすと、雪ゆきはほっとしたように笑った。

　たとえどんな心ない誹そしりを受けようとも、俺おれは雪ゆきのことを世界一の美人だと思っている。少し瘦やせすぎだけど、『整った顔』の最さい高こう到とう達たつ点てんは、いつでも自分の妹だ。

　兄妹きようだいでこうも芸術点に違ちがいが出るものかと、未いまだに苦く笑しようしたくなる。

「たいしたことないって。雪ゆきが好きそうなのを見み繕つくろってもらったから、そう見えるだけじゃないか？」

「ふふっ、そうかもね。本当に、私の好きなお花ばかり」

　前に持参した花を花か瓶びんから抜ぬき、新しいのと取とり替かえながら俺おれは軽口を叩たたく。事実、雪ゆきには言いにくいが裏ルートで手に入れた花だから市場価格の数分の一しか金を払はらっていない。教え子の一人に生花の仲なか卸おろし業者の娘むすめさんがいて、その子に頼たのんで直売してもらっているのだ。だから支し払はらっている花代という意味では、バイトとポーカーで稼かせいだ金でやりくりしていた大学時代よりもずっと少ない。

　ああ、セコかろう。別にセコいと思われることに抵てい抗こうはない。

　金がいるのだ。なるべくたくさん、なるべく早く。

「……ねえ、お兄ちゃん。何かあった？」

「へ？」

　花を飾かざり終おわって雪ゆきの隣となりに腰こし掛かけると、いきなり神しん妙みような顔で問われた。

「なにもないよ。なんで？」

「いつもと違ちがう気がする。なんだかそわそわしてるっていうか……」

　鍛きたえたポーカーフェイスも、雪ゆきの前じゃ形なしだ。近ちか頃ごろは恒こう常じよう的てきに焦あせりを感じながら生きているから、うっかり見み抜ぬかれてしまったらしい。

　雪ゆきもポーカーを覚えれば強いかもしれないな。もしかしたら俺おれ以上に。たぶん、勝負事になんて一いつ切さい興味を持たないだろうけど。

「ねえ、お兄ちゃん。お願いだから頑がん張ばりすぎないでね。辛つらいことがあったら、無理しないで。いつも言っているけど、私はこうやって本さえ読めれば幸せなの。そして、この世には読み切れないほどの本がある。だから私は、いつでも幸せ。いつでもね」

　何度繰くり返かえしたかもわからないやりとりだ。雪ゆきが本気で俺おれを心配してることを除けば、だが。

「気のせいだって。大だい丈じよう夫ぶ。楽しくやってるよ」

　なぜ妹は、他人の心配なんてできるのだろう。俺おれだったら、できただろうか。血を分け合った俺おれが、半々の確率でたまたま逆の立場だったとしたら。

　二分の一。俺おれが一番忌いみ嫌きらう数字だ。だからたとえ、コンマひとつでも俺おれは常にそれ以上を目指す。どれだけみっともなく足あ搔がこうとも、コインが裏か表かだけで決まる人生なんて認めたくはなかった。俺おれが表で、雪ゆきが裏。全知全能の神が存在するとしても、そんなトスアップは断固阻そ止ししてやる。

　今ならばまだ間に合う。今ならば、まだ。

　絶えずほつれ続けているロープの上で続く綱つな渡わたりだとしても、なんとか今日この日まで歩き続けてこられた。だから、歩みを止めない。

　結末は一年後かもしれないし、明日かもしれない。

　わからないなら、考えるだけ時間の無む駄だだ。

「本当に？　それなら、いいんだけど」

「めちゃくちゃ良いい学校に就職できたしな。メシもうまいし」

「ふふっ。そうなんだ。よかった。小学校の先生って、お兄ちゃんに絶対合ってると思うから」

「雪ゆきにそう言ってもらえると心強いな」

　今度こそポーカーフェイスで乗り切る。間ま違ちがっても、背水の陣じんであることを気取られてはならない。

「うん、お兄ちゃん面めん倒どう見みがいいし、優やさしくていいひとだから子どもに好かれるよ。私、お兄ちゃんと兄妹きようだいでよかったなって、小さい頃ころからずっと思ってたし」

　俺おれは曖あい昧まいに頷うなずいた。

　申し訳ないけど、俺おれは雪ゆきが思ってくれてるほど『いいひと』で居続けるつもりはないんだ。目的を完かん遂すいするためなら、別に配役なんて悪で構わないと、昔から企たくらんでいた。

　なのに、動どう揺ようを読み取られてしまったのは反省すべきことだ。

　きっとまだ、覚かく悟ごが甘あまい。

　ちゃんと肚はらを決めろ、森もり本もと和かず羅ら。もはや賽さいは投げられた。

　求める結果だけに、身を殉じゆんじるのだ。





◆二階堂家・別荘






　雇こ用よう主ぬしがシビアなビジネスを求めてくるのだから、こちらとしても結果に繫つなげるための施し策さくはためらいなく提案するしかない。

　というわけでまだ初心者同然の巴ともえにポーカーの基き礎そを叩たたき込こむため、週末の合宿を学園と二に階かい堂どう静しずか両方に企き画かく提案したところ、拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさりアゴアシつきで受理された。

　ちゃんと目的に沿った内容と判断してもらえれば、金とコネに糸目はつけないということか。そういう面に関しては非常に楽で助かる。

「朱しゆ梨りのおうちの別べつ荘そうって南なん房ぼうにあるんだね」

「軽かる井い沢ざわまで出るのも時間が勿もつ体たいないので、こちらにしてもらいました。遊びに行くわけじゃありませんし」

「えー合宿と言えば本来の目的を忘れて遊びほうけるのが醍だい醐ご味みじゃないっスか。あたしクルーザー乗りたいっス」

　ワゴン車（ドイツ製高級車の中でいちばん有名なエンブレムがでかでかと輝かがやいているやつだ）の後部座席から穏おだやかな会話が聞こえてくる。ボーッとしていると聞き流してしまいそうになるが、よく吟ぎん味みすればいちいちツッコミどころが多い。

　まず巴ともえ、別べつ荘そうがあるのがそもそも前提という尋たずね方かた。ときどき忘れそうになるが、陽よう明めいに通っている以上巴ともえの家も裕ゆう福ふくであることは間ま違ちがいない。きっと別べつ荘そうという存在に特別感などいっさい感じていないのだろう。

　そして朱しゆ梨り。別べつ荘そうが複数あることを飄ひよう々ひようとカミングアウト。そりゃ二に階かい堂どう家なら不思議な話ではないが、さっきの発言が自じ慢まんげに聞こえないか心配している様子すら皆かい無むだったのが逆にすごい。別べつ荘そうなんて複数あって普ふ通つう、という世界に生きている証しよう拠こだ。

　留る子こは留る子こでクルーザーの有う無むを確かく認にんすらしない。そりゃ海辺の二に階かい堂どう家にはあるんだろうが。とびきりデカいのが。

　などと心の中で住んでる世界の違ちがいについて呆あきれてしまっていたせいで最も俺おれが指し摘てきすべき要素をスルーしそうになった。危ない。

「留る子こ、遊びに行くんじゃない。今回は四六時中ポーカー漬づけを覚かく悟ごしてもらう」

「えー。たかだか練習試合で大げさっス……」

　うんざりして舌を出す留る子こ。確かに部員にとって、控ひかえているのはただの練習試合だろう。しかし俺おれの方としてはもはや絶対に負けられない戦いに仕立て上げられてしまったのだ。ここは熱血教師を演じてでも成果を挙げうる合宿をプロデュースしなくては。

「俺おれはポーカー強きよう豪ごう校こうを作るためにこの部へ来た。職務はきっちり果たさせてもらう」

　あえて冷たく言い放つ。

　迷いに迷った末、俺おれは部員全員に『代理戦争』の存在について知らせていない。シビアなゲームに慣れていない巴ともえはプレッシャーで我を失っテイルトしてしまう可能性が高いし、留る子こにも絶対にケアしなければならない『弱点』がある。そのことを思うととても余計なモノを背負わせる気にはなれなかった。

　そして朱しゆ梨り。父親に政治利用されてると知ったらかなりの反はん抗こう心しんを抱いだくだろう。性格上わざと負けることはないはずだが、いくら朱しゆ梨りでも平常心を保って勝負に挑いどめるかどうか。

　各おの々おのの状じよう況きようを鑑かんがみて、余計な情報は吞のみ込こんでおくのが妥だ当とうだと判断した。

「お。ここっスね」

　車が停止すると、巨きよ大だいな鉄てつ扉ぴが自動でゆっくり開いていく。

　そのまま僅わずかに前進。まず、俺おれたちを迎むかえてくれたのは巨きよ大だいな噴ふん水すいを中心に据すえ、カスケード調の段差が設けられた庭一面のプールだった。

　面積は陽よう明めいの体育館半面くらい。……スケール感がおかしい。

「こりゃあなかなかいいモノをお持ちで。ほらほら巴ともえ、泳ぎたくなってきたんじゃないっスか」

「…………………………」

　煽あおる留る子こに応えず、無言で外を見つめ続ける巴ともえ。

　こういう表情をうずうずしていると表現するのだろうな、と典型例を教えてもらった気分だった。

「まだ五月だぞ。泳ぐには早いだろう」

　しかりあげても逆効果になりかねない。俺おれは論理的に宥なだめることにした。

「温水出ますから大だい丈じよう夫ぶですよ」

　作戦は朱しゆ梨りの一言により瓦が解かい。なぜ子どもたちの味方を……。朱しゆ梨り、結局お前も無む邪じや気きな小学生なのか。泳ぎたいのか。

「いくらポーカー漬づけと言っても、運動不足は記き憶おく力りよくやクリエイティビティに悪い影えい響きようを与あたえるとエビデンスが出ています。タイムテーブルに運動を含ふくめないのは理にかなっていません」

　恨うらみ節ぶしを視線に込こめると見み透すかしたような反論が。ぐうの音も出なかった。

「まあ、私はランニングでも良いいんですけど」

「断然スイミングっス！　……っスよね巴ともえ？」

「う、うん。せっかく水着も持ってきたし……えへへ」

　持ってきたんかい。

　教師歴半年をようやく超こえた俺おれだが、小学生をアンダーコントロールに置けるようになるのは、当然ながらまだずっと先の話のようだ。





♣別荘・リビングルーム






「巴ともえ、そこはもうオールインです」

「えっ？　手が弱すぎない？」

「あー、そのペア[image: ]はオールインっスね。経験浅いウチは尚なお更さらっス」

　感想戦で巴ともえのプレーを両りよう脇わきから窘たしなめる朱しゆ梨りと留る子こ。二人とも口調は柔やわらかで責めるようなニュアンスではなかったが、ここは俺おれからもちゃんと説明を付け足しておいた方が良いいかもしれない。

「巴ともえ、トーナメントルールのブラインドレベルについては理解したよな？」

「は、はい。時間ごとに、ブラインドの額が増えていくんですよね」

　ブラインド──即すなわち、テーブルに座すわっている人間のうち二人が必ず払はらわなければならない場代。その場代が、トーナメントルールでは時間を追うごとに増えていく。たとえばＳＢスモールブラインドが50ドル、ＢＢビツグブラインドが１００ドル場代を支し払はらうルールだったのが、一時間後にはその倍、ＳＢスモールブラインドが１００ドル、ＢＢビツグブラインドが２００ドル払はらわなければならない、といった具合にだ。

　これは勝負を避さけてばかりでモンスターハンドでしか参加しないプレーヤーが出現するのを防ぐ目的がある。無む駄だに時間を浪ろう費ひされても興ざめだし、駆かけ引ひきではなくたまたま配られるカードの良さに結果を委ねられると千日手みたいな状じよう況きようになってしまう。つまり、過度に結末を先送りにされる問題を解消するのに意味を持つのだ。

　で、今の勝負は既すでに巴ともえが劣れつ勢せい。ＢＢビツグブラインドが２００ドルだったのに対し、持ちチップが２０００ドルしかない状じよう況きようだった。

「何回ＢＢビツグブラインドでのプレーに耐たえられるか……というのを、そのまんま○○ＢＢって言うんだけど、今の巴ともえは10ＢＢ以下だ。十回、ＢＢビツグブラインドのポジションを乗り切れない……言葉を選ばなければ財政難シヨートスタツクの状じよう況きよう。そこはわかってたよね？」

「は、はい。なんとかしなきゃ……って焦あせってはいたんですけど、[image: ]のポケットペアじゃさすがに弱すぎるかなって思って、とりあえずコールを」

　自分の手の内にポケットペアがあるのに『弱さ』を感じられるようになったのは確かな成長だ。むしろ巴ともえくらいのポーカー歴なら、状じよう況きようを読みもせずペアなら大勝負、という思考に陥おちいってしまうタイプの方が多い。だからその感覚自体は褒ほめてあげたい。

「うん、だいぶ押おし引ひきのバランス感はよくなってると思うよ。でも10ＢＢ以下のショートスタック……チップ不足になったらもう[image: ]のポケットペアでも勝負だ。一か八かになろうとも、これ以上待っていたら他のプレーヤーにとって脅きよう威いではなくなってしまう。簡単に飛ばせる相手には、ローリスクでプレッシャーをかけられるからね」

「ブラフのクズ手で攻せめやすくなるッス」

「コールされたところで負けても痛手は少ないですし、運がよければブラフの手で勝ててしまうこともありますからね」

　留る子こと朱しゆ梨りも説明に加わってくれる。つまるところ、文無し寸前になったらどのみちごり押おしで圧殺されてしまうので、既すでにそれなりの手でも特とつ攻こうするしかない状じよう況きように、巴ともえは陥おちいっていたのだ。

「なるほど……。でも、なんだか悔くやしいですね。こんなに早く運に全てを任せなきゃいけないなんて」

「気持ちはすごくわかる。せっかくいろいろテクニックを覚えてきたところだしな。だから、より戦略的に勝負したいならひとつの鉄則を守らなきゃいけない」

「鉄則ですか。それは？」

「ショートスタックにならないことっスよ。チップが充じゆう分ぶんにあれば自由に戦えるっス」

「うう、二人相手に無茶言わないでよぉ」

「まあまあ。覚えたてなのだから仕方のないことです。むしろその悔くやしさをバネにしてくれることを願って、私も留る子こも手て加か減げん抜ぬきで勝負しているのですから」

　朗ほがらかに語り合う三人。練習試合まで十日を切って、巴ともえも基き礎そ戦せん略りやくの大部分を身につけてくれた。充じゆう分ぶんに称たたえてあげられるだけの急成長と言えるだろう。

「……あ、そういえばなんですが。私はさっき２０００ドルしか持ってませんでしたけど、もし先に、例えば留る子こが５０００ドル賭かけたりしていたら、もう私はオールインできないんですか？」

「しまった。そういえば説明してなかったな。結論を先に言うと、できる。オールインの時だけは、自分の持ちチップが相手の賭かけ額がくに満たなくても勝負を挑いどめるんだ」

「挑いどめるんですね。それで勝ったら、私は７０００ドル手に入るんですか？」

「そこまでは甘あまくない。あくまで手に入れる権利があるのは自分が賭かけたチップと同額。賭かけたのが２０００ドルなら、オールイン勝負で勝って手に入るのは４０００ドルだ」

「そんで、あたしは負けても３０００ドル戻もどってくるっス」

「う、うーん。わかったようなわからないような……」

　この辺のオールインの扱あつかいに関しては頭で考えるより実戦を繰くり返かえした方が理解が早いだろうな。ルールが単純なＮＬノーリミツトＨＥホールデムにおいて、ともすれば最も複雑な箇か所しよだ。逆に言うとこれ以外には特に戸と惑まどうポイントもない。

「とにかく、自分のチップが少ない状態でも、オールインの時だけは相手がいくら賭かけていようと参戦できる。まずはそれだけ覚えておいてくれ」

「わ、わかりました！」

　元気の良いい返事。巴ともえのモチベーションの高さには本当に助けられている。説明しがいがあるから、俺おれの方も焦しよう燥そう感かんより指導欲の方を前に出して練習に参加できるのだった。

　とはいえ、フィエール女学院にこの三人で勝てるかを考え出せば、俺おれはとたんに頭痛を堪こらえきれなくなるのだが。

　誰だれも悪くない。前提条件が悪い。

　二に階かい堂どう静しずかにしてみれば、これくらいの無理難題を超こえてみせる才能がなければ、俺おれに興味はないということなのだろうが。

　少なくとも、ポーカートレーナーという立ち位置においては。

「一休みしましょう」

「わかりました。……うーん、なかなか勝てないなあ」

「や、そろそろあたしより強いんじゃないんスか？　楽しみっスね、巴ともえのデビュー戦」

　留る子こが冗じよう談だんめかすと、巴ともえは頰ほおを膨ふくらませる。本人も実際に強いのがどちらなのかは把は握あくしているから、からかわれたとすぐにわかったのだろう。

　微笑ほほえましい光景。そう受け止めて俺おれも微笑ほほえみで応じたかった。とてもじゃないがそんな余よ裕ゆうはなかったが。

　どうすべきだ。いかに巴ともえの経験不足をケアして、朱しゆ梨りと留る子こにチップを積み上げてもらうか。難しい判断が、すぐそこまで迫せまっていた。





♥別荘・プール






「ほーれほれ。発育測定の時間っスよ～」

「や～め～て～よ～！」

　朱しゆ梨りの一存でプールに移動した部員たち。俺おれのアイデンティティについてはあえて考えないことにする。確かに記き憶おくを定着させ、集中力を回復させるのに運動が有効であることは俺おれだって知っている。まがりなりにも教師である。

「つかまえたっス。そんな摑つかみやすい水着着てるからっス」

「だってこれしかないんだもん！」

　健全な教師として目のやり場に困る光景だ。二に階かい堂どう家の使用人の方たちが大勢で監かん視ししてくれているので俺おれは安心して留る子こと巴ともえから目を逸そらす。ちなみに巴ともえの水着は学校指定の紺こん色いろワンピースで、留る子こは花はな柄がらでパレオつきの南国仕様だ。どちらが摑つかみやすいか。真面目に考えると諸説生まれそうである。断じて真面目に考えないが。

「あっ!?　ちょ、ちょっとタンマっス」

　あ。留る子この水着の上の方がとれた。もちろん紳しん士しの極きわみたる俺おれは咄とつ嗟さに目を逸そらしたので以後入ってくる情報は音声のみとなる。

「ふっふっふ。仕返しタイム～！」

「水着返すっス！　待つっスよ！」

「待たないよ～。えへへ、鬼おにさんこち……はうっ！」

「巴ともえ、遅おそすぎっス。水上のハイローラー留る子こちゃんを甘あまくみたっスね。さあ、仕返しさせてもらうっスよ！」

「み、水着おろさないで～！　返す、上の方返すからやめてよ～！」

　……。そろそろ、見守っていらっしゃる二に階かい堂どう家おつきの女性がたは仲ちゆう裁さいに入って下さらないものだろうか。もしかすると、朱しゆ梨りの問題以外はよほど人命に関わらない限り無反応を決きめ込こむつもりかもしれないが。

「どうしたものか」

　俺おれはパラソルの裏側を見上げながら呟つぶやいた。留る子こと巴ともえの水着問題についてではない。練習試合の乗り切り方について悩なやみ続つづけていた。小学生は踊おどれど進展なし。クリエイティビティを高めるためビールの一本でも注文してしまいたい気分だ。もちろん冗じよう談だん、冗じよう談だんだが。

「──────っ。────────っ」

　朱しゆ梨りはいちゃつく二人に我関せずで、ひたすら本気のクロールを続けている。こんな時でも真面目一いつ辺ぺん倒とう。朱しゆ梨りの方は逆に小学生なのだからもう少しゆとりを持った生き方をしてもいいのではと思う。
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　環かん境きようがそれを許さないのだろうが。そしてこの俺おれが指し摘てきできる問題ではない。まさしくどの口が言うのだ案件になってしまう。

「ふーっ」

　悠ゆう々ゆう一キロほどを泳ぎ切って、ようやく朱しゆ梨りがプールサイドに上がってきた。純白のセパレート水着が、黒くろ髪かみと長身にマッチして、美しく水を滴したたらせている。

「……………………」

　あ、やば。目が合ってしまった。

「……………………」

　睨にらまれた直後、プイと顔を逸そらされる。……マズいなあ。絶対変な目で見ていたと勘かん違ちがいされた。

　胃痛の種がまたひとつ増えてしまった。

　ますますヤケクソでビールを頼たのみたくなる。頼たのまない、頼たのまないが。





♥別荘・廊下






「ダメだ、眠ねむれん……」

　宛あてがってもらった客室から出て、お手洗いを目指す。たしか屋や敷しき内ないに五つくらいあるという説明だったが、俺おれの部屋からはどれもそれなりに遠い。

　……いや、その事実に悪意を感じたりするほどパラノイアではない。偶ぐう然ぜん、偶ぐう然ぜんだろう。

　そんなことはどうでもよく、そろそろ睡すい眠みん薬やくでも処方してもらわないと日常生活に支障が出そうだ。抜ぬけない疲つかれを携たずさえたまま、俺おれはお手洗いまでフラフラと歩く。

「ここだったな、確か」

　無事、誰だれにも見つかることなく到とう着ちやく。見つかって困るわけではないが、いろいろ気を使われるのが今は逆に億おつ劫くうだった。

　さっさと用を済ませてしまおう。勢いよく扉とびらを引き開ける俺おれ。

「ふにゃ？」

　巴ともえがいた。足首の辺りまでパジャマを下ろし、便座に腰こし掛かけている巴ともえが。

「っ!?」

　慌あわてて、しかしなるべく音をたてないようにゆっくり扉とびらを閉めようとする俺おれ。

「巴ともえ、お手洗いは見つかりましたか？」

「っ!?!?!?」

　その時背後から忍しのび寄よる足音と、朱しゆ梨りの声。まずいまずすぎる！　こっちに向かってきている！　おそらくすぐ傍そばの曲がり角まで朱しゆ梨りが迫せまっている。

　どうする。どうする。

　まさに進退窮まれりプツシユオアフオールドな状じよう況きよう。しかし諦あきらめたらかなりの確率でお縄なわ頂ちよう戴だいだ。もはや巴ともえが入っているお手洗いの前から退たい避ひするどころか、扉とびらを閉め直す猶ゆう予よすらない。

　ならば、あえて……押おす！

　俺おれは閉めかけていた扉とびらをあえて開き、お手洗いの中に飛とび込こんだ。すかさず俯うつぶせでヘッドスライディング。

　よし、ビンゴだ。これほどの豪ごう邸ていのお手洗いなのだから当然相応以上の広さがある。巴ともえの足元に潜ひそんでも身体からだに触ふれてしまう心配はないと踏ふんだが、思った通りだった。

「……ふにゅー」

　そしてもう一点俺おれに有利な状じよう況きよう。さっきチラリと見た感じ、巴ともえは明らかに寝ね惚ぼけていた。もしかしたら俺おれの闖ちん入にゆうに気づかないのではという希望的観測もまた、無事叶かなったようだ。

　想定外なこともあった。頭から突つっ込こんだその場所に、巴ともえが足首まで下ろした下着とパジャマが。つまり俺おれの顔面は今、包まれている。小学生の下半身から産地直送の、白き布にすっぽりと。

　それでもまだ、叫さけび声ごえはない。選べたのだ、唯ゆい一いつの生存ルートを。

『巴ともえ、いますか？』

　未いまだ命運は風ふう前ぜんの灯ともしび火ではあるけれど。

「…………いるよ～」

　朱しゆ梨りの呼びかけに、かなりのタイムラグで答える巴ともえ。声こわ色いろからして、俺おれに気づいた気配はない。頼たのむ、なんとか、なんとかこのまま……。いや断じて下着の中で『このまま』を願っているわけではないが！

　とにかく朱しゆ梨りが去るまで、巴ともえに発見されないことを心の底から願う。

　それにしても、迂う闊かつだった。確かく認にんもせずに扉とびらを開いてしまった俺おれの重大な過失がこの状じよう況きようを招いた。

　しかし、巴ともえよ。頼たのむから鍵かぎかけといてくれ……。

『よかったです。部屋まで一人で帰れますか？』

「かえれるよ～…………ふにゅ」

　待ち続ける。俺おれの人生の結末を確かめるために。

『わかりました。では先に戻もどってますね』

　朱しゆ梨りの足音が遠ざかっていく。俺おれはギリギリまで待って、ようやく巴ともえの下着から顔を離はなすと匍ほ匐ふくで全速前進。扉とびらを開いて退たい避ひ。しばし耳をそばだて、巴ともえの反応を待つ。

『………………ふにゅー』

　牧歌的な吐と息いき。よかった、どうやら今度こそ賭かけに勝ったようだ。

　負けていたら大変なことになっていた。危険を冒おかした見返りは相当に大きいものとなった。

「……なんの合宿だったのやら」

　部屋に戻もどりながら、盛せい大だいなため息。結局、こんな短い期間で巴ともえの大おお幅はばなレベルアップなど望めるべくもなく。半分は自己満足で組んだ特訓だったという評価を下さざるをえない。

「自己満足、か」

　その単語と、なぜか先ほどの白いぬくもりが脳内でリンクした。慌あわてて何度も頭を左右に振ふる。いかん。追おい詰つめられすぎて激しく狼狽テイルトしてしまっているようだ。

　落ち着け、俺おれ。まったく成果がなかったわけではないし、まだ時間はある。練習試合当日まで、可能な限りの指導を続けるのだ。

　決意を固め、部屋に戻もどる。

　結局、この夜は一いつ睡すいもできなかった。





♥陽明学園・並木道






「巴ともえ。ごきげんよう」

　合宿から戻もどった後も毎日部活に精を出し、巴ともえの実力底上げに全精力を注いできた。今日も遅おそくまで活動した後、帰かえり支じ度たくをして正門に向かっていると、十字路でその当人と出会った。歩いていく方向からして、おそらく寮りようへ向かうところだったのだろう。

「和かず羅ら先生。ごきげんようですっ。今日もありがとうございました」

「こちらこそありがとう。詰つめ込こみ学習なのについてきてもらえて助かってるよ」

「やる気だけは負けていられませんので！　……でも」

　ぎゅっと両手を握にぎりしめ気合いを表に出したかと思えば、不意に巴ともえはその手を口元にもっていき、躊躇ためらうような仕草を見せた。

「どうかした？」

「他の二人に少し申し訳ないかなって……。部活中ほとんどの時間、私が先生を独どく占せんしてしまっていて、二人はずっとコンピュータ対戦で」

「あー。それは全然気にしなくて良いいと思うぞ。二人だって、巴ともえに早く上達してもらいたいって願ってるだろうし」

　謙けん虚きよで良いい子だな、と素す直なおに思った。巴ともえの加入で、陽よう明めいポーカークラブに新風が吹ふいたことだけは疑いようがない。なんせ長らく、曲くせ者もの中ちゆうの曲くせ者ものみたいなのしかいなかったわけで。

「だといいんですが……。先生にも、申し訳ないです。私みたいになんの取とり柄えもないと、教え甲斐がいがないんじゃないかと」

「それは完全に思おもい違ちがいだな。自分でも言ってただろ。巴ともえには熱意がある。そして素す直なおだ。教える側としてはいちばん有あり難がたいタイプだよ。斜しやに構えてプライドが高い相手の方がよっぽど困る。……それに」

「それに？」

「もしかしたら気に障さわるかもだけど。……巴ともえってあんまりお嬢じよう様さまぽくないからさ、話してて楽で落ち着く」

　迷いつつ、俺おれは頰ほおを搔かきながら伝えた。皮肉に受け止められなければいいのだが。

「えへへ。それ、昔からよく言われます。……よかった、です。和かず羅ら先生にもそう思って頂けたのなら」

　照れ笑いを浮うかべる巴ともえ。どうやら心配は杞き憂ゆうに終わったようだ。

「それじゃ、お疲つかれ。また明日頑がん張ばろうな」

　ほっとして、俺おれは再び歩き出そうとする。

「あのっ！」

「ん？」

　巴ともえに呼び止められた。一いつ瞬しゆん、強い風がさあっと吹ふき抜ぬける。

「こんなこと、訊きくべきじゃないかもしれないんですが……」

「なんだ？　別に何訊きかれても怒おこらないぞ？」

　冗じよう談だんめかして伝えると、巴ともえはしばし黙だまり込こんだのち、意を決して俺おれをまっすぐ見上げた。

「先生と朱しゆ梨りなんですけど。……仲、悪いんですか？」

「あー」

　天を仰あおぐ。そりゃ、これだけ長い間同じ空間を共有してると違い和わ感かんは避さけられないよな。

「なんでそう思った？」

「部活の時、ほとんど会話しないですし。……それどころか朱しゆ梨りはかならず、先生から距きよ離りを取って座すわることが多い気がして」

　鋭するどい観察力だ。やはり当初の見立てはだいぶ間ま違ちがっていて、巴ともえはポーカーの適性が高い。最近ではそっちの印象の方を強く持っている。

「仲は悪くないよ。……朱しゆ梨りが俺おれのことを認めてないだけだ。たぶんな」

「認めてない？」

　どんな言葉をもってすれば、巴ともえに納なつ得とく感かんを与あたえることができるだろうか。

「ま、心配しなくても大だい丈じよう夫ぶってこと。これ以上ギクシャクすることはない。たぶんずっとこのままだ」

　そしてたぶんずっと、これ以上距きよ離りが近付く瞬しゆん間かんも訪おとずれない。一生の平行線を、俺おれと朱しゆ梨りは歩むことになるだろう。

「それなら、いいんですが……？」

　どこか自分の言葉に自信がなさそうな巴ともえ。それ以上の説明を打ち切って、俺おれは手を上げ今度こその別れを告げた。

「ごきげんよう、また明日」

「……ごきげんよう、です。和かず羅ら先生」

　また一つ、狡ずるさを身につけてしまった気がして、歩きながらため息が漏もれる。

　もはやいちいち自じ己こ嫌けん悪おなんて感じないかと思っていたが、巴ともえの前では難しい。

「良いい子なんだよな」

　俺おれは、何度目とも知れぬ思いを振ふり返かえらないまま呟つぶやいた。





♠リムジン車内






　いよいよ訪おとずれた練習試合当日。俺おれたちは二に階かい堂どう家にリムジンを差し向けてもらって、試合会場となるフィエール女学院に向かう。合宿の時と車が違ちがうことにはもはやいちいちツッコまないでおく。

「巴ともえ、ルールの最終確かく認にんだ」

「はい、よろしくお願いします！」

　コの字形のシートで向かい合って伝えると、巴ともえは前のめりになりながら頷うなずいた。

「今回は『ヘッズアップ・リレー』形式の対戦になる。全国大会の決勝戦でも用いられるルールだから、しっかり覚えておいてくれ」

「それぞれ三人ずつが順番に一対一ヘツズアツプで戦うんですよね」

「そう。そしてチップは共用だから、先せん鋒ぽうがオールインして飛んだらそれで試合終しゆう了りようだ。持ち時間は一人三十分。先せん鋒ぽうがまず三十分戦い、次に中ちゆう堅けんが三十分。大将も三十分戦って決着をつける。大将が三十分戦ってどっちもチップが残っていたら、より多くチップを所持している方が勝ち」

「オールイン対決になって時間前に勝負がつくことの方が多いですけどね」

　朱しゆ梨りの補足に頷うなずく。このルールで時間ギリギリまで両者にチップが残るのは、よほどの接戦で結果がもつれた場合のみだ。

「逆に言えばオールインのタイミングが非常に重要になってくる、ということでもある。先せん鋒ぽう中ちゆう堅けんは、ひどいショートスタックにでもならない限りめったにオールインはしない。先せん鋒ぽうは様子見しつつ細かく稼かせぎ、中ちゆう堅けんが大将戦に向けてある程度アグレッシブに攻せめ、大将が自軍の優位を確定させ、とどめを刺さす、というのが基本的な戦い方になる」

「あと細かいとこだけど、メンバーチェンジのタイミングでブラインドも上がるっス。だから自分が打ってる間は固定ブラインドみたいなもんスね」

「なるほど……じゃあ、先せん鋒ぽうがいちばんチップの動きが少ないんですね」

　つまり自分が先せん鋒ぽうを任せられるのだろうなと、半ば確信したような様子の巴ともえ。

「そういうことになるんだけど、テクニックを最も求められるのは先せん鋒ぽうだ。動きが少ないとは言え、少しずつでもチップを積み重ねて次に繫つなげてもらわないと中ちゆう堅けんは防戦一方になってしまう。手て技わざを駆く使しして小さなチャンスを確実にモノにしていく技術がないと務まらない」

「そ、そっか……」

　その面おも持もちが唐とう突とつに混乱の色で染まった。自分が一体どこを任されるのかわからなくなったのだろう。

　実際、俺おれもどう並べるか迷いに迷ったが。

「そこで今回の出場順だけど、巴ともえには大将を任せることにした」

「わ、私が大将!?」

「妥だ当とうだと思います」

　飛び上がりそうなほど驚おどろく巴ともえに対し、朱しゆ梨りの反応は冷静そのものだった。

「んじゃあたしが先せん鋒ぽうっスか。ま、他よりはマシな配置っスかね」

「ああ。留る子こと朱しゆ梨りが戦い終わった時点で大差をつけておく。で、巴ともえは全部のハンドでオールインだ。カードの強さは見なくていい」

「全部ですか!?」

「ああ。相手に巴ともえのデータがないから、まさか全部突つっ込こんできてるとは思わないだろう。少なくとも最初のうちは。そして作戦がバレる前にパワープレーで押おし切きる」

　いろんなシミュレーションをしてみたが、どうやらそれが最も高い勝率となりそうだ。巴ともえに強いカードが来るのを待たせても、おそらく現状では顔や気配に出る。なかなか勝負に乗ってもらえないままブラインドを消費してチップを削けずられる可能性が高い。

「というわけで、朱しゆ梨りは中ちゆう堅けんで出てもらうが、勝負を決めてしまうつもりで戦ってくれ」

　なんなら中ちゆう堅けんで相手を丸まる裸はだかにしてくれても一向に構わないというのが今回の本音だ。

「言われずとも、どのみち私は最大限の利益を追求するのみです」

「あたしはま～、テキトーにやっておくっス」

　作戦に関して、留る子こと朱しゆ梨りからの異論はなさそうだ。

「巴ともえ、それでいいかな？」

「……はい。わかりました」

　反面、巴ともえの表情はやや浮うかない。信用されていないのだな、と無念を感じさせてしまったようだった。

　申し訳ない限り。これが普ふ通つうの練習試合なら、もっと自由にプレーさせてあげたいところなのだが。何せ後ろに賭かかっているものが巨きよ大だいすぎる。

「初試合の緊きん張ちよう感かんは巴ともえが思っている以上だ。それだけの役割でも充じゆう分ぶんスリリングだと思うぞ。まずは場慣れしてもらうための処しよ遇ぐう、そう思ってくれ」

「そうです、よね。まだ練習試合だし、これからたくさん試合するんですもんね！」

　フォローの言葉に、巴ともえはだいぶ明るさを取とり戻もどしてくれた。

　そうだな。これからたくさん試合……する巴ともえを見守れない展開にだけはならないで欲ほしい。頼たのむから。

「お、もうすぐ着くっスね。そんじゃ少し寝ねるから着いたら起こしてくれっス」

「いやあと五分もかからんだろうが。頼たのむから起きててくれ」

　今日も怠たい惰だ全開な留る子こに呆あきれていると、リムジンが左折。フロントガラス越ごしに西洋の古城めいた門構えが遠くに見えた。

　心臓が高鳴る。自分が出場するトーナメントでも、これほどの緊きん張ちよう感かんを覚えたことなど一度もなかった。





◆フィエール女学院・並木道






　フィエール女学院は百年以上の伝統を誇ほこり、中心にある大聖堂は国の重要文化財に指定されている。私立のエスカレーター女子校という点では陽よう明めいとよく似た学校だが、歴史の長さ、そしてミッション系であるという点から、世せ間けん一いつ般ぱんでの『お嬢じよう様さま校こう』としての認にん知ち度どはこちらの方が勝まさっているかもしれない。

「朱しゆ梨り、あとは頼たのんだっス。あたし衣え奈な苦手なんで」

「私も苦手です。許しません。苦痛は半分こチヨツプで」

　こそこそと最さい後こう尾びに下がろうとした留る子このフードを摑つかみ、その場に留とどまらせる朱しゆ梨り。

　俺おれとしてはどちらの心境も理解できる。ここのポーカークラブ部長であるハミルトン＝衣え奈なは、言葉を選ばなければ『とにかくいちいちめんどくさい』存在である。なるべく接せつ触しよくを避さけたがる心境も、それを許さない心境も、さもありなんという感じだった。

「？　どうしたんですか？」

　きょとんとしている巴ともえ。知らぬが仏とはこのことか。




「よく来たわねブタども！」




　突とつ然ぜん、目指していた建物の二階の出窓がばぁんと開き、腕うで組ぐみした小こ柄がらな少女が片足を窓まど枠わくに突つき立たてた。

　もう既すでにめんどくささでうんざり顔になる自じ陣じん営えい三人。即すなわち巴ともえ以外、俺おれも含ふくめた全員だ。

　くるくる巻きのツインテールを風に舞まわせるハミルトン＝衣え奈なの背せ丈たけは小五の平均よりもかなり小さく、面おも持もちもあどけない。静止画で見たらお人形さんみたいにかわいらしい、と表現してしまいかねない。しかしこれが動画になるとひたすらにかわいくないのであった。

　誹ひ謗ぼう中傷ではない。噓うそだと思うのならどうぞ実物とご対面下さいとしか言いようがない。

「今日こそ背せ脂あぶらをそぎ落として『らーめん』とやら庶しよ民みんの涙なみだぐましい餌えさの添そえ物ものにしてくれるわ！　ちんたら歩いてないで早く辿たどりつくことね！　それとも怖おそれをなして歩くのも辛つらいのかしら？　哀あわれ！　本当に哀あわれでちんまい存在だわ！」

　ほら。かわいくない。なお我わが部員たちの名めい誉よのために言っておくがいちばんちんまいのは衣え奈なだ。それも輪をかけて。

「あたしもう帰りたいんスけど」

「気持ちはわかるがもろもろ込こみで『練習』だ。全国制せい覇はのためには避さけて通れん。フィエール女学院は」

　留る子こを窘たしなめる。これで衣え奈なはポーカーとなると実力者なのが厄やつ介かい極きわまりない。実際問題、弱気な人間よりは強気な人間に適性のある種目なのは間ま違ちがいないのだが。

「いきましょう。我々の目的は練習試合です。口げんかではありません」

　先せん陣じんを切ってくれる朱しゆ梨りが頼たのもしい。頷うなずいて、全員で衣え奈なが待ち構える棟とうの中へ足を踏ふみ入いれた。

『遠えん征せいお疲つかれ様さまです！』

　扉とびらを押おし開ひらくと、一いつ斉せいに労ねぎらいの声をかけられる。その数、十名と少し。さすがは強きよう豪ごう校こうのポーカークラブ。ウチとは比べものにならないほどの部員の多さだ。

　いや、むしろ陽よう明めいがあまりにも少なすぎるのだが。

「待ちくたびれたわ朱しゆ梨り。今日こそあんたの吠ほえ面づらを拝める。想像しただけで衣え奈なの心はトリプルアクセルよ！」

　ようわからん宣言と共に、この大人数を牛ぎゆう耳じるちんまいツインテールが吹ふき抜ぬけの中二階から階段を下りてくる。その手には競馬で使われるような鞭むちが握にぎられていた。まさか普ふ段だんから仲間に振ふり回まわしているのだろうか。やりかねないから心配になる。

「香か里り奈な、ユリ！　尊顔を拝ませてやりなさい。死にゆくザコ共にせめてもの餞はなむけよ」

　衣え奈なが鞭むちを素す早ばやく二度振ふると、無言で二人の少女が前に出る。

　一人はロングヘアをひと房ふさに編あみ込こんだ、まつ毛の長いすまし顔。もう一人は尖とがった眼鏡がよく似合う眼光鋭するどい微び笑しようを浮うかべている。

　中なか川がわ香か里り奈なさんと、灘なだ川がわユリさん。フィエールのダブルリバーの異名を持つ、衣え奈なの側近的ポジションだ。

　なお、二人とも六年生なので五年生である衣え奈なの横暴に文句一つ言わないのは非常に不自然な状じよう況きようだったりする。どんなドラマの果てにこうなったのか俺おれは知らないが、とにかく五年生の衣え奈なが全部員に対し独裁権力を発揮しているのが今のフィエールだ。

「中なか川がわ香か里り奈なです。お久しぶりね、朱しゆ梨り、留る子こ」

「灘なだ川がわユリ。見ない顔もいるね？　対戦することになったら……恨うらまないでね」

　巴ともえを睨にらみながら、眼鏡を光らせるユリさん。実力的に、この二人はフィエールを支える双そう肩けん。加えてエースたる衣え奈なという組み合わせだから、手加減なしの最強メンバーで俺おれたちに挑いどむつもりだ。もちろん予想通りではあるが。

「この度たびはお招き、まことに感謝致いたします」

　場の威い圧あつ感かんに全く動じずお辞じ儀ぎする朱しゆ梨り。こういう時の頼たのもしさはいつでも頭が下がる思いだった。

「顧こ問もんの森もり本もと和かず羅らです。本日の練習試合、よろしくお願い致いたします」

　俺おれも一礼しつつ、密ひそかに違い和わ感かんを抱いだいていた。……フィエールの顧こ問もん、不在のようだな。代わりに見覚えのない中年男性が一人いる。

「本日、顧こ問もん代だい理りを務めさせて頂く者です」

　そいつは名前も告げずに会え釈しやくだけを返してきた。……見届け人ってことかな、どうやら。

「つまらない御ご託たくはいいわ、おっさんども。これは戦争。大人の出る幕は既すでになし。背せ脂あぶらにすらなれない運送屋は黙だまってなさい」

　なんだとこら誰だれがおっさんじゃお兄さんと呼べ、と一いつ瞬しゆん衣え奈なを睨にらみ付つけかけて、改めてまたふと違ちがう思いがよぎる。この語り口。もしかして、衣え奈なは知った上で迎むかえているのか。今回の勝負の裏に潜ひそんだ代理戦争を。

　だとすれば……どうともできないか。悔くやしいが衣え奈なの言う通りで、もはや俺おれが果たすべき役割は少ない。あとはただ、勝負の公正な進行を見守るのみだ。

「それでは早さつ速そく練習試合を始めましょう。どうやらそちらの顧こ問もんさんは欠席のようですが、ディーラーは私が務めましょうか？」

「フン、さっさとテーブルについて。言わなくてもわかると思うけどウチのテーブルは鷹たかの目つきよ。間ま違ちがってもイカサマなんて働かないことね」

　鷹たかの目。要するに天てん井じようカメラだ。俺おれが変な動きをすれば確実に看破される。まったく陽よう明めいといいフィエールといい、小学生のポーカールームに金をかけすぎだろう。どのみちイカサマでどうにかしようなどという気持ちはないが。

　否いな、正直に言えば、イカサマでどうにかできるスキルがあるならこの勝負はイカサマを駆く使ししてでも自じ陣じんの勝利を決定づけたかったが。







「それでは練習試合を開始します。陽よう明めいの先せん鋒ぽうは木き之の下した留る子こ。フィエールは……」

「わたしです」

　卓たくについたのは香か里り奈なさんだった。二人は以前にも対戦したことがある。留る子この能力をフルに発揮するなら、アンノウン──未対決の相手の方が、いっそう都合がいいのだが。

　まあ構うまい。この組み合わせで特に恐おそれる要素はない。あまり多くチップを稼かせげない展開になりそうではあるけど。

「それでは先せん鋒ぽうの二人以外、別室へ。事前の取り決め通り、チップは両者３００００ドル持ちで始めます。最初のＢＢビツグブラインドは１００ドル。以後、５００ドル、１０００ドルと上じよう昇しようします」

　事務的に告げると、みんなぞろぞろとポーカールームを出て行く。ギャラリーの反応から持ち札ハンドがバレてしまうといけないので、プレーヤー以外は別室から見守るのが通例だ。

　新品のカードの封ふうを切り、シャッフル。それを専用の機械にセット。同じ作業を二回繰くり返かえす。以後のカードシャッフルは機械任せだ。だから俺おれにイカサマを働く余地はない。

「あたしがＢＢビツグブラインドっスね」

　チップトスで最初のポジションが決まると、ちょうど良いいタイミングで機械によって再度シャッフルされたカードがせり上がってきた。無言で一枚ずつ、俺おれはカードを配っていく。

　ついに、始まってしまう。小学生の細ほそ腕うでに本物のカジノ利権が託たくされた、狂きよう気きの代理戦争が。

「レイズ」

「フォールドっス」

　序じよ盤ばんは案の定、静かな立ち上がりとなった。敵にいい手が入れば留る子こはすぐさま察知して降りてくれるから、大失点の心配はほとんどない。

　どうやら留る子この弱点を突つけるタイプの相手でもなさそうだしな。香か里り奈なさんは。

　毎回、両者ともが手札を披ひ露ろうしないままで時間が過ぎていく。リバーまで五枚カードがめくられて札を見せ合う『ショウダウン』に到とう達たつすることなく、どちらかのフォールドで決着がつく展開が続いた。

　素人しろうと目めには退たい屈くつな景色だろうが、これはこれで毎回かなりの駆かけ引ひきが行われている。

「レイズ」

「リレイズっスね」

「……………………」

　相手のレイズに、間かん髪はつ入れず自らもチップを上乗せした留る子こ。大して強くない手で攻せめてきていると読んだのだろう。そこで、こっちはかなりいい手だぞと主張することで相手に揺ゆさぶりをかけたのだ。

　もちろんこの時、留る子こが本当に強い手を持っているかはわからない。留る子この方こそがブラフという可能性も充じゆう分ぶんにありえる。

　両者の手札をカメラで確かく認にんしている別室のギャラリーたちは議論で盛り上がっている最中かもしれない。押おせ、いや退ひけ。戦術論を交かわしている姿がふと頭に浮うかぶ。

　俺おれも加わりたい願望が膨ふくらんでくるが、カードを伏ふせたまま行われる攻こう防ぼうを見守るのもそれはそれで面おも白しろい。留る子このリレイズに対し、香か里り奈なさんはどう動くか。

　相手が留る子こでなければ、リリレイズでさらに揺ゆさぶりをかけるという選せん択たく肢しもあるだろう。しかし、留る子こがテルリードの達人であることを香か里り奈なさんは既すでに知っている。留る子こに『弱い』と読まれた手で、再度突つっ張ぱるにはよほどの胆たん力りよくが必要になるし、反はん撃げきしたところで留る子この自信は揺ゆるがない。

　唯ゆい一いつこちらが不利になるとしたら、留る子こが相手の強さを読よみ違ちがえた場合だが。

「………………フォールド」

　長考の末、香か里り奈なさんは手札を裏返したまま俺おれに押おし返かえした。降りる時に手札を開くか否いなかは自由意志に任されているから、何を持っていたかわざわざ相手に教える必要はない。逆に、あえて見せることで次回以降相手の判断を惑まどわす戦法もあるが、今はそのタイミングでもないだろう。

「やっぱ気楽でいいっスね。先せん鋒ぽうは」

　フードを被かぶり直なおし、テーブルに両りよう肘ひじを突つく留る子こ。こういう小さい賭かけ額がくの勝負では本当に頼たのもしい存在だ。薄うす皮かわを剝はぐように少しずつ、でも着実に留る子こは自じ陣じんにチップを運び入れてくれる。

　結局その後も留る子こが場を完全に支配する。どうしても日和ひより見みせざるを得ない先せん鋒ぽう戦せんで、５０００ドル以上もこちらに利益をもたらしてくれた。






陽明　３６２００＄─２３８００＄　フィエール








「留る子こ、お疲つかれ様さまです」

「あたしにしては頑がん張ばりすぎたっスね。あとでご褒ほう美びをご所しよ望もうするっス」

　メンバー交代の時間となり、朱しゆ梨りが部屋にやって来た。留る子こと握あく手しゆを交かわし、颯さつ爽そうとテーブルに近付いてくる。

「あら、奇き遇ぐうじゃない！　……ククク」

「…………!?」




　遅おくれて登場したのは、なんと衣え奈なだった。フィエールの中ちゆう堅けんもエースの衣え奈な？　これは大きな誤算だ。

　巴ともえに決め打ちを指示したのは、実力者である衣え奈なを孤立化アイソレイトしたいという目的もあった。プライドの高い衣え奈なが大将以外で出てくる可能性は限りなく低いと読んだからこそ、こちらは朱しゆ梨りを中ちゆう堅けんに据すえて別のタイミングで勝負をかけたのだが。

「朱しゆ梨り、待機室って合同部屋だったのか？」

「いえ。フィエールの皆みなさんとは別室でしたが」

　となると、こちらの動きを見て衣え奈なが急きゆう遽きよ中ちゆう堅けんにシフトしてきたわけではない？

　いや待て。ここは敵てき陣じん。盗とう聴ちよう器きの一つくらい仕し掛かけられていても不思議はないか。

　特に衣え奈なが、この対決に潜ひそむ真の意味を知っていたと仮定するならなおさらだ。

「さあ座すわりなさい朱しゆ梨り。いつまでもマグレは通用しないって思い知らせてあげるわ」

「ポーカーに運の分散はつきもの。今日がどちらに振ふれるかは誰だれにもわかりません。しかしマグレが通用しないというのは同意です。私は私で、最適解を探すのみです」

　テーブルを挟はさんで相対する朱しゆ梨りと衣え奈な。朱しゆ梨りの力を疑うことなどしないが、荒あれ模も様ようになるだろうな、この対決は。なにしろ二人のプレースタイルは、大別すると近い。だからこそぶつかり合えば、必ず大きくチップが動く。

　ポーカープレーヤーの打ち筋は、ざっくり四つに分類される。


　一、ルーズアグレッシブ。プリフロップからのゲーム参加率が高く、自らガンガンチップを積み上げて相手を降ろしにかかる超ちよう攻こう撃げき的てきタイプ。

　二、タイトアグレッシブ。プリフロップでしっかり手を選別し、本当に強い手が入った時だけ全力で攻せめてくる一いち撃げき必ひつ殺さつタイプ。

　三、ルーズパッシブ。とりあえずゲームに参加してみて、状じよう況きようを見ながら相手に合わせていく優ゆう柔じゆう不ふ断だんタイプ。

　四、タイトパッシブ。せっかく強いカードを持っていたのにプレッシャーをかけられると退ひいてしまう、弱よわ腰ごしタイプ。



　原則的に三と四のプレーヤーは弱者と見なされ、強いプレーヤーは一と二に分類される。

　そして、朱しゆ梨りはややルーズ寄りのタイトプレーヤー。衣え奈なはややタイト寄りのルーズプレーヤーだ。

　この辺は微び妙みようなニュアンスの違ちがいになってしまうのだが、換かん言げんするとゲーム参加率はやや衣え奈なの方が高いが、締しめるところはキッチリ締しめてくる。朱しゆ梨りは手て堅がたさを身上としているが、時々意外な組み合わせのカードでもプレーに参加する。

　二人とも打ち筋にランダム要素を混ぜるのだ。なぜかというと、プレーするレンジを推測されないため。『だいたいいつもあのくらいの強さのカードで参加しているな』と看破された場合、フロップがヒットしたかどうかも見破られやすい。そうならないため、たまに意表を突つくプレーを混まぜ込こんで、自分の手の内を曇くもらせている。

　そして二人に共通するのは、超ちようが付くほどアグレッシブであること。一度のベット額に、迷いがない。行くと決めたらとことんチップを投じてくるし、受ける時も怖おじ気けづいたりは絶対にしない。下手をすると、一度の衝しよう突とつで互たがいにレイズに次ぐレイズ、最終的にはオールイン、みたいな状じよう況きようすら躊ちゆう躇ちよしない。

　要するに、俺おれの胃痛は既すでにピークに達していた。

「そちらがボタンですね。それでは始めましょう」

　だが、信じる。ポーカーから完全に運の要素を排はい除じよすることは不可能でも、実力差は必ず出る。衣え奈なよりも朱しゆ梨りの方が強い。その事実は一いつ片ぺんたりとも疑っていない。

　任せたぞ、朱しゆ梨り。望まぬものを多々背負わせてしまっている俺おれが言えた柄がらじゃないが、俺おれはお前のプレーヤーとしての実力を信じ続ける。

「ほれおっさん、とっととカードよこせ」

「…………」

　衣え奈なの暴言に無反応のまま、カードを配り始める。

「フォールド」

　ファーストコンタクトは衣え奈なのフォールドで、フロップを開くことなく終しゆう了りよう。

　後から振ふり返かえるなら、この時点で違い和わ感かんを嗅かぎつけておくべきだったかもしれない。衣え奈なにしては弱気だな、と。もちろん、箸はしにも棒にもかからないクズ手だった可能性は否定できないのだが。

「レイズ」

　次の対決では朱しゆ梨りがレイズを仕し掛かける。もともと２５０ドル出していたチップに１０００ドルを上乗せし、１２５０ドルを場に晒さらした。朱しゆ梨りのスタイルとしては、標準的な賭かけ方かただ。

「コール」

　衣え奈なは勝負に乗り、同額が賭かけられる。これでポットの中には２５００ドルが投じられた。

　フロップの三枚を開く。[image: ][image: ][image: ]。いきなり危険なヤツが出た。

　モノトーン。つまり全ての絵え柄がらが同じフロップ。これでもし手元の二枚が[image: ]の同絵柄スーテツドだったら、既すでにフラッシュが完成していることになる。

　ちなみに、両者がフラッシュなど同じ役を完成させていたら、より大きな数字のカードを持つ方が勝者となる。今回は最強の[image: ]が場に出ているので、[image: ]を持っていたらフラッシュとしてはベストハンド。この、フロップから推測可能な最強の役のことを『ナッツ』と呼ぶ。

　閑かん話わ休きゆう題だい。さあ、朱しゆ梨りはどう出る。

「レイズ」

　２５００ドルのポットに対し、さらに２０００ドルを放ほうり込こむ朱しゆ梨り。強気だ……とは思わない。朱しゆ梨りなら大たい概がいそうする。手の強さに合わせてベットサイズを変えるというのは非常に危険な行こう為いだ。なぜならベットサイズの多た寡かは、相手が手を推測するための大きなヒントとなり得る。衣え奈なと朱しゆ梨りのように対戦経験が豊富な間あいだ柄がらならばなおさらだ。

　だから朱しゆ梨りはブラフだろうがフラッシュが完成していようが、かならず２０００ドルを放ほうり込こんでくる。実に何食わぬすまし顔で。

　この胆たん力りよく。絶対に崩くずれることのないお嬢じよう様さま強度こそが、二に階かい堂どう朱しゆ梨りというプレーヤーが持つ最大の武器だ。数学的に最適化した打ち筋と合わさり、朱しゆ梨りは絶えず相手にプレッシャーを与あたえ続つづけるキラーマシーンと化す。

「ついてないね」

　しばし、慣れた手つきでチップを弄もてあそんでいた衣え奈なだったが。さほど悔くやしそうな表情も見せず降りることを選せん択たくした。モノトーンで朱しゆ梨りと張り合うには手が弱いと判断したか。フラッシュができていないとしても、場に[image: ]が落ちているから[image: ]のワンペアもケアしなければならない。そして、タイトプレーヤーである朱しゆ梨りが、[image: ]を持もって参戦している可能性はそれなりに高い。

　衣え奈な側がわの視点からすればフラッシュの目が遠く、[image: ]も持っていない状じよう況きようならば歯向かうべきではない。そう考えるのはまあ、妥だ当とうではあろう。

　しかし、何かが変だ。この時ようやく、俺おれはえも言われぬ違い和わ感かんというか、不安感のようなものを覚えた。

　あの好戦的な衣え奈なが、こうもあっさり諦あきらめるか？　何度も言うように、もちろん諦あきらめて然しかるべきハンドなどいくらでも存在するのだが。

「…………」

「…………」

　衣え奈なに続き、朱しゆ梨りからも裏向きでカードが返ってくる。……正直、見たい。ディーラーとして、ポーカープレーヤーとして、あまりにも義に背そむくマナー違い反はんだから絶対にそれはできないが……正直二人がどんなカードで対たい峙じしていたのか、今すぐ確かめたい衝しよう動どうを抑おさえるのに俺おれはかなりの精神力を要した。

「コール」

　次の対決で、違い和わ感かんが頂点に達した。衣え奈なが、コールで参戦？　プリフロップでのコールは別名『リンプ』とも呼ばれるのだが、アクションとして非常に弱気で、推すい奨しようされる場面は少ない。中には確かに、このリンプを武器にして戦うタイプのプレーヤーもいる。いるが、少なくとも絶対に衣え奈なは違ちがう。機と見れば強気にレイズしてくるし（たとえブラフでも）、でなければさっさとフォールドしてしまう。

　今日の衣え奈なは、プレースタイルが今までとまるっきり違ちがう。

「……………………」

　朱しゆ梨りは、気づいているだろうか。ポーカー中の朱しゆ梨りの顔から感情を読み取るのは難しい。おそらく、俺おれ以上に違い和わ感かんを抱いだいているとは思うのだが……。

　フロップは[image: ][image: ][image: ]。弱いカードが並んだ。

　こういう時はターンとリバーのカード次し第だいでダイナミックに情勢が変わる。現状での優ゆう劣れつは互たがいに判断しづらいだろう。

「チェック」

「…………」

　そういう意味で、チェックで様子見するのはわからないでもない。わからないでもないが、衣え奈ならしくない。いつものアグレッシブさが欠片かけらも感じられない。

「レイズ」

　だからこそ、だろう。探さぐりを入れる意味もこめてか、朱しゆ梨りは７００ドルを上乗せ。

「コール」

　すかさず乗ってくる衣え奈な。真に弱気ならばもう少し迷う場面だが……。

　ターンカードをめくる。落ちたのは[image: ]。

「レイズ」

　ようやく衣え奈ながチップを上乗せ。だがその額は、１０００ドル。今、２４００ドル入ってるポットに対して半額以下のベット。らしくない。あまりにもらしくない。

「…………コール」

　朱しゆ梨りも違い和わ感かんを我が慢まんできなくなったようだ。いったん攻せめっ気けを堪こらえ、同じく１０００ドルを投じるに留とどめる。合計４４００ドルが賭かけられた状態で、俺おれは最後のリバーカードをめくる。

　[image: ]。ラグ中のラグカードといったところ。

「チェック」

　衣え奈なは迷わずチェック。弱気。弱気だが行動に一いつ貫かん性せいがある。

「…………………………」

　珍めずらしく長考する朱しゆ梨り。しかし、ここは衣え奈なの真意を確かめたい。そう感じたのだろう。これ以上のベットは選ばず、同じくチェックを俺おれに伝えた。

　ついにショウダウン。互たがいのカードが表向きにされる。

　衣え奈なは、[image: ][image: ]。[image: ]のポケットペア。

　朱しゆ梨りは、[image: ][image: ]。強い同じ柄の連番スーテツドコネクターだが、五枚のコミュニティカードには全くヒットしていない。役なしだ。

「あぶなー。ディーラーに助けられたかしらん？」

　邪じや悪あくなウインクを俺おれに向けてくる衣え奈な。誰だれが助けるか。

　しかし、これは……ますます混乱させられる。

　[image: ]のペアの打ち方としては、矛む盾じゆんしているところはない。フロップの三枚よりは強いカードだが、いつもっと高い数字のペアなどで捲まくられてもおかしくない。だから様子見でチェック。わかる。

　次に[image: ]が落ちた。[image: ]のワンペアで捲まくられたかもしれないハイカード。だから相手の反応を確かめるため、弱めのレイズ。わかる。

　リレイズされず最後はラグカードだったから、このまま[image: ]のワンペアで勝負。わかる。

　わかるのだが、衣え奈なならばより効果的な駆かけ引ひきを仕し掛かけるタイミングが見えていたはず。もっと大だい胆たんさと技量を兼かね備そなえた相手であるはずなのだが。

　楽観的に捉とらえるならば、カジノ利権について知ってしまったが故ゆえ、動揺テイルトしている？

　さしもの衣え奈なとてこれほど巨きよ大だいなものを賭かけて勝負したことなどないだろう。可能性としてはゼロじゃない。だとすると、普ふ段だん通どおり打てば朱しゆ梨りなら圧あつ倒とうできるはず。

　しかし。

「とりま、チップゲット～」

　勝負の結果、フィエール側に４４００ドルが移る。チップ差は平たくなったが、この二人がショウダウンまで進んだ割には少額しか動いていないなという印象の方が強い。
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　それからしばし、静かな展開が続いた。二人の対決が始まってから約二十分。そろそろ勝負としては佳か境きように入ってきた。チップは何度かの移動を繰くり返かえしつつ朱しゆ梨りが優位を保っているが、相変わらず差は１００００ドル前後だ。

「レイズ」

　朱しゆ梨りが動いた。初手と同じく、場代に１０００ドルの上乗せ。

「コール」

　衣え奈なも勝負を受ける。これで場代と合わせて２５００ドルがポットへ。

　フロップを開く。[image: ][image: ][image: ]。これはまた、とびきりに濃こい。

　こういうフロップの時は、既すでに手札と場の三枚の組み合わせで勝負が決してしまっていることが多い。静的──スタティックなボードと呼ばれる状態だ。ただ今回はストレートとフラッシュの目も残っているから、全方位に神経を尖とがらせておく必要はある。

「レイズ」

　朱しゆ梨りが攻せめる。２５００ドルのポットに、２０００ドルをベット。

「……………………………………」

　衣え奈なは長考状態に入った。いい手で参加していればいるほどヒットしている可能性が高いフロップだ。降りるならさっさと降りるべきだし、勝てる自信があるならリレイズが妥だ当とうか。例えば朱しゆ梨りが[image: ]か[image: ]を持っていたり、[image: ]のスーテッドで参加していた場合のことをケアするならここで勝負を決めてしまいたい。衣え奈なに強いペアが入っていると仮定するなら、だが。

「コール」

　衣え奈なは２０００ドルを投じて賭かけ額がくをつり合わせた。……レイズは、なしか。

　ターンカードは[image: ]。ラグと見てほぼ間ま違ちがいない。

「…………………………」

　こんどは朱しゆ梨りが長考する番だった。予感がする。この衝しよう突とつで、局面が大きく動く。

「レイズです」

　４５００ドルのベット。あくまで朱しゆ梨りは強気だ。悪お寒かんが俺おれの背中を汗あせとなって伝う。

　いや、しかし。朱しゆ梨りだって違い和わ感かんならひしひしと伝わっているはず。例えば[image: ]のワンペアだけでここまで強気になるか。

　衣え奈なもまた不安を覚えるはずだ。打ち筋としては衣え奈なこそが[image: ]とハイキッカー持ち──もし[image: ]のワンペア同士になった時比ひ較かく対象になるカードが強い時の立ち回りに見える。例えば[image: ][image: ]や、[image: ]持ちでフラッシュドローがあった場合。後者ならここでフラッシュの目は潰ついえたから、キッカーが弱ければフォールドしなければならない状じよう況きようとなる。

「コール」

　三連続コール……！　ひたすらパッシブに、朱しゆ梨りのベットに対し食らいついていく。ポットには１５５００。

　リバーカード。[image: ]。またしてもラグ。

「レイズ」

　顔色一つ変えずに朱しゆ梨りが攻せめる。１５５００のポットに対し、１２０００ドル。もはや完全にこの一局で勝負を決めに行くつもりだ。

「レイズ。オールイン」




　衣え奈なが、手持ちのチップ全てを差し出した。




　本ほん性しようを、現した。

　ついに衣え奈なの賭かけ方かたから、そして何ともいえない仏ぶつ頂ちよう面づらだった表情から、完全に違い和わ感かんが消えた。いつも通りの衣え奈なに戻もどった。無造作を装よそおっているが、伝わる。背中辺りから溢あふれ出でる嗜し虐ぎやく的てきな瘴しよう気きを。

　この時点で、衣え奈なの持ち札ハンドを確信する。

　そして、朱しゆ梨りが巨きよ大だいな罠わなに搦からめ捕とられてしまったことも。

「……………………どういうつもりか、わかりませんが」

　朱しゆ梨りが俺おれに、カードを表向きにして投げ返した。敗北宣言だ。

　その手札は……[image: ][image: ]！

　そりゃ、強気で然しかるべきだ。朱しゆ梨りはフロップ時点で[image: ]と[image: ]のツーペアを完成させていたのだから。

　そしてこの局面で、何の迷いもなく[image: ][image: ]のツーペアを放棄マツクしてみせた……！

　改めて、感かん嘆たんする。ポーカープレーヤー、二に階かい堂どう朱しゆ梨りの冷静さ、その合理的判断力を。

　この勝負の結果をもってしても、俺おれは朱しゆ梨りの能力に対し畏い敬けいの念を抱いだき続つづける。本当にすごい少女だ。並の人間なら、ここまでポットにチップを投じてしまった後で[image: ][image: ]ツーペアは降りられない。オールインに対してでも、コミットして突つっ込こまざるを得ない。

「ちょっと、何やってんのよ。高笑いの準備は万ばん端たんだったのに、出だし損そこねちゃったじゃない」

　ニヤリと八や重え歯ばを見せながら、衣え奈なが持ち札ハンドをめくる。




　──[image: ]。そして、[image: ]。




　ポケットエース。衣え奈なは[image: ]の３カードセツトを完成させていた。

　もし朱しゆ梨りがオールインに応じていたなら、[image: ][image: ]のツーペアですら撥はね返かえされていた。

　ようやく理解した。全てはこんな状じよう況きようを作り出すための布石だったのだ。今までの衣え奈なの妙みように弱気でパッシブな打ち筋は。

　普ふ段だん通どおりに打たれていたら、ここまでの痛手は被こうむらなかった。フロップで大きくリレイズされて、その時点で朱しゆ梨りならばツーペアを降りていただろう。衣え奈なというプレーヤーは、[image: ][image: ]をのらりくらりとリバーまで引っぱる打ち手ではないと朱しゆ梨りは認にん知ちしているから、[image: ]か[image: ]の３カードセツトの危険を察知し、もっと早く撤てつ退たいしていたはず。

　さらに補足するなら、前のポケット[image: ][image: ]の時のやりとりなしで唐とう突とつに[image: ][image: ]をリバーまで引っぱるのは、臭においが強すぎる。『何か企たくらんでる』感が出過ぎて、その場合でも朱しゆ梨りは即そつ刻こく危機を察知したことだろう。

　本来、[image: ][image: ]のスロープレーというのは使い古された打ち筋で、今では推すい奨しようされていない。なんせリバーまで持もち越こしている間にストレートを作られたり、[image: ]のフラッシュを集められたら３カードセツトですら役の強さで上回られてしまうのだから。そうなる前にしっかり強さを主張しておくのが、現代では合理的とされている。

　だからこそ、今回ばかりは搦からめ手てとしてかえって強く効果を発揮した。衣え奈なはモンスターハンドをスロープレーしない。そんな先入観をいつもと違ちがうパッシブな打ち筋の中に紛まぎれ込こませ、朱しゆ梨りを罠わなに落としてみせたのだ。

「この一いつ瞬しゆんの敗北は認めますが、やや理解に苦しみます。なぜ、こんな練習試合で？　手の内に潜ひそめておけば、本番……大会で戦うことになった時もっと有効なプランになったでしょうに」

「ククク、知らない方がいいんじゃない？　そしたら、そんな平和ボケしたアホヅラのままで暗殺してもらえるかもね。クク……アーッハッハッハ！」

　覚かく悟ごの差でしてやられたと悔くやむべきだろうか。朱しゆ梨りは練習試合として、衣え奈なは絶対に負けられない一世一代の大勝負として、この卓たくに挑いどんだ。朱しゆ梨りの方ももし同じ覚かく悟ごを持っていたなら、衣え奈なの違い和わ感かん溢あふれるプレースタイルにもっと早くから警けい戒かい心しんを抱いだいていたと言えるか？

　……さすがにそれはない。朱しゆ梨りは相手の弱気にとことんつけ込こむタイプ。何が賭かけられていようと自分のプレースタイルは曲げない。いつも口にしている身上だ。むしろあの[image: ][image: ]ツーペアでフォールドを選せん択たくしてくれたことだけでも、よくぞと称たたえるべきだろう。

　ならば、どこで間ま違ちがえた。出場順？　それも違ちがう。結局他に選せん択たく肢しはないし、そもそも盗とう聴ちようされていたのなら小手先での配はい置ち換がえに意味はない。

　だめだ、わからない。わかるのは、今もし一人きりになったら辺り一面にゲロを撒まき散ちらしてしまうであろうほどの昏こん迷めい感かんだけだった。

　なんとか堪こらえ、ディーラー役で場を進行するが、その後はひたすら静かな勝負が続くのみだった。二度、朱しゆ梨りが一世一代のオールインを仕し掛かけるが、衣え奈なは相手にしない。

　そうしているうちに、二人の対決時間が終しゆう了りようを迎むかえる。

「あー残念。アタシ一人で朱しゆ梨りをミンチにして勝負を決めちゃうつもりだったのに。……ま、いいわ。あとのことは部員に任せておきましょ。たまにはリーダーらしくね」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくに席を立つ衣え奈な。

「……申し訳ありません。私のせいでプランが」

　朱しゆ梨りもまた、凜りんとした表情を崩くずすことなく立ち上がる。

「いや、そんなことはない。いいポーカーだった」

　可能な限り『これからのこと』を考えないようにして、俺おれはただ静かにそう伝えた。待ち受けているものを知ろうとも、プレーヤーとしての朱しゆ梨りへの敬意を自ら汚けがすことなどできない。今はただ、胸を張って送り返すことが、俺おれが朱しゆ梨りに下せる最大級の評価だった。たとえそれが、コーチと児童として最後のやりとりになろうとも。
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「し、失礼します……」

　恐おそる恐おそる、ポーカールームに入ってくる巴ともえ。

「失礼します」

　対する相手は、自信に満ちあふれていた。ただでさえ衣え奈なの右みぎ腕うでであるフィエールナンバー２の実力者、灘なだ川がわユリさん。加えてこのチップ差だ。不安を感じる要素などどこにもないというのが現実だろう。

　これが驕おごりに繫つながってくれれば良いいが……さすがに経験差が大きすぎる。

「…………」

「…………」

　俺おれと朱しゆ梨りは頷うなずき合あって、巴ともえの許もとに近付いていく。勝負の前に最後のミーティング。それくらいの時間なら、衣え奈な率いるフィエールも許してくれるだろう。

　せめてもの介かい錯しやくとして。

「巴ともえ、ごめんなさい」

「いえ、そんなっ！」

　粛しゆく然ぜんと頭を下げる朱しゆ梨りに、慌あわてて両手を振ふる巴ともえ。俺おれもまた朱しゆ梨りを責める気など微み塵じんもない。それは一いつ貫かんした信念だ。今伝えたいのは、まったく別の話。

「巴ともえ。好きに戦って良いいぞ」

「えっ？」

「ポーカーを楽しんで下さい。申し訳ないことに、たいへんチップが心こころ許もとないですが」

　朱しゆ梨りと交代で、俺おれたちの思いを伝えた。抱いだいている根っこの部分の思いは違ちがうだろうが、巴ともえに自由な心で勝負に挑いどんで欲ほしいという思いは共通していた。

　この一戦で、ポーカーを嫌きらいにならないで欲ほしい。この競技が気に入ってくれたのなら、ぜひこれからも続けて欲ほしい。

　朱しゆ梨りと共に、そんな願いを伝えた。これがある種の遺ゆい言ごんであるという認にん識しきだけは、朱しゆ梨りと共有していないが。

「…………わかりました。精せい一いつ杯ぱいがんばってきます！」

　ふっと微笑ほほえむ巴ともえ。緊きん張ちよう感かんが一息で和やわらいだ感じがした。それを見て、朱しゆ梨りも胸をなで下ろした。

「そろそろ良いいかな？　勝負、はじめない？」

　ユリさんに催さい促そくされ、俺おれと巴ともえは頷うなずき合あってポーカーテーブルに向かった。

　ディーラーという中立なポジションに戻もどる以上もはや何もしてやれないが、がんばれ。この日まで詰つめ込こんだ全てを駆く使しして、できる限りの好勝負を願う。

　結果は既すでに決まっているとしても、せめて達成感を得られる勝負をしてくれるよう、巴ともえに最後の念を送った。

「オールイン、ですっ！」

　目を剝むき、危あやうく立ち上がりそうになってしまった。巴ともえが開幕から、いきなり全てのチップを差し出したのだ。

　違ちがう、もう良いいんだ。例のプランは破は綻たんした。自由にポーカーを楽しんで良いいんだ！

「………………」

　というアイコンタクトに対し、巴ともえは頷うなずきで応えた。わかっています、と。俺おれに伝えている。

　わかった上で、自由意思で、巴ともえはオールインを選んだということか。ならば、よほどのグッドハンドが……？

「ナメた真似まねしてくれるね？　いいよ、一発で終わらす」

　勝負を受けるユリさん。互たがいにオールイン。ユリさんが役で上回れば、ここで試合終しゆう了りようだ。

「……ショウダウン」

　俺おれは二人に手札を開くよう促うながす。

　ユリさんのハンド、[image: ][image: ]。充じゆう分ぶんすぎるほど強い。

　対する巴ともえ、[image: ][image: ]。いやいやいやちょっと待て！

　付つけ焼やき刃ばとはいえ、ここ数週間で巴ともえにはみっちりポーカーの手ほどきをしてきた。自分の持っているカードがどれほど脆ぜい弱じやくなのか、理解はしてもらったつもりだ。

　なのに、なぜ。なぜそんな手でオールインを……。

　もはや抜ぬけ殻がらになったような気持ちで俺おれは五枚のコミュニティカードを開いた。

　[image: ][image: ][image: ]。ほら終わった。

　[image: ]。もういい。早く楽になってしまいたい。

　[image: ]。こうして俺おれたちの戦いは──

「え」

　──待て。[image: ]？　[image: ]だと。

　ということは、ユリさんは[image: ]のワンペア。

　巴ともえは、[image: ]と[image: ]の、ツーペアで。

「やりました！　勝ちましたっ！」

　ただただ呆ぼう然ぜんとしていた。俺おれも、対戦相手のユリさんも、ひたすらに沈ちん黙もくを重ねることで、衝しよう撃げきを表し続けていた。

「……ふざけてんのか。ド素人しろうとかよお前」

　ユリさんが毒づくのも無理はない。今がもしトレーニングの最中なら、俺おれは巴ともえのオールインを言葉の限りを尽つくし窘たしなめていただろうから。

　しかし、現実として巴ともえがツーペアでユリさんのグッドハンドを捲まくりきってしまった。

　確かにこれがポーカーだ。確率の主ぬしは、時にこんな気まぐれを起こす。

　それでも、今の巴ともえのオールインは褒ほめるわけにはいかなかった。勝ったのはあくまで偶ぐう然ぜん。それも、低い確率の方で起こる偶ぐう然ぜんに過ぎないのだから。

「これで、逆転……」

　オールイン分のチップがそのまま倍になって返ってきたので、陽よう明めいのチップは３０４００ドル。対するフィエールは２９６００ドル。ほんの紙かみ一ひと重えながら、あっと言う間にチップ差で逆転してしまった。

「…………レイズ」

　何度か深呼吸して、ユリさんがポットに３０００ドルを投入してきた。ここでヤケになる選手じゃない。ちゃんと手が入っているレイズだと俺おれは確信する。

　逆転した以上、立ち回り次し第だいでは巴ともえが勝ちきる可能性もゼロではなくなった。さっきの奇き跡せきを一度頭から完全に消し去り、基本に立ち返ってポーカーと向き合ってくれるなら、あるいは本当の意味での大物食いも成なし遂とげられるかもしれない。

　だからこそ、ここはフォールドだ。相手の動揺テイルトは期待するな。フォールド、フォールド、フォールド……。

「オールイン！」

「なぜ!?」

　つい大声を出してしまい、双そう方ほうから注目を浴びる。やってしまった。あまりのショックでディーラーとしての領分を遥はるかに飛とび越こえた。

　深く反省するが、俺おれの悲痛な気持ちは観戦している多くの者に同意を得られたと確信している。ダメだ巴ともえ。それはさすがにダメだ。これ以上の奇き跡せきに期待してはいけない。

　それは、ポーカープレーヤーとしての死を意味するからだ。ポーカーはあくまで確率のゲーム。確率の低い方に向けて歩み出せば、遅おそかれ早はやかれ辿たどり着つくのは絶望の奈な落らく。

「わかってます、先生」

　巴ともえの晴れやかな声に顔を上げる。

　とても澄すんだ瞳ひとみで、巴ともえは俺おれに微笑ほほえみかけていた。

「大たい数すうの法則、ですよね。ちゃんと覚えています。何度も繰くり返かえせば、どんなものでも必ず確率通りに収束する。先生が教えてくれたこと、ちゃんと覚えています」

「だったら、どうして……？」

「ポーカー、楽しいです。ずっと続けたい。そう思っています。これから何度も、私はいろんなハンドをプレーするつもりです。だから……まだです」

「まだ？」

「私の『大たい数すう』は、もっとずっと先にあります。なら、確率通りに収束するのも、もっとずっと先のことだと思うんです」

　巴ともえの言っていることが、わからなかった。いや、言葉としては理解できる。しかしそれは結局、低い確率を能動的に選ぶ行こう為いに他ならず、大たい数すうの法則に対する反論の体ていを、まったくなしていない。

　この巴ともえの自信は、いったいどこから来ているというのだ。

「見てて下さい。私、勝ちますから。だって私、まだポーカーを始めたばかりで、十歳さいで、小学五年生ですから。小学生のうちから、まだまだ収束なんてしてられません。むしろ成長……膨ぼう張ちようしないと。収束する前に、膨ぼう張ちようしてみせます！」

　小学生だから、収束しない……？

　むしろ、膨ぼう張ちようする……？

　そうなのか？

　ほんの一いつ瞬しゆんだが、俺おれは巴ともえのあまりにも力強く、信念に溢あふれた言葉に引ひき込こまれかけた。

「もう御ご託たくはいい。こっちもオールインだ！　ディーラー！」

　ユリさんに急せかされ、俺おれは我に返る。再びのオールイン対決。恐おそらくこれで、勝負は決する。

「ショウダウン」

　叩たたきつけるようにユリさんが手札をひっくり返した。[image: ][image: ]。強い。一対一ヘツズアツプの戦いであれば、ほぼ勝利を手中に収めたと言えるほどの勝率を誇ほこるカードだ。

「…………っ」

　ゆっくり深呼吸して、巴ともえもまた自らの手を披ひ露ろうする。もはや、何が出ても驚おどろくつもりはない。

　[image: ][image: ]。申し訳ない。噓うそをついた。危あやうく椅い子すから転げ落ちるところだった。

　しかし、なぜだろう。

　不思議と俺おれの心には、絶望感も悲ひ壮そう感かんも浮うかんでこない。

　やがて、ふっと全ての感情が消えた。俺おれはまるで機械にでもなったような錯さつ覚かくを味わいながら、コミュニティカードのうち最初の三枚をめくる。

　[image: ][image: ][image: ]。

「っし！　見たかボケっ！」

　なんと、相手に４カードクワツズを作られた。一巻の終わり。

　そのはず。そのはずなのだ。……でも。

「…………っ」

　巴ともえは静かに、俺おれの手元を見つめ続けていた。

　四枚目のカードをめくる。

　──[image: ]。

「…………は？　待て。いや待て噓うそだろ。有り得ないだろ!?　そんなバカなこと、起こってたまるか！」

　ユリさんの悲痛な叫さけび。

　現在の巴ともえの手札は[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。フラッシュが完成した。とはいえフラッシュは４カードクワツズより弱い。この手役をもってしても、逆転には至らない。

　けれども、まだ余地がある。

　巴ともえの手役には、さらなる『膨ぼう張ちよう』の余地が。

　オープンエンドストレートドロー。麻雀マージヤンで言うところの両面待ち。五枚目に[image: ]か[image: ]が落ちれば巴ともえの手にはストレートもできる。できたところで、特に意味はないが。なぜなら手役の強さとして、ストレートはフラッシュの下だ。

　ただし。

　指先が汗あせばむ。目前に迫せまる奇き跡せきにすがりたい気持ち。確率の埒らち外がいを否定したい気持ち。人間としての俺おれと、ポーカープレーヤーとしての俺おれが真っ向から衝しよう突とつし、全身をずぶ濡ぬれにさせるほどの汗あせを呼ぶ。

　最後の一枚をめくった瞬しゆん間かん、光が降り注いだような気がした。

　陽よう明めい学園初等部ポーカークラブに未来をもたらす、[image: ]。ストレートフラッシュの、完成。

　確率は収束しなかった。巴ともえの言う通り、膨ぼう張ちようした。

　奇き跡せきは大たい数すうに勝てない。それは必ず真理だ。

　でも、もしかして。




　──小学生という概がい念ねんは、奇き跡せきの上位互ご換かんなのか？




　きっとすぐに、この熱病のような火ほ照てりは身体からだを通り過ぎていくのだろう。

　それならば今だけは、認めてもいい気さえしてしまっていた。

　小学生は膨ぼう張ちようする。だから巴ともえは、確率という概がい念ねんの殻からを打ち破り、飛ひ翔しようした。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけなら。いや、今日一日だけなら認めてしまっても良いいと本気で思うほど、安あん堵どと歓かん喜きが遅おくれてどっと押おし寄よせてきた。

「………………………………」

　ポーカールームには沈ちん黙もくが続いている。ユリさんは目を見開いたまま気絶しているようにさえ見えた。

「…………え、あれ？　勝ちました……よね？」

　静せい寂じやくを破ったのは、鞄かばんから留る子こ特製の手役表を取り出してテーブル上のカードと見比べる、巴ともえの自信なさげな疑問形だった。

　とにかく、この日。俺おれたちは救われたのだ。笹ささ倉くら巴ともえという、一人の小学生によって。

「……巴ともえ。君は、救世主かもしれないな。俺おれたちの前に現れてくれて、ありがとう」

　思わず俺おれは、巴ともえの小さな掌てのひらを両手でギュッと握にぎりしめる。

「うにゅ!?　せ、先生……そんな大げさです！」

　目の前の小さな少女の顔が一いつ瞬しゆんで真っ赤に染まった。大げさなことがあろうものか。巴ともえが密ひそかに救った人間の数は、俺おれですら把は握あくしきれないほどだ。

「……え、えへへ。でも、うれしいです。そんな風に褒ほめてもらったの、私、初めてだから」

　手を握にぎられたまま、巴ともえは少しうつむき加減になって、口元をほころばせる。

　もはやその面おも持もちから奇き跡せきの超ちよう越えつ者しやたる神性はなりを潜ひそめ、一人のあどけない少女としての可か憐れんさを残すのみだった。

　俺おれが見たものは結局なんだったのか。夢か幻まぼろしか。それとも。

　今はどうでもいい。これからゆっくり確かめていく猶ゆう予よを、巴ともえがくれたのだから。





◆フィエール女学院ポーカー俱楽部棟・エントランス






「本日は練習試合、ありがとうございました！」

　戦いを終え、最初に案内された部屋で別れの挨あい拶さつを告げる。

『……ありがとうございま、した』

　つい威い勢せいの良いいお礼を率そつ先せんして繰くり出だしてしまった俺おれとは裏腹に、フィエールのメンバー全員が狐きつねにつままれたような顔をして声を揃そろえ損そこねている。

「なんか、いいんスかね」

「…………………………」

　そしてこちら側も元気はつらつとは言いい難がたい雰ふん囲い気きに包まれていた。留る子こは反応に困り、朱しゆ梨りはうつむいたまま無言を貫つらぬいている。

「も、もしかしてみなさん……怒おこってます？」

　異状を察知してしまい、畏かしこまる巴ともえ。

「いや、それは心配しなくていいぞ。勝負は水ものだから」

　実際問題、フィエールの面々は結果が信じられないだけで怒いかりを覚えているわけではないだろう。

「ぐ、が、ぎ……っぐぐぐ。え、衣え奈な……さま。やめてくださいしんでしまいます」

「だまれだまれだまれだまれだまれだまれだまれだまれだまれだまれだまれだまれッ！　おま、おまっ！　なんて、なんてことしてくれたのよこのボケナスッ！」

　約一名、この勝負の裏に潜ひそむ真の価値を知るハミルトン＝衣え奈なを除いては。ユリさんの首をチョークスリーパーで絞しめ上あげようとするその顔は、極限の怒いかりで赤く染まりきっていた。

「あんな鉄てつ砲ぽう玉だま、避さけようがありませんっ！　衣え奈なさまなら勝てたとでもっ!?」

「仮定の話なんか訊きいてない結果が全て！　あんたのおかげでウチは、ウチは……………………ハッ!?」

　本気でユリさんのことを絞しめ殺ころしかねない形相だった衣え奈なが、ドキリとして動きを止める。顧こ問もん代だい理りと名乗った男が、背後から衣え奈なに忍しのび寄よって肩かたをトントンと叩たたいた。

「ご主人……ロウ＝ハミルトン様からお呼び立てです。今すぐ帰宅するようにと」

「ちょ、ちょ、待って。お願い待って。帰ったら……今帰ったら……パパから『よーしゃない反省文』を書かされるハメに……」

「失礼致いたします。問答無用に連れ帰れとのご命令ですので」

　そう言うと男は衣え奈なの腰こしを抱だき、米俵を担かつぐようにちんまい少女を運うん搬ぱんしはじめた。

「ぎゃ、ぎゃああああああああああああああ！　ほんと、ダメ、ダメだってば！　あんたは『反省文の刑けい』の恐おそろしさを知らないからそんな非情な真似まねができるのよ！　あの書いても書いても減らないレポート用紙……まさにこの世の地じ獄ごく……もう二度と嫌いや……これはなにかの間ま違ちがいに決まって……うえええええええええええええええええええええええん！」

　たまらずに泣きじゃくりながら、フェードアウトしていく衣え奈な。

　南な無む三さん。だが同情はしない。俺おれにとって、あの姿こそ明日は我わが身み。

　ていうかむしろ『反省文』とかそのレベルで済むなら少し安心した感覚さえある。負けられない戦いだったとはいえ、衣え奈なの受ける罰ばつがもっと深刻なものだったら、さらに良心の呵か責しやくは増すばかりだったろうから。





♠アメリカンダイナー






「本当にセンセーが夕ご飯おごってくれるっスか？　学校のセンセーって給料たいしたことないんスよね？」

「真実をそのまま口に出すばかりだと素す敵てきなレディになれないぞ」

　フィエールからの帰り道。リムジンの運転手さんに頼たのんで途と中ちゆう下げ車しやさせてもらった。三人にささやかながらお礼の食事でもご馳ち走そうしようと思ったのだ。

　案の定というべきか、優やさしいお嬢じよう様さま方がたは逆に俺おれの懐ふところを心配して眉まゆ根ねを寄せているが。

「すごいものを見せてもらったからな。確かに金はないが、感謝の気持ちくらい届けさせてくれよ」

「せ、先生……そんな風に言って頂けて、嬉うれしいですっ」

　瞳ひとみを輝かがやかせる最大の殊しゆ勲くん者しや、巴ともえ。本人は知る由よしもないが、事実上命を救われたに等しいのだ。俺おれにとっては。たとえありがた迷めい惑わくでも、なにもお礼せず寮りように帰す気にはなれなかった。

「あの、やはり私は……」

「それは野や暮ぼってもんスよ朱しゆ梨り。ここはひとつ、和かず羅らセンセーの顔を立ててあげるっス」

　それに、朱しゆ梨りの沈しずみきった様子も気になっていた。あのツーペアを降りてくれていなければ、そもそも巴ともえの奇き跡せきにもたどり着けなかった。みんなで摑つかんだ勝利を嚙かみしめ、喜んでもいいポジションに、朱しゆ梨りは存在している。

　もちろんチップを奪うばわれた悔くやしさもわかるのだが、誰だれ一人ひとりとして朱しゆ梨りを責めてはいないということを、和なごやかな空気の中で伝えてやりたかった。

「朱しゆ梨り、頼たのむ。家族と合流した方が美味うまいものを食えるんだろうが、今日ばかりは俺おれのわがままをきいてくれないか？」

「家族で食べる食事なんて…………」

　口ごもる朱しゆ梨り。ちょっと気になる言い方だったが、ひとまずは追つい及きゆうせずいましばらく返事を待ち続けることにした。

「………………わかりました。ごちそうになります」

　すると、朱しゆ梨りは迷いながらも首しゆ肯こうで答えてくれた。内心ほっとする。

「それでセンセー、あたしたちをどこに連れてく気っスか？」

「下手に高級路線で攻せめても中ちゆう途と半はん端ぱになって微び妙みような反応で終わるのは目に見えてるからな。今回はエンタメ路線で攻せめる」

「えんため……面おも白しろそうです！」

「なるほど、それは名案かもっスね。そんで、ここがお目当てっスか。……ほほ～！」

　店構えを見て、留る子こと巴ともえが瞳ひとみを輝かがやかせてくれた。よし、どうやら作戦は成功かな。

　選んだのは、西せい部ぶ開かい拓たく時代のウエスタンスタイルを模した店構えのハンバーガー専門店。こういうところはきっと入ったことがないだろう。そして、遊園地的な楽しみ方をしてもらえるだろう。そんな読みはどうやらピタリとハマったようだ。

「先生、早く入ってみたいです！」

「街中にこういうとこあるんスね～。驚おどろきっス」

　既すでにウケは上々。なんだか相手の手札を一点読みできた時に似た快感を俺おれは密ひそかに味わった。

　幸いにして店内は空すいていたので四人掛がけのテーブルに着席。メニュー選せん択たくも俺おれに任せてもらうことにする。

「おまたせしました～」

　しばらくして、届いたのはこの店名物のチーズバーガー。野菜がふんだんに使われており、炭火焼きのパティと合わさってヘルシーかつワイルドな逸いつ品ぴんだ。

「せ、センセー」

「これは……」

　留る子こと巴ともえがチーズバーガーを凝ぎよう視ししながら固まっている。ん、どうしたんだろう。この店のバーガーはそんなに大おお振ぶりじゃないからサイズに怯ひるんでいるとも思えないが。

「えっと。ハンバーガー嫌きらいだったか？」

「ハンバーガー」

「と、言うんですね。この食べもの」

「ああ。……って、え。ハンバーガー見るのも初めてってことか!?　留る子こも、巴ともえも!?」

「はい。恥はずかしながら」

「あたしもっス」

「…………まじか」

　見くびっていた。陽よう明めいのお嬢じよう様さま水準を。もし親おや御ごさんにハンバーガーを食べさせようとしたことがバレたらヒドく[image: 叱]しつ責せきを受けてしまうのではと今さら心配になってきた。

　その不安を最も強く感じずにはいられない相手──朱しゆ梨りに、俺おれはハッと目を向ける。

　いつの間にか一人で勝手に頰ほお張ばり始はじめていた。すごい勢いで。

「…………なるほど。あえて赤身肉を使うことにより歯ごたえと肉の旨うま味みを両立させているのですね。それを受け止める野菜たち。トマトとレタスがこれほど牛肉のミンチとマリアージュするなんて驚おどろきです。そしてああ、このピクルスが憎にくい。こんなに良いい仕事をする薬味は伊い豆ず産の山葵わさびくらいしか比ひ較かく対象が存在しない。そしてこのじっくり焼き上げた甘あまいオニオン。全てが一体となって口の中でオーケストラを奏かなでるその様……まさしくニューオリンズのビッグバンド。音の洪こう水ずいならぬ……味覚の洪こう水ずい」

　うん。細かいことはさておき、めっちゃ気に入ってくれたらしい。よかった。

「朱しゆ梨りもハンバーガー初めてか？」

「ええ。なんて罪な食べものを私は記き憶おくしてしまったのでしょう……ハッ!?」

　突とつ然ぜん我に返り、俺おれの顔を見て目を剝むく朱しゆ梨り。

「気に入った？」

「…………………………偉えらいのは、貴方あなたではなく食文化です」

　そらそうだ。

　でも、嬉うれしかった。沈しずんでいた朱しゆ梨りが少し元気を取とり戻もどしてくれたこともだし、俺おれの前ではじめてこんな上じよう機き嫌げんな様子を見せてくれたことも。

「ふま！　ちょーふまっス！」

「おいしいね留る子こ！　こんな食べものあるんだぁ」

　留る子こと巴ともえも大満足で完食してくれた。

　ふう、コーチとしてはダメダメな一日だったが、これでなんとか最後にひと仕事できたかな。
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♠都内ホテル・大宴会場






　毎度毎度、『場ば違ちがい』を感じ続けてしまったせいでふと思う。いちいち疎そ外がい感かんを覚えるのは俺おれの被ひ害がい妄もう想そうなのではないのかと。

　そもそも『違ちがわないな』と感じる場の方が社会人になってから少ないのだ。二に階かい堂どう静しずかに呼び出されるＣＥＯルームにリラックスして入れる日は一生訪おとずれないだろうし、陽よう明めい学園だって生徒には慣れたものの建物全体には相変わらず敷しき居いの高さを感じる。しいて緊きん張ちようを感じない場所を挙げるならば……病院……否いな。あそこはあえて『違ちがう』場として認にん識しきしておかねばならないのだ。病院を日常に組くみ込こむプランなど俺おれにはない。だから病院も含ふくめ、違ちがうと言ってしまえばありとあらゆる場が違ちがうのだ。逆説的に言ってしまえば『場ば違ちがい』であることなどいちいち気にしている方がおかしい。

　そうやって何度も自分に言いきかせ、どうしても意識が向いてしまう胸むな元もとの蝶ちようネクタイから気を逸そらすため全力を尽つくす俺おれであった。

　全力を尽つくしてる時点でぜんぜん成功していないのは語るに及およばずだが。『これから絶対にシロクマのことを考えないで下さい』という指示を出されると、誰だれもがシロクマのことを考えずにいられなくなるという心理学上のアレだ。名前は忘れたが。

　結局認めざるを得なかった。都内最高級ホテルのバンケットルームで開かれる、ドレスコードがブラックタイのパーティーなんぞ場ば違ちがいすぎて今すぐ逃にげ出だしたい。

　苫とま小こ牧まいのＩＲ施し設せつ第一号が国内企き業ぎようである『デュース・カンパニー』の資本主導で行われることの決定を祝し開かれたこの宴うたげには、大物政治家の顔すらちらほらと拝めるほど要人が大集合していた。間ま違ちがって誰だれかの足でも踏ふもうものなら、翌日謎なぞの不ふ審しん死しを遂とげていてもおかしくないのではと真面目に心配してしまう。

　救いなのは、二に階かい堂どう静しずかの周りが常に人で溢あふれかえっていることか。利権のおこぼれにすがりたいのだろう。先ほどから下品な笑えみを浮うかべたおっさんどもの揉もみ手でさすり手待機列が途と切ぎれることがない。最さい後こう尾びと書いた看板でも掲かかげて差し上げたい気分になる。噓うそだが。

　とにかく地球上最も下品な握あく手しゆ会かいが絶賛開かい催さい中ちゆうであるおかげで、俺おれは特に誰だれにも紹しよう介かいされることなく手て持もち無ぶ沙さ汰たにしていられる。

　そもそも、二に階かい堂どう静しずかとしても別に俺おれのことなど眼中にないのかもしれないが。とはいえ、それならこんな会に呼ばなければいいわけで。

　あの男なりの『褒ほう美び』のつもりなのだろう。苫とま小こ牧まいのカジノ利権を『キング・クラブ』から奪だつ取しゆしたことに対する評価として、暗あん躍やく者しやをこの場に呼び付けた。

　俺おれなんて添そえ物ものにすら至っていないのが実情なのだが、直々に呼ばれて断るわけにもいかなかった。げにめんどくさきはオトナノツキアイ。

「シュールな光景だ」

　地じ獄ごく握あく手しゆ会かいを遠目に苦く笑しようする。

　まさか、あのおっさん連中は想像もするまい。莫ばく大だいな利権を賭かけた大バクチをしたのが、小学生の女子たちだなんて。

「ヒマそうっスねーセンセー」

　ちょんちょんとわき腹をつつかれたので視線を落とすと、両手に山盛りのケーキが載のった皿を持った留る子こがニヤニヤとこちらを見上げていた。

　被ひ害がい妄もう想そうかもしれないが、視線が蝶ちようネクタイに釘くぎ付づけに思えた。わかってる。似合ってない。頼たのむから何も言うな。

「お前は食うのに忙いそがしそうだな。立食パーティーで取ったものを残すのはマナー違い反はんだぞ」

「愚ぐ問もんっス。あと四皿はいけるっス。ま、あたしも食べるくらいしかやることないんで」

　このパーティーに呼ばれたのは俺おれだけではない。本当の殊しゆ勲くん者しやたちも全員、招待を受けている。

　だが利権をポーカーで争ったことは極ごく秘ひ裏りのままなので、別に表ひよう彰しようされたりするわけではない。留る子このムーブが最も『利益的』であることは疑いようもなかった。

「俺おれもせめてメシくらい、しっかり頂いとくか」

「ローストビーフがうまかったっスよ。ローストビーフの概がい念ねんが変わるっス」

　皿を近くのテーブルに置きつつ、有益な情報をくれる留る子こ。その出いで立たちは華か麗れいにドレスアップされていて、いつものパーカー姿とは似ても似つかない。留る子こもご令れい嬢じようだからこういうパーティーには呼ばれ慣れているのかもしれない。

「どしたっスか先生？　あたしの麗うるわしさに見とれてたんスか？」

「そーっスよ」

　口調を真似まねて冗じよう談だんめかしたが、服に注目していたことを見み抜ぬかれて内心ドキリとした。さすがはテルリーディングの達人。いつでも気が抜ぬけない。

　さておき、実際に留る子こはドレスを完かん璧ぺきに着こなしていた。グリーンを差し色に使った、フリルとリボンだらけの華はなやかなワンピース。花を鏤ちりばめたデザインの大きなヘッドドレスが少しフードっぽく見えるのも、留る子ことドレスの調和に一役買っているような気もした。

「そこはもっとアワアワしてくれないとフラグが立たないっス」

「何フラグだ？」

「もちろん逮たい捕ほフラグっス」

　うん、知ってた。

「他の二人はいっしょじゃないのか？」

「いっしょだったけど、朱しゆ梨りとはソッコーはぐれたっス。お偉えら方がたに摑つかまって身動き取れなくなってるっス」

「あー」

　二に階かい堂どう家の令れい嬢じようならばさもありなん、か。後で労ねぎらいに行くべきか迷うが……ここ数日の朱しゆ梨りは相変わらず機き嫌げんが悪く近寄りがたい。

　理由は推おして知しるべし。陽よう明めい側がわで自分だけチップを失ったのが未いまだに屈くつ辱じよくなのだ。あの[image: ][image: ]ツーペアを降りてくれたからこそ勝てたようなものなのだが、本人は自責の念に駆かられずにはいられないらしい。真面目すぎるのも困りものである。

「巴ともえは？」

「ずっといっしょだったっスけど、あたしがセンセーみつけて声かけに行こうとしたら逃にげたっス」

「え、なんで？」

「ドレス見られるの恥はずかしいらしいっス」

　それはまた、どう考えるべきか。個人的には正直興味がある。あのお嬢じよう様さま感かんの薄うすい巴ともえがドレスアップした姿って、どんな感じだろう。間ま違ちがいなく可愛かわいらしいとは確信するが、頭の中で想像するのはなかなか難易度が高い。

「見られたくないなら無理に見に行かない方がいいか」

「寝ね言ごとは寝ねて言えっス。フラグ立てる気ない男に物語の主役が務まるわけないっスよ？」

　うるさい。逮たい捕ほフラグで成立する物語の主役なんてこっちから願い下げだ。

「あーもう。しゃらくさいっス。ほら、こっち！」

「え、おいおい……!?」

　留る子こが自分のケーキ皿を放置して俺おれの手を引き、壁かべぎわの方へ引っぱっていった。

　つまり、ここは見てあげるのが正解ということだろうか。巴ともえのドレス姿を。

　そう言われればそうなのかも、という気もしてくる。せっかくの晴れ着だ。記き憶おくにすら留とどめないというのは失礼にあたるのかもしれない。たとえ本人が本気で恥はずかしいのだとしても。

　その辺の判断は現げん役えき小学生であり、かつテルリーディングの達人にお任せした方が間ま違ちがいなさそうだ。

「お、発見っス」

　留る子こが双そう眼がん鏡きようを持つようなジェスチャーで壁かべぎわを見た。つられてそちらに目を向けると、自分の身体からだを抱だくようにしてモジモジしている巴ともえの姿が。

　纏まとっているのは白いノースリーブのドレスだ。留る子このドレスより可愛かわいらしさが強調されていて、巴ともえのあどけない面おも持もちとよく調和している。

「やあ、巴ともえ」

「あっ!?　せ、せんせい！」

　声をかけると巴ともえは飛び上がらんばかりにびっくりして内うち股またになり、ももの間に自分の両手を挟はさみ込こんだ。謎なぞのリアクションだが、なんとなく罪悪感を喚かん起きさせられるポーズだった。

「い、いえこれはあの。違ちがうんです！　私、ドレスとかあまり着ない方なので困っていたら、朱しゆ梨りが用意してくれたもので……」

　訊きく前から事情説明してくれる巴ともえ。借り物なのか。とてもよく似合っているから自前と言われても疑わなかったが、確かに巴ともえのセレクトにしては結構大だい胆たんなデザインだなという気もしてくる。

　それはいいとして、あまり前まえ屈かがみになるとその……胸むな元もとが。

「よく似合ってるぞ。全然恥はずかしがらなくていいんじゃないか？」

　慌あわてて視線を移動させつつ、噓うそっぽくならないよう真しん摯しに伝える。

「ほ、本当ですか……!?　肩かたとか丸だしですごく恥はずかしいんですけど。先生にそう言って頂けるなら……え、えへへ」

　頰ほおを染め、はにかむ巴ともえ。やはりお嬢じよう様さまというより、年相応の小学生という印象を強く抱いだかせる、純じゆん朴ぼくな表情だ。

　だからこそ、練習試合の日以来俺おれは巴ともえを前にするとわずかに混乱を覚える。

　いったいこの身体からだのどこに、あの大だい胆たんさを秘めているのだろうと。

　言葉を選ばなければ、巴ともえの度胸はもはや狂きよう気きの領域だ。それなのに、巴ともえからはいっさいその手のギャンブラー的な、ある種の破は滅めつ願望みたいなものを感じない。

　強いポーカープレーヤーは、多かれ少なかれ死し臭しゆうを纏まとう。運命に、いつ殺されるかわからないという諦てい観かんを漂ただよわせている輩やからばかりだ。朱しゆ梨りもそうだし、なかなかポーカーに対し真しん剣けんになってくれない留る子こですらそうだ。

　なのに笹ささ倉くら巴ともえという少女からは、生気しか感じ取れない。経験が浅いからだろうか。可能性はあるが、どうも違ちがう気がする。

　変な意味ではなく、宗教で言うところの『予定説』が身に染しみている。現時点で言葉を探すなら、それが最も適切であるように感じた。どう足あ搔がいても、未来は既すでに決定づけられたレールの上に存在する。ならば、最も自分の望む道だけを選び続けていれば良いい。外れたとして、外れることに対し抗あらがう術すべはないのだから。

　それが、巴ともえの持つ信条なのではないかと感じつつある。真相はわからないし、急にそんな話をされても巴ともえは首を捻ひねるばかりだろうが。

　とにかく巴ともえは、俺おれや留る子こ、朱しゆ梨りとは違ちがうタイプの人間だ。その差異に、俺おれは自分でも意外なほど興味を惹ひきつけられていた。

「せ、先生……あ、あまり見つめられると、その……恥はずかしいです」

「っと!?　すまん！　そんなつもりじゃなかったんだ！」

　ハッとして謝あやまる。無神経にも、俺おれは腕うで組ぐみして延々と巴ともえを見下ろすような真似まねをしてしまっった。これではまた留る子こに現行犯逮たい捕ほとか茶化されても文句がいえない。

「………………ん？」

　ふと、別方向から悪お寒かんを感じて目を向ける。

「う」

　オッサン共の列に捕つかまった朱しゆ梨りが、氷の槍やりを具現化したかのごとき視線を俺おれに突つき刺さしていた。侮ぶ蔑べつ。実に純度の高い侮ぶ蔑べつの感情が読み取れる。

　それもまた、俺おれにとっては混乱の種となる。

　朱しゆ梨りはどんな感情でもって俺おれを侮ぶ蔑べつするのか。結論としては理解できても、思考過程としての内心を把は握あくできるほど、俺おれは乙女おとめ心ごころに詳くわしくない。

「……センセーって、女に首の動脈切られて最さい期ごを迎むかえるタイプっスよね」

「どういう意味だよ」

「がんばって理解できるようになって下さいっス。血の噴ふん水すいスポットになる前に」

　留る子こがますます俺おれを悩なやませる。

　ポーカーテーブルの上での話だろうか。女性に油断しがちだとでも？

　……違ちがうだろうな。

「巴ともえ。ローストビーフ食べに行かないか？　美味うまいらしいぞ」

「あっ、行きたいです！　実は私、緊きん張ちようしちゃってあんまり食べもの取りにも行けてなくて。先生といっしょなら安心です……えへへ」

　なんとなくいたたまれなくなり、巴ともえを誘さそってこの場を離はなれた。

　留る子こは呆あきれ加か減げんに肩かたをすくめ、置きっぱなしにしたケーキの方へ戻もどっていった。

　氷の槍やりは、何度も後頭部に刺ささり続つづけた。怖こわくて振ふり返かえってないが、たぶん。

「そういえばなんですけど、先生」

「ん？」

　ドレスを乱さぬよう小さな歩ほ幅はばでぎこちなく人波をかき分ける巴ともえが、不意に顔を上げた。

「これからの活動って、どんな感じに進むんですか？　目標とか」

「とりあえず、最大の目標は全国大会だが、予選は夏休みになってからだな」

「じゃあまだ、ひと月以上ありますね」

「ああ。だから少しのんびりできるし、巴ともえには今のうちにじっくり技術を身につけてもらおうと思っているよ」

　俺おれは巴ともえに微笑ほほえみかける。練習試合に向けて付つけ焼やき刃ばになってしまった部分もあったし、とりあえずは一度基き礎そに立ち返ってじっくりポーカーを楽しんでもらうつもりだ。

「そうなんですね、よかった。ますます部活が楽しみです！」

　ほっとした様子で両手を合わせる巴ともえ。やはりいきなりレギュラーに駆かり出だされて緊きん張ちようも強かったのだろう。和気あいあいとした時間の訪おとずれは、最大の殊しゆ勲くん者しやたる巴ともえに対するいいプレゼントになりそうだ。

　……和気、あいあい。

「………………」

「先生？　どうしました？」

「ん。いや、なんでもない」

　誤ご魔ま化かすように首を振ふる。牧歌的なフレーズを頭に思おもい浮うかべた瞬しゆん間かん、妙みような胸むな騒さわぎがしたことについては、黙だまっておこう。

　そういうスピリチュアルな感覚とは袂たもとを分かって久しい。虫の知らせなどに気を取られていて、強いポーカープレーヤーになどなれるはずがあろうか。

　今この瞬しゆん間かんに考えるべきことはただ一つ。ローストビーフを何枚もらっていくか。それだけで充じゆう分ぶんだ。

「あ」

「マジかよ」

　噂うわさのローストビーフは大だい盛せい況きようを呼よび込こみすぎたらしく、皿の上はすっかり空になっていた。

「……待ってれば、新しいのが届くだろ。きっと」

「そ、そうですよね。きっと。むしろラッキーかもしれません！」

　無理矢理ポジティブ思考を盛り上げて、巴ともえと励はげまし合あう。

　そんな行こう為いもまた確率に対しフラットになりきれていない、弱い心の表れだと気づいてはいたのだが。

　いくら待てども、ローストビーフは補ほ充じゆうされないまま宴うたげはお開きを迎むかえた。





◆陽明学園初等部・ポーカールーム






　パーティーの翌日、朱しゆ梨りが学校を欠席した。

　風邪かぜとの連れん絡らくだったが、実際は疲ひ労ろう過か多ただろう。やりたくもない挨あい拶さつ回まわりと衣え奈なに罠わなを仕し掛かけられたストレスのダブルパンチで心身とも限界に達した。そう考えるのが妥だ当とうだ。

　窓の外はしとしとと雨が降り注いでいた。

「…………」

　巴ともえは部室の蔵書で勉強中。留る子こはいつもの人工知能相手にハンド分ぶん析せき。もともと騒さわがしくなることは少ないクラブだが、今日はいつにも増して沈ちん黙もくが続く。時折窓にぶつかる雨あま粒つぶの音が、やけにうるさく響ひびいていた。

　俺おれはと言えば、ネットポーカーのトーナメントでファイナルテーブルに到とう達たつしたところ。それなりの金を賭かけた、れっきとした真しん剣けん勝負だ。

　日本にいながらネットで賭と博ばくなんて犯罪では……と疎うとい人間には思われがちだが、このオンラインカジノの運営元はヨーロッパにあるので俺おれは今ヨーロッパのカジノにネット経由で遊びに行っている体ていだ。だから問題ない。

　……と、いう回りくどい言い訳すらもはやとっくの昔に必要なくなったのだが。現在、日本でオンラインカジノは合法化されている。ただし、厳しい入金額の制限が設けられており大金をブチこむことは不可能だが。

　だとしても、だ。少額を大切に育て上げていった結果として、大金がストックされている状じよう況きように持もち込こんでしまえばあとは普ふ通つうのカジノとなんら変わりない額を運用できる。

　手て前まえ味み噌そだが、俺おれはまがりなりにも世界一を目指しているプレーヤーだ。今いくら賭かけて争っているかという問いには、もう一度『それなり』と答えておこう。

　それより就業規則的にどうなのか、というツッコミには口ごもらざるを得ない。しかしまあそこはそれ。少女たちの育成だけでなく自じ己こ鍛たん錬れんも二に階かい堂どう静しずかとの契けい約やくの一部なのだから違い約やくはしていないだろう。たぶん。

　朱しゆ梨りがおらず卓たくも立たないのであれば金かね稼かせぎ……もとい自じ己こ鍛たん錬れんに少しばかり時間を回させて頂く。そう、俺おれはセコくて金に飢うえている。そういう人間だ。認めよう。

「センセー。あたしもそっちでプレーしたいっス」

「すまんが十年我が慢まんしろ。小学生に垢あか貸すのはさすがにＮＧ」

　日本でのオンラインカジノは合法化されたが、賭と博ばくは二十歳はたちになってから。教師として留る子このリクエストは拒きよ否ひせざるを得なかった。気持ちはわかるし、留る子こならオンラインでもそこそこ戦たたかい抜ぬける実力があるとは思っているのだが。

「あーあ。退たい屈くつっス」

　椅い子すに寄りかかり、天てん井じようを見上げる留る子こ。

「……………………」

　ほどなく、ポーカールームに沈ちん黙もくが戻もどってきた。

「……雨、やみませんねぇ」

　長い間テキストを読みふけっていた巴ともえが、ふと窓の方を見た。雨あま脚あしは弱まるどころか、ますます強くなっていた。どんよりとした空気が、外の景色を薄うす暗ぐらく包つつみ込こんでいる。

「……そういえば、あの日もこんな感じだったよな。強い雨が降っていて、朱しゆ梨りが欠席で」

　ふと記き憶おくが蘇よみがえり、俺おれはぼそりと呟つぶやく。

「あの日？　なんの話ですか？」

　興きよう味み津しん々しんに巴ともえが前のめりになった。少し座学に退たい屈くつし始はじめていたのかもしれない。

「半年くらい前……いや、正確にはもう七ヶ月と少しくらい経たっているのか。ひどい雨が降っていて、留る子こと朱しゆ梨りが四年生で、まだこの部に五年生と六年生が何人もいたころの話だ」

「やめるっスよセンセー。……思い出したくもないっス」

　珍めずらしく強い口調で、俺おれの言葉を遮さえぎる留る子こ。その面おも持もちは嫌けん悪お感かんに染まりきっていた。

「え、聞きたい聞きたい。これでお預けなんて耐たえきれないよ」

「……お化けが出たんスよ。この部屋に」

「え!?」

　一いつ瞬しゆんで青ざめる巴ともえ。どうやら怪かい談だんの類たぐいは苦手なようだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。もうお化けはいないっス。勝手に現れて、勝手に消えたっス」

　深く息を吐はきながらそう言って、留る子こは立ち上がった。元々被かぶっていたフードをさらに目ま深ぶかに引き下げる。

「もっと詳くわしく聞きたいならあとはセンセーからどうぞっス。あたしは早退するっス」

　留る子こが荷物をまとめだした。冗じよう談だんでも何でもなく、本気で帰るつもりらしい。

　……やはり、まだ。完全にはダメージから回復していないのだな、と思い知らされる。後ご日じつ譚たんとして語るにも、留る子こにとっては難しいらしい。あの『事件』については、相変わらず。

「集団催さい眠みんか何かだったんスよ。きっと。あんなバケモノ、本当は存在すらしてなかった。あたしはそう思いたいっスね」

　扉とびらの方へまっすぐ歩いていく留る子こ。

　その扉とびらが開いた。

「………………え」

　留る子こがノブに手をかける、はるか手前で。




「へー。んで、そのバケモノってのは、どんな顔をしてたんだい？　もしかして、こんな顔だったり？」




　ずぶ濡ぬれの、長ちよう髪はつ。雲のような銀色が顔に貼はり付つき、目元を覆おおっている。口だけが露あらわで、長い八や重え歯ばがむき出しになって鈍にぶい光を放つ。

　ぬらり、ぬらりとした歩みで留る子こに近付き、その銀ぎん髪ぱつの少女は嗤わらう。

「ただいま。亡ぼう霊れいの帰き還かんだよん。てゆーかタル子こ、まだいたの？　才能ないから辞やめろってあれほど言ったじゃ～ん」

「あ……あ……」

　肩かたを震ふるわせ、固まる留る子こに、ずぶ濡ぬれのそいつは耳元で囁ささやく。

「それとも、まだ悪夢が見足りない？」





♠陽明学園初等部・ポーカールーム（七ヶ月前）






「……マーヤ・オーケルマン。スウェーデン人か」

　手て渡わたされた学生証と、ずぶ濡ぬれの少女とを俺おれは見比べる。

「んー？　どうなんでしょうね。親は日本に帰化するらしいので、ワタシもこれから日本人になるのかも。ま、どっちでも良いいですけど。国こく籍せきなんて」

　したたり落ちる水を気にした様子もなく、銀色の髪かみと水色の瞳ひとみの持ち主である少女はあご先に指を置いた。先日この学園に編入してきたという四年生は明らかに異い邦ほうの顔立ちなのに、日本語のイントネーションは完かん璧ぺきだった。いろいろバックストーリーを持っていそうだが、俺おれとしては別に興味もない。

「入部希望ってことで良いいんだよな？　とりあえず、タオル使って」

「あ、ドモドモ～」

　運良く未使用のスポーツタオルを持っている部員がいたので、拝借してマーヤと名乗った少女に渡わたす。西洋人は多少の雨くらいじゃ傘かさを使わないと聞きかじったことはあったが、これほどびしょびしょになるような天気でも例外ではないのだろうか。

　それも個人の自由かと言いたいところだが、ずぶぬれの小学生は見ていていたたまれない。タオルを渡わたしたのは身体を隠かくせというメッセージでもあったのだが、異い邦ほうの少女は雑に髪かみを拭ぬぐうとすぐにタオルをこちらに投げ返してきてしまった。

「確かく認にんなんですけど、どーゆーポーカーやってるんですか？　まさかファイブドローじゃないですよね？」

「そこはご心配なく。ＮＬノーリミツトＨＥホールデムが必修で、ＰポツトＬリミツトＯオマハができる部員も多い。ミックスルールだって興味があるなら指導するぞ」

　説明すると、マーヤはニコリと笑った。どうやら満足のいく状じよう況きようだったらしい。

[image: ]

　こちらとしても即そく戦せん力りよくになりそうな四年生の登場は密ひそかに胸むね躍おどる思いだった。北ほく欧おうと言えばポーカー先進国として真っ先に名の挙がる地域。陽よう明めいポーカークラブは現状全体的に発展途と上じようとはいえ、四年生にかなりのポテンシャルを秘めた二人がいる。マーヤも同様だとしたら、あと一年もすれば全国レベルで戦えるチームが作れる。

　否いな、作らねばならない俺おれにとって、マーヤはまさしく渡わたりに舟ふねの人材に思えた。

「……ただ、このクラブは誰だれでも歓かん迎げいというわけじゃないんだ」

　はやる気持ちを抑おさえて咳せき払ばらいを一つ。スウェーデンはポーカー強きよう豪ごう国こくだが、スウェーデン生まれだから必ずポーカーが強いとは限らない。やはり万ばん全ぜんを期して、他のメンバーと同じように入部テストを受けてもらう必要はあるだろう。

「そうなんですか？　強すぎるとハブられるとか？」

　思わず噴ふき出だしてしまった。なんという自信。もちろん喜ばしいことではあるが。

「違ちがう、違ちがうよ。もちろん逆。強いメンバーだけを探しているんだ」

「へえ」

　マーヤがまた笑った。

　いや、嗤わらった。獲え物ものに食らいつく鮫さめのような、温度のない嗤わらい顔がおを、この時ようやくマーヤは披ひ露ろうした。

「んじゃ、カズラ先生にいいニュースがあります」

「ん？　なんだ？」

「ワタシ得意なんですよ。ザコに、身みの程ほど知らせてやるのが」

　そう言って立ち上がったマーヤは、ぬらりぬらりと這はい寄よるようにテーブルへ近付いていく。

「座すわって座すわって。このテーブルを囲む価値があるヤツ、ここに何人いるか、ワタシが手っ取り早く確かめてあげるからさ」

　そして、上級生たちに向かってなんの躊躇ためらいもなく過激な挑ちよう発はつを浴びせかけた。

「ちょっと、なんなの」

　当然、部屋全体に緊きん張ちよう感かんがほとばしる。

　一人、また一人と、先にテーブルについたマーヤを包囲するように、部員たちが椅い子すに腰こしを下ろす。

　俺おれは苦く笑しよう混まじりに、ディーラーとしてテーブルについた。

「あたしも入っていいっスか。これでちょうど九人っスし」

　ニヤニヤしながら留る子こが俺おれに尋たずねる。

「ああ。もちろん」

　ただし、お手て柔やわらかにな。そうアイコンタクトを送ると、留る子こはますますニヤニヤした顔つきになる。ちょっと心配だ。あまり派手に洗礼を浴びせすぎないでほしいものだが。

　そんなことを考えていた。

　事の重大さに、俺おれたちは誰だれ一人ひとりとしてまだ気がついていなかったのだ。

　ゲームが始まる。

　十分が経たち、三十分が経たった頃ころ。

　上級生のおおよそ半分が、マーヤの手によって壊こわされていた。ポーカープレーヤーとして、二度と再起不能なほどに。

　一時間経過して、生き残っていたのは留る子こ一人だけだった。

　その留る子こも、壊こわされかけていた。あのままゲームが進行していたら、留る子こもまたカードを握にぎれない身体からだになってしまっていたかもしれない。

「……失礼します。遅おそくなり申し訳ありません」

　二に階かい堂どう静しずかからの招集で、その日学校を欠席していた朱しゆ梨りが、寮りように戻もどるついでに部室にも足を運んでくれていなかったなら、留る子この選手生命も危なかった。

　なにしろ、あの日以来なのだ。留る子こがあらゆる場面で怠たい惰だになり、あらゆる場面でフードを被かぶっていないと、日常生活すらままならない性格になってしまったのは。

　プレーヤーとして半死半生の留る子こを庇かばうように、朱しゆ梨りはマーヤにヘッズアップ勝負を挑いどんだ。

　二時間にも及およぶ死し闘とうの末、勝ったのは朱しゆ梨りだった。

「なるほどね。おめでとうカズラ。一人だけいたよ。わりかし強いのが」

　そう言い残し、マーヤはあっさりと部室を去った。

　以来一度も、あの銀色の亡ぼう霊れいを学園内で目にした者はいない。





♣陽明学園初等部・ポーカールーム（現在）






「へ～。結局、上級生全員辞やめたんだ。賢けん明めいだね。時間の無む駄だを避さけられた。ワタシとしても貢こう献けんできて鼻が高いよ」

　我わが物もの顔がおでポーカーテーブルの上であぐらをかき、しみじみと頷うなずくマーヤ。

　誰だれのせいだと思っているのだ……と、喉のど元もとまで出かけて結局俺おれは何も言えない。誰だれのせいでもない。マーヤはただポーカーをプレーしただけ。そして、ほぼ全員が心を折られてポーカーから離はなれた。結局はそれが全てなのだから。

「マーヤ。全然姿を見なかったけど陽よう明めいに通っていたのか？　今まで何してた？」

「んーちょっとね。いろいろ用事がありまして。あんま学校には来てなかったよ」

「いろいろ？」

「マンションポーカーの代打ちとか。詳くわしくは言えないんだ。余計なこと話すと東とう京きよう湾わんに沈しずめられるから。ゴメンネ」

　しれっととんでもないことをのたまうマーヤ。はぐらかされているだけだと思うが……あながち噓うそと否定もしきれない。本当にそういう死線をくぐってきたかのような凄すごみが、確かにこの北ほく欧おう少女には宿っている。

「……真実なら看過できないが。さておくとしてこの期ごに及およんで何しに戻もどってきた？」

「そうそれ！　それが大事……なんだけど」

　キョロキョロ辺りを見回し、眉まゆをひそめるマーヤ。

「シュリは？　いないの？　死んだ？」

　真顔で縁えん起ぎでもないことを。

「生きてる。今日は欠席してるだけだ」

「よかった。シュリいないと意味ないしね」

「……？」

　眉まゆ根ねを寄せる俺おれに対し、マーヤは『これは神からの思おぼし召めしです』とでも言いたげな慈じ愛あいを込こめた微笑ほほえみを浮うかべる。

「あらかた倒たおしたからもう良いいかなって思ったんだけど、おめでと！　気が変わった。ワタシ、このクラブ入ってあげるよ」

「………………」

　言葉を失ってしまった。喜き怒ど哀あい楽らく全ての感情に対し、その発言は俺おれに衝しよう撃げきを届けた。お前が崩ほう壊かいさせておいて何を今さらという思いが四分の一くらい。二に階かい堂どう静しずかの傀かい儡らいの立場として、強力なメンバー加入宣言に対する堪こらえきれない歓かん喜きが四分の一くらい。この後の人間関係を思った途と端たん早くも感じた胃痛が四分の一くらい。

　そして、残るは。

「何が目的だ？」

　純じゆん粋すいな疑問が四分の一くらい。

「ちょっとね、この前ボコりたいヤツ見つけたんだ。このクラブ、いちおー全国優勝目指してるんでしょ？」

「目指すさ、そりゃ」

「そうこなくちゃ。そいつとオフィシャルなところで真しん剣けん勝負したいからさ、いいよ。シュリと組んでこのクラブで全国目指したげる」

　つまり、真面目にポーカーをプレーするため、帰ってきたということなのか？

　だとすれば、いろいろわだかまりは感じつつも喜ぶべき状じよう況きようということになるが……。

「……って、思ったんだけど。ダメじゃんこれ。部員いないじゃん。最低三人いないと全国大会出られないんでしょ？」

　だから、誰だれのせいだ。

　そう責め立てたい思いを吞のみ込こんで俺おれはあくまで冷静に答えた。

「そこに二人いるだろ。マーヤが本当に入ってくれるなら四人になる」

　ぴょん、とマーヤがポーカーテーブルから飛び降りた。そして、まっすぐ巴ともえの方に向けて歩み寄る。

「キミ、ポーカー歴は？　見た感じザコっぽいけどやっぱザコ？」

「ひ、ひどい……。確かに、ポーカー歴は浅いですけど……」

　既すでに場に圧おされ沈ちん黙もくしていた巴ともえが、ますますたじたじと壁かべぎわに追おい詰つめられていく。

　俺おれは巴ともえの功績についてありのままの事実を伝えることにした。助け船を出してやりたいという気持ち……というより、純じゆん粋すいにマーヤの反応が知りたかった。

　マーヤが、この前の連続オールインに対しどんな感想を抱いだくか。そんな興味の方が強かったのかもしれない。

「部の救世主だぞ、巴ともえは」

　とんでもないクズ手で、連続オールイン。そして勝利をもたらした笹ささ倉くら巴ともえというルーキーについて淡たん々たんと事実を語るにつれ、マーヤの肩かたが震ふるえていく。

「あっははははは！　ホントにドシロートじゃん！　バカじゃないの!?」

　やがて、マーヤは大笑いで腹を抱かかえながら巴ともえを指さした。

「うう。でも、だって……」

　ふくれっ面つらになりながらも、反論できないでいる巴ともえ。

　すると突とつ然ぜん、マーヤは高笑いを止やめて巴ともえをまっすぐ見つめた。

「だって、何？」

「え？」

「だって、勝てると思った？」

　そんな質問を投げかけるマーヤ。求めている反応は、俺おれにもわからなかった。

「勝てると思った…………。それは、ちょっと違ちがうかもしれない」

「その心は？」

「これで負けるなら、私はポーカーから拒こばまれた。そういうことなのかなって……ええと」

　しどろもどろに巴ともえが答える。論理的な返答ではない。なのに、マーヤはふっと口角を持ち上げ、巴ともえの肩かたをポンと一度叩たたいてみせた。

「気に入った」

「…………？」

「偶ぐう然ぜんに対する身構え方さ。気に入ったよ。悪くない。死しに際ぎわが美しそうだ。美しいものは、嫌きらいじゃない。オッケー。キミでいい。シロートなことはこのさい妥だ協きようしよう。シュリと、キミと、ワタシで全国めざそ」

　ぐっと親指を突つき立たてるマーヤ。

　巴ともえは圧あつ倒とうされたまま話について行けていない様子だった。返事もままならず目を白黒させている。

「というわけで、タル子こ。お前はいらない。出てっていーよ」

　俺おれもまた、しばし呆気あつけにとられていたが、そんな無情な一言によって我に返った。巴ともえも驚おどろきで定まってなかった視線がビクリとまっすぐマーヤに向く。

「……何様のつもりっスか」

　いきなり槍やり玉だまにあげられた留る子こが、ここまで長らく保ち続けてきた沈ちん黙もくを破り、深く被かぶったフードの奥おくから絞しぼり出だすように声を漏もらした。

「お前才能ないじゃん。お前とじゃポーカーは戦えない。戦力外通知。タル子このためにも、さっさとポーカー辞やめて他のお遊ゆう戯ぎでもしてな」

「…………っ」

　嚙かみしめた歯をむき出しにして、留る子こがマーヤに詰つめ寄よる。目元は隠かくれたままで、その表情の全てを窺うかがうことはできない。

「朱しゆ梨りに負けたくせにデカい態度っスね」

「単発のヘッズアップなんて半分じゃんけんでしょ。一度負けたくらいで何の意味がある？」

　この論争に関してはマーヤに分がある。たしかにあの日、マーヤは朱しゆ梨りにヘッズアップで負けた。しかし、その事実をもってしてマーヤが朱しゆ梨りより弱いとは断言できない。

「ま、打ち合えば相手のレベルくらいはわかるけどね。シュリは強いよ。それは認めてる。でも、お前は弱い。それも致ち命めい的てきに。だからお前はいらない」

「………………」

　押おし黙だまる留る子こ。その内心を、推測することはできない。

　ただ、返す言葉を見つけられずにいることだけは、伝わってしまう。

　俺おれもまた、口を挟はさめなかった。実際留る子こがマーヤに壊こわされかける場面を、目まの当あたりにしてしまったのだ。言いたいことの意味は、嫌いやというほど伝わってしまう。

　弱点があるのは確かだった。留る子この持つ弱さの一面。それを、マーヤは決定的に嫌きらっているのだろう。

「待って下さい！」

　たまらず間に飛とび込こんでいったのは巴ともえだった。面おも持もちは怒いかりで染まっている。ここまで切せつ磋さ琢たく磨ましてきた仲間である留る子こを侮ぶ辱じよくされ、我が慢まんならない様子だ。

　俺おれも、心情的には巴ともえに味方したかった。留る子こに対する攻こう撃げきを止やめさせたかった。教師としては、そうしない理由など何もないだろう。

　しかし。

「どしたルーキー？」

「留る子こに、なんでそんなひどいこと言うんですか！　留る子こはすごいプレーヤーで、私は心から尊敬しています！　私は……あなたと全国を目指す気はありません！　目指すなら、留る子こと目指します！」

「……巴ともえ」

　厳しい眼まな差ざしをマーヤに向ける巴ともえ。留る子こはその姿に、フードの奥おくで声を震ふるわせる。

「なるほどなるほど」

　まったく動じた様子もなく、巴ともえの肩かたを叩たたくマーヤ。

「ルーキー、タル子こが負けたとこ、見たことあるかい？」

「えっ。……それは」

　ない。巴ともえはまだ、留る子こが練習以外で相手に征せい圧あつされる場面を見たことがない。

　だから、本当の意味でマーヤが言いたいことを、理解できていない。

　巴ともえはまだ、留る子この抱かかえる弱点について何の知識も持っていないのだ。

「オーケー。未来のチームメイトが気持ちよくゴミをゴミ箱に放ほうり込こめるよう、ワタシが一役買ってあげよう」

　そう言って、マーヤはストンとポーカーテーブル前の椅い子すに腰こしを落とした。

「こいよタル子こ。ヘッズアップだ。もし勝てたらワタシの方が入部を諦あきらめてあげる。もしも、タル子こが勝てたらね」

「………………」

　挑ちよう発はつに対し、留る子こは動かない。フードを目ま深ぶかに被かぶったまま、うつむき続けている。

「留る子こ……」

　巴ともえが呼びかける。焚たき付つけ、鼓こ舞ぶするニュアンスが声に込こめられていた。留る子こならば勝てる。巴ともえは本気でそう思っているのだろう。

　でも、悲しいことに俺おれは確信してしまう。

　たとえ運の要素が強いヘッズアップでも、留る子こはマーヤに勝てない。

　相あい性しようが悪すぎる。

　留る子こ自身も、そのことを嫌いやというほど過去に思い知らされている。

「………………っ！」

　長い沈ちん黙もくの果て。留る子こが選んだ行動は、唇くちびるを嚙かみしめたままポーカールームを飛び出し、傘かさも持たず雨の中へ突つっ込こんでいく──というものだった。

　事実上の、敗北宣言。

「留る子こ！　どうして……!?」

　慌あわててその後を追いかける巴ともえ。

　俺おれは何もできなかった。教師として、最悪の不ふ作さく為い。

「はい逃にげた。賢けん明めい。……とりま先生、コーヒーでも飲もうか。ワタシブラックね。とびきり苦い、眼めの醒さめるヤツ」

　だとしても、鉄火場に送おくり込こまれたポーカーのコーチとしては、マーヤを追い出してしまうことなどできるはずがなかった。

　留る子ことマーヤの序列をつけろと言われたなら、俺おれは迷わない。迷うことができない。

　降り注ぐ雨を、窓まど越ごしに見つめる。

　巴ともえに期待してしまっていた。留る子こを元気づけてやって欲ほしいと。そんな自分が、たまらなく小こ狡ずるい存在に思えて仕方がなかった。





♠陽明学園初等部・ポーカールーム（七ヶ月前）






「名前、なんだっけ？」

　上級生たちを瞬またたく間まに破産させ、茫ぼう然ぜん自じ失しつの山を作り上げてしまったマーヤが、最後に残った留る子こに問いかける。

「……木き之の下した留る子こっス」

　震ふるえる声で、絞しぼり出だすように答えた留る子こ。その顔色は既すでに真っ青だった。

「続けてダイジョブ？　なんか今にもゲロ吐はきそうだけど」

「……………………」

　留る子こは頷うなずきだけを返した。たぶん、図星だ。嘔おう吐と感かんを必死に堪こらえながら、留る子こは今テーブルにしがみついている状じよう況きようなのだろう。

　意外だった。まさか、留る子こがこんな形で追おい詰つめられてしまうなんて。

　意外だったが、改めて考えれば納なつ得とく感かんはあった。

　諸もろ刃はの剣けんだったのだ。留る子この持つ、異能とも呼ぶべきその才能は。

　裏側の刃はは、自らに刺ささりうる。そして今、現実としてそうなった。

　もう勝負を止めるべきなのか、俺おれは迷いに迷った。このままだと、留る子こもマーヤに潰つぶされかねない。しかし、こんな局面はポーカーを続けていればいずれまた訪おとずれる。留る子こを一流のプレーヤーとして育成するならば、乗のり越こえてもらう必要がある。

「なんかさ、げんなり」

　片かた肘ひじを突ついて、マーヤが深いため息を漏もらした。

「期待させといて落とされるのって、一番テンション下がるわ。ちょっと期待しちゃったじゃん、タル子このこと。こんなザコだとは思わなかった。ザコなら最初っからザコらしくしてろっつーの」

「……………………」

　ますます俯うつむく留る子こ。目め尻じりには涙なみだが滲にじんでいる。

　チップの枚数で言えば、まだまだ安あん全ぜん圏けんであるにもかかわらず、もはやその表情は死に直面した絶望感で溢あふれていた。

　もう限界だ。止めよう。

　留る子こに成長が必要なのはわかった。だが、今強要すべきではない。

　これ以上マーヤと対たい峙じさせれば、留る子この選手生命が絶たれてしまう。




　──こん、こん。




　俺おれが声を出そうとするより一いつ瞬しゆん早く、ノックの音が響ひびき渡わたった。

「……失礼します。遅おそくなり申し訳ありません」

　朱しゆ梨りが入ってきた。欠席届が出されていたから、今日の参加は諦あきらめていたのだが。

　運命論者ではない俺おれでさえ、不思議な巡めぐり合あわせのようなものを感じずにいられなかった。

「ん？　誰だれ？」

「このクラブのエースだよ」

　俺おれは間かん髪はつ入れずに答えた。打算の気持ちがあったわけではない。もともと既すでにそう思っていた。まだ四年生である朱しゆ梨りを中心としたチーム作り。そんな青写真を、ここに来た時から描えがいていた。

「へえ。んじゃ、ヘッズアップしよう。こいつはもういいや」

「貴方あなたは？」

「這い寄る十徳ナイフリンプ・ビズキツト」

「……？」

「なんてね。たまにそんな陰かげ口ぐちを叩たたかれてる。ワタシ自身、結構気に入ってるけどね。本名はマーヤ・オーケルマン。スウェーデン生まれ東京育ち。お見知りおきを」

　リンプ・ビズキット……。まさしく、マーヤというプレーヤーを言い得て妙みような名だと思わされた。

「二に階かい堂どう朱しゆ梨りです」

　嘆なげきと震ふるえの阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれた上級生たちを横目に、朱しゆ梨りは迷わずテーブルについた。

　勝負師としての才覚が、マーヤとの対決を避さけてはいけないと悟さとらせたのかもしれない。

　倒たおせなければ、最強の小学生ポーカープレーヤーの座が遠ざかる。

　既すでに朱しゆ梨りはそう確信している様子だった。





♥陽明学園・敷地内（現在）






「…………………………っ」

「留る子こ！　こんなところに……！」

「……巴ともえ。追いかけてくるなんてヤボっスね」

「ご、ごめん。でも……」

「それともバカにしに来たんスか？　なんて情けないヤツだって」

「違ちがうよ！　そんなつもりじゃ！」

「んじゃ、ほっといてほしいっス。巴ともえ、びしょ濡ぬれっスよ」

「留る子この方がもっとびしょ濡ぬれだよ……。戻もどろう、風邪かぜ引いちゃうよ」

「…………………………怖こわいんスよ。あいつ」

「えっ？」

「あいつの……マーヤの言ってること、間ま違ちがってないっス。あいつの前だと、あたしはただのザコっス」

「そんな……！　留る子こ、いつもすごいじゃない。相手のカードが全部見えてるみたいで、本当にかっこいい。……私の、憧あこがれだよ。憧あこがれの人に、そんなこと言われても。私には信じられない。絶対に、信じない」

「……巴ともえ」

「ポーカー、楽しくて。やっと夢中になれるものを見つけられて私は嬉うれしい。けど、やっぱりまだ私には何もないから。留る子こみたいに相手の手を読んだりできないし、この前の練習試合だって勝てたのは偶ぐう然ぜんだってわかってる。でもいつか、留る子ことか朱しゆ梨りみたいなすごいプレーヤーになれたらなって憧あこがれるから、毎日頑がん張ばれる。憧あこがれの人なんだよ、留る子こは。憧あこがれの人に、そんなこと言われたら、私……どうしたらいいかわからないよ」

「な、なんで泣くんスか。巴ともえが泣く必要ないじゃないっスか」

「ひぐっ……泣いてないもん。これは……雨だもん……ううっ」

「どう見ても号ごう泣きゆうじゃないっスか……」

「留る子こは……強いもんっ……すごいプレーヤーなんだもん……っ」

「……………………あーあ。困ったもんっスね。しゃーない。ほら、行くっスよ」

「うう……ふぇ？　部室、戻もどってくれるの？」

「とりあえず風ふ呂ろっス。風ふ呂ろで、ちゃんと話すっス。……あたしの弱さを。まだ巴ともえの知らない、あたしの弱点を」

「弱点……？」

「そう。ポーカープレーヤーとして致ち命めい的てきで、あたしがマーヤに勝てない理由を話してあげるっス。長い話になるから、とりあえず風ふ呂ろっス」

「………………？」

「来ないっスか？　ま、どのみちあたしは風ふ呂ろに行くっス」

「あっ、行く！　私も行くから待って！」

「あーあ。こりゃ制服も洗せん濯たくしないとダメっスね」

「そうだね、びしょびしょ……」

「………………巴ともえ。ありがとうっス」

「えっ？　なんの話？」

「憧あこがれって言ってもらえて、嬉うれしかったっス。本気でそう思ってくれてるの、伝わったっス」

「思ってるよ、もちろん本当に」

「その憧あこがれにふさわしかったら、良かったんスけどね。あたしだって実は、なりたいんスよ。本当にすごいプレーヤーに。今はまだ……ハリボテだとしても」

「……………………留る子こ」





◆陽明学園初等部・ポーカールーム






「ミラーニューロン？」

「ああ。れっきとした科学用語だ。オカルトじゃない」

　留る子こと巴ともえが去った後、何事もなかったかのようにコーヒーを飲み出したマーヤ。いきなり乱入してきた人間とは思えないくつろぎっぷりだった。

　むしろ俺おれの方がどうしたものか悩なやまされた。先に帰るわけにもいかないのでしばし居い心地ごこち悪わるい空間を共有していたところ、不意にマーヤが俺おれに尋たずねてきた。

　留る子このテルリード能力について、そのカラクリが知りたいと。

「で、なんじゃそれ？」

「俺おれも専門家じゃないから詳くわしくは説明できないが……」

　咳せき払ばらいと共に前置きする。マーヤの方も学術的に完かん璧ぺきな理解を求めているわけではないだろうから、ほんの触さわりの触さわりだけ、本やネットに頼たよらなくても話せる程度の知識を伝えれば充じゆう分ぶんだろう。

「要するに、他人の行動を、まるで自分の行動であるかのように感じさせる脳神経細さい胞ぼうのこと。例えば……相手が怒おこってるなって思うと、自分もイライラしてきたりした経験ないか？」

「あー。あるね。だから鏡ミラーってわけ？　でもそんなん普ふ通つうのことじゃないの？　キレられたら誰だれだってムカつくでしょ」

「怒いかりだとわかりづらいかもしれないが、じゃあ笑いとか涙なみだはどうだ？　相手が笑ってると自分も楽しくなったり、逆に泣いてる人を見ると悲しくなったり」

「え、あるわけないじゃん。なんで人につられて泣いたり笑ったりするの？」

　きょとんとしているマーヤ。実のところ、そうだろうと思った。

「つられないとしたら、マーヤのミラーニューロンは反応がかなり鈍にぶい。ミラーニューロンは活性度に個人差があるんだよ」

「なに？　ワタシが人より劣おとってるとでも言いたいわけ？」

「違ちがう。ミラーニューロンの活性度は、他人への共感能力に影えい響きようするが、ただそれだけのことで優ゆう劣れつの問題じゃない。もっとはっきり言ってしまえば、マーヤ。お前は間ま違ちがいなく共感能力の低いＫＹだ。だが、ＫＹだから人間として劣おとってるかというと──」

「アハハ、なるほどね。ワタシがＫＹなの、認める認める。だからこそワタシはワタシのポーカーができるわけだし」

　まさしくその通り。マーヤは他人への共感能力が低いからこそ、マーヤ独自のプレースタイルを身につけることができた。

　そして、裏を返せば。

「なるほど。話が見えてきた。タル子こはその逆で、異常に共感能力が高いわけか。相手が怒おこってるとか焦あせってるとか、自信があるとかないとか、すぐにあいつのミラーニューロンとやらがピピッと受信しちゃうわけだ」

「おそらくな。だからこそ、あんな超ちよう能のう力りよく的てきなテルリードが可能なんだろう」

「マユツバだなー。エビデンスなしでしょ？」

「それが、そうでもない。このご時世、遺伝子検査でわかるんだよ。共感能力をつかさどる遺伝子をもともと持ってるかどうか。俺おれとしても興味があったから留る子こには検査を受けてもらった。結果はやはり、期待した通りだった」

　相手の喜き怒ど哀あい楽らくの伝わりやすさ、その全ての項こう目もくで留る子この遺伝子はトップクラスの数値を示した。科学的分ぶん析せきでも、留る子こが特別な存在であることは疑いようがない。

　注ちゆう釈しやくとして、共感力は遺伝だけで全てが決まるわけではなく、後天的に経験やトレーニングによっても変化する。だからＫＹは絶対に直せない、というのはいささか誇こ張ちようになるだろう。

　それはそれとして、マーヤがやけに根ね掘ほり葉は掘ほりこの件について訊きいてくることに俺おれは今さらながらに違い和わ感かんを覚え始めた。

「ワタシも受けてみようかな、その検査。どれくらいＫＹなのか知るの楽しそう」

「調べるまでもないと思うが。……ところで、ずいぶん留る子こに興きよう味み津しん々しんだな。追い出そうとしてるくせに」

　やや皮肉を滲にじませながら尋たずねると、マーヤは鼻で笑うように顔を歪ゆがめた。

「興味あるっていうか。あったよ。めちゃめちゃ。ワタシは強いポーカープレーヤーが大好きだからね。あいつのテルリードがホンモノだったら、どれだけトキメいたか。だからこそ、死ぬほどムカつくんだよ、今となっては。完全攻こう略りやくしちゃったし、もうなんの魅み力りよくもない。顔も見たくないし、一いつ瞬しゆんでも期待させた罪は償つぐなってもらう。カード握にぎれなくなるまで徹てつ底てい的てきにツブす」

「……………………焦あせるなよ。時間が解決してくれるかもしれない」

　確かに今の留る子こは未完成だ。だからマーヤに壊こわされかけた。しかし、なにかきっかけ一つで進化できる可能性も……。

「本気でそう思うの？　遺伝子レベルの話だって自分で言ってたじゃん。じゃあ、無理じゃん。あいつがポーカー向いてないって、カズラ自身が言ってんじゃん。全国に出たら、ワタシみたいな選手なんて他にもたくさんいるよ。実力はワタシが一番だけど、ワタシじゃなくたってタル子こをぶっ壊こわせるヤツ、たくさんいるよ」

「…………………………」

　返す言葉が、咄とつ嗟さには出てこなかった。

「ねーカズラ、もう一つ質問なんだけど」

「なんだ？　どうでもいいが名前で呼び捨てはやめろよ」

「アンタは、コーチとしてここに何を作りたいの？　仲良しクラブ？　それとも最強集団？」

　つくづく、答えにくいことをズバズバと尋たずねてくるＫＹだ。

　そんなの、迷う余地もなく明らかに決まってるじゃないか。





♥陽明学園学生寮・大浴場






「さすがにこの時間だと誰だれもいないっスね。貸し切りっス」

「そうだね…………へくち！」

「ほら、早いとこ暖まるっス」

「うん……よいしょっと」

「はー。良いいお湯っスね」

「うん、気持ちいいね」

「…………………………」

「留る子こ、ええと……」

「最強だと思ってたっス」

「え？」

「あたしは自分のこと、最強のポーカープレーヤーだと思ってたっス。こんなチョロいゲームあるのかって。すぐに世界最強になって、何億も稼かせいで遊んで暮らせるって思ってたっス」

「……私は今も、そう思ってるよ。朱しゆ梨りには悪いけど、朱しゆ梨りより留る子この方が強いんじゃないかなって、正直、思ってる」

「それは見み込こみ違ちがいっスね。朱しゆ梨りにもけっこう挫ざ折せつ感かんを味わわされたっス。あんな風に、無感情で大金をドバドバ投なげ込こんでくるタイプは心を読むのも一苦労っス。あたしが思ってたほどポーカーの世界も甘あまくないなって、最初に教えてくれたのは朱しゆ梨りっス。……でも、心までは折られたわけじゃなかったっス。そのうち攻こう略りやくしてやるって、むしろやる気になったっス」

「じゃあ、どうして……？」

「………………いいお湯っスね、巴ともえ」

「えっ？　う、うん」

「40[image: ]くらいっスかね、この心地ここちよさは」

「たぶん、そうなんじゃないかな……？」

「もしこのお湯が50[image: ]くらいだったら、巴ともえはどれくらい入ってられそうっスか？」

「そんなの、一いつ瞬しゆんでも無理だよ」

「あいつが。マーヤがあたしにぶつけてきた悪意の感情は、まさに50[image: ]のお湯。そんな感じだったっス」

「…………え」

「センセーから教えてもらったっスが、どうやらあたしは他人に共感する力が異常に強いらしいっス。だから仕草とか目線をちょっと見ただけで、自信あるのかないのか、焦あせってるのか、怒おこってるのか、ほくそ笑えんでるのか。だいたいわかってしまうっス」

「共感する、力」

「共感してしまうっス。いろんな感情に。たとえば、こいつあたしのことめちゃめちゃ憎にくんでるな、嫌きらってるなってゆーのも、わかってしまうっス。……マーヤと対戦した時、最初はあたしの方が優勢だったっス。でも、チップを投なげ渡わたされる度たびに感じる憎ぞう悪お……ううん、アレはそんなもんじゃなかった。アレは、ホンモノの殺意だったっス。あいつはあたしのこと、本気で殺してやるって思ってやがったっス。それがわかってしまって。何度も殺意をぶつけられて……胃い袋ぶくろを鷲わし摑づかみにされたみたいな気分になったっス」

「…………………………」

「足が震ふるえて、吐はき気けが止まらなくて、ポーカーどころじゃなくなったっス。朱しゆ梨りが来てくれたから助かったっスが、最後のハンドなんて、自分が何を持っているのかもわからなくなってたっス。目はちゃんと見えてるのに、カードが何かわからない。……正直あんな思い、二度とゴメンっスよ。マーヤとは、もう戦いたくない。それが本音っス」

「…………………………」

「以上、よわよわザコメンタルプレーヤー木き之の下した留る子こちゃんの自じ己こ紹しよう介かいでしたっス」

「………………留る子こっ！」

「え!?　な、なんスか！　急に抱だきつかないで欲ほしいっス」

「今まで、辛つらかったでしょ。ごめんね、同じクラスになったのに、こうやっていつもいっしょにいる仲になったのに、留る子こがそんな辛つらい毎日を生きていたなんて、ずっと気づいてあげられなくて」

「べ、別に毎日辛つらいわけじゃ……」

「辛つらいよ、絶対。人からの悪意が、全部わかっちゃうんでしょ？　そんなの、辛つらすぎる。友達が、そんな思いをしてることも知らないで、私、勝手なことばかり言って……本当にごめんなさい」

「…………とも、だち？」

「いいよ、留る子こ。留る子こが辛つらいなら、あの子……マーヤと顔を合わせる必要なんてないよ。留る子このしたいようにして。……迷めい惑わくじゃなければ、私はこれからずっと留る子この傍そばにいるから。留る子こが楽しく過ごせるいちばん良いい方法を、留る子こが選んで」

「……話が飛びすぎっスよ、巴ともえ。それより」

「それより……？」

「友達って、言ってくれたっスか。あたしのことを」

「……あ。ご、ごめん。まだ、だったかな。馴なれ馴なれしすぎた？」

「わからないっス。あたし、友達がいたことないんスよね。友達ヅラして悪意ムンムンなヤツなら、ごまんと出会ってきたっスけど」

「……留る子こ、私は」

「言わなくてもわかるっス。今、巴ともえは、本気であたしのことを友達って言ってくれた。あたしは友達の作り方をまだ知らないけど、巴ともえがあたしのことを友達と思ってくれてる。それが本当なのは、もうこれ以上何も聞かなくてもわかるっス。……すごく、うれしいっス」

「留る子こ……」

「巴ともえ。あたしは、巴ともえの友達になれるっスか？」

「……もう、友達だよ。私たちは」

「そうっスか。ついにあたしにも、友達ができたっスか」

「うん。私でよければ、留る子この傍そばにいるよ。だから、もし……」

「……そんじゃ、しゃーないっスね。大事な友達の前で、カッコ悪いとこばっか見せるのはあたしの趣しゆ味みじゃないっス」

「…………留る子こ？」

「明日、ちゃんと部活行くっス。そんでもしマーヤがなんか突つっかかってきたら……返かえり討うちにしてやるっス。巴ともえ。ちゃんと見てるっスよ、友達の勇姿を」

「………………うんっ！　留る子こが勝つって、信じてる！」

「わ!?　友達だからってひっつきすぎっス！」

「えへへ。友達ならこれくらいは普ふ通つうだもん」

「…………ちなみに今、巴ともえが密ひそかに思ってること当ててもいいっスか？」

「え!?　な、なんのこと、かな？」

「胸のサイズ、僅きん差さで勝ったな。そう思ったっスね？　発育遅おそくて悪かったっスね」

「お、おおおお思ってないよそんなこと!?」

「無む駄だな抵てい抗こうはやめるっス。あたしと友達になるってことの意味を、ちゃんと理解するっス」

「…………はい。ごめんなさい」

「素す直なおでよろしいっス。……あと」

「あと？」

「巴ともえも別に大したサイズじゃないっス。どんぐりのなんちゃら」

「わかってるよぅ。ほんのできごころで、つい比べちゃっただけだよぅ」

「そういえば、マーヤはガキにしちゃデカそうっスよね。おのれ外国人。目にもの見せてくれるっス」

「ふふっ、うん！　大和やまと魂だましいと胸のサイズは関係ないもん！　……がんばろう、留る子こ」

「乗のり越こえてみせるっス。ポーカープレーヤーとして、次のレベルに辿たどり着ついてやるっス。……友達に、かっこいいとこ見せるっス」

「楽しみにしてる。どんな悪意を向けられても、私はかならず、留る子この味方だよ」

「巴ともえ。……ありがとうっス。友達って、いいっスね」




「──友達、ですか」




「えっ!?　朱しゆ梨り!?」

「いつからいたんスか!?」

「途と中ちゆうからですが、お話は大体聞かせて頂きました。たいへん熱が入っていたので横入りし辛づらく、盗ぬすみ聞ぎきになってしまい申し訳ありません」

「それは別に構わないっスけど……」

「なんか、照れちゃうね。えへへ」

「……あの。巴ともえ、留る子こ。……私は」

「朱しゆ梨り？　どうしたっスか？　顔赤いっス」

[image: ]

「具合悪いなら早く出ないと！」

「大だい丈じよう夫ぶです。……ありがとう、巴ともえ。…………と、友達の心配をして下さって」

「そんなの友達なら当然だよ。本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

「無理しちゃダメっスよ。病やみ上あがりなんだから」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶです。……ふふっ」

「やっぱりちょっとヘンっスよ。今日の朱しゆ梨り。急に笑い出したり」

「変。そうかもしれませんね、確かに。巴ともえとの出会いで、私にも小さな心境の変化が訪おとずれたのでしょうか。……でも、悪い気持ちではありません」

「…………？」





♠陽明学園初等部・ポーカールーム






「やっほ、シュリ。久しぶり」

「マーヤ。生きていたのですね」

　次の日の放課後。ポーカールームに一番乗りだったのはマーヤだった。意外なほどやる気を見せていると捉とらえるべきか、もはや完全に制圧したつもりなのか、どちらにせよ居い心地ごこちの悪さなど微み塵じんも感じている様子はなかった。

　そこに少し遅おくれてやって来た朱しゆ梨り。体調はすっかりよくなったようだ。北ほく欧おう少女の顔を見ても驚おどろいた様子がないのは、昨日のうちに二人から報告を受けていたということだろうか。

　ところで、朱しゆ梨りもマーヤもお互たがいあっさり死んだとみなしすぎであろう。これもポーカープレーヤーの性さがか。いや仮にそうだとしてもせめて小学生のうちはもう少し人間の生命力を信じていて欲ほしい。

「ワタシ、このクラブ入ってあげることにしたから。よろしく」

「そうですか。戦力的な意味では歓かん迎げいします」

　どこか含ふくみのある返事をする朱しゆ梨りだが、拒きよ絶ぜつする気はまったくないようだ。それはそうだろうな。朱しゆ梨りにとってクラブの力が底上げされるのは吉きつ報ぽう以外の何物でもない。

　人間関係の難、など我関せずといったところだろうか。

　冷れい徹てつ、という評価は正しくないだろう。ただ単に、プライオリティに忠実なのだ。失うものより得るものの方が多いならば、迷わない。そういう思考回路の持ち主だ。

　だからこそ、俺おれの中で緊きん張ちよう感かんが増す。まだ朱しゆ梨りは『失うもの』の方の規模を理解していないはずだ。全ての状じよう況きようを把は握あくしてもなお、マーヤを手放しに歓かん迎げいするのか。

　その時、俺おれは。

　まだ、決めかねている。仲良しクラブを作りたいわけじゃない。それはその通りだ。

　迷いの理由は、留る子こに対する評価だ。俺おれはまだ、彼かの女じよの進化を期待せずにはいられない。なにしろ小学生。たとえウィークポイントが遺伝的なものであったとしても、諦あきらめるにはあまりにも惜おしい。

　そもそも、小学生の未知の力を否定するというなら、このクラブが今も俺がコーチとして存在している事実についても否定しなければならない。

　小学生膨ぼう張ちよう理り論ろん。

　トンデモだ。わかってる。だが巴ともえの起こしてみせた奇き跡せきに比べれば、留る子この成長を望む、という発想は充じゆう分ぶん常識の範はん囲いに入っているように思えて仕方ないのだ。

　時計を見る。普ふ段だんならもうメンバー全員が揃そろっているころだ。

「集まりが悪いですね、今日は」

　朱しゆ梨りも首をひねる。

「もう誰だれも来ないんじゃね？」

　八や重え歯ばを剝むいて嗤わらい、指先で弄もてあそんでいたチップを弾はじくマーヤ。

　留る子こも巴ともえも、もうここに来ない可能性は、確かにある。

　もっとも俺おれは、そこまで二人の胆たん力りよくを過小評価してはいないが。

　それでも、緊きん張ちよう感かんは刻々と増していく。

　結局部員二人から出直し。

　そんなこと、ないよな……？

「遅おそくなりました、ごめんなさい！」

　勢いよく扉とびらが開き、巴ともえが中に入ってくる。

　巴ともえだけだった。留る子こはいっしょじゃない。

「お、やっと来たか。そんじゃカズラ、メンバー揃そろったし活動はじめよ。何するの？」

「まだ揃そろってない」

　静かに首を振ふると、巴ともえは力強く頷うなずいた。表情には少しも迷いがない。

「アイツなら来ないって。その程度のミジンコメンタルだって」

　嗤わらい飛とばすマーヤ。

「………………」

　朱しゆ梨りは無言のままそっと扉とびらの方に目を向ける。

　いや、耳だ。朱しゆ梨りは音を聞いているのだ。廊ろう下かをコツコツと鳴らす、リズミカルな足音を。

「どーも、ミジンコの登場っス」

　巴ともえが開けっぱなしにしていた扉とびらから、目ま深ぶかにフードを被かぶった少女が両手をポケットに突つっ込こんだまま、テーブルまでまっすぐ歩いてくる。立ち止まったのはマーヤの眼前だった。

「いらっしゃい。わざわざ退部届出しにくるなんて律りち儀ぎだね」

「辞やめないっスよ。マーヤ、あんたがなんと言おうと」

「辞やめさせるよ。タル子こ、お前がなんと言おうと」

　張り合うようにマーヤも立ち上がり、冷え切った視線をフードの奥おくに向ける。

「…………なぜ、そんな大おお事ごとにしようとしてるんですか。辞やめる辞やめない、そんな話にしなければならない理由がわかりません」

　朱しゆ梨りが嘆たん息そくする。常識的な感覚ならば、マーヤがここまで留る子こを憎にくむ理由は見いだせない。

「一度期待させたからだよ、こいつが。このワタシに、一いつ瞬しゆんでも面おも白しろいヤツだって思わせた。実際はただのザコなのにね。その罪は重い。同じ空気も吸いたくない。出てけ」

　なんという自分勝手な悪意。……そしてだからこそ、留る子こはこの底なしの悪意に選手生命を絶たれかけた。心のキャパシティを、マーヤが発する負の感情によって決けつ壊かいさせられてしまったのだ。

「出てかないっス。あたしはここの……陽よう明めい学園初等部ポーカークラブのメンバーっス。お前にどう思われようと関係ないっス」

「…………」

　昨日と、何かが違ちがう。俺おれは直感的にそう思った。留る子こは一歩も引き下がらない。まるで背中を強い力で支えられているように、至近から睨にらむマーヤの悪意を一身で受け止めている。

　小学生膨ぼう張ちよう。理ことわりを超ちよう越えつしたそんな瞬しゆん間かんに、またしても俺おれは遭そう遇ぐうしているのだろうか。

「ふうん、じゃ。部員生命を賭かけるかい？　負けた方が出てくってことで」

　ニヤリと嗤わらい、マーヤはテーブルを指さした。

「あたしはお前を追い出さないっス」

「は？」

「マーヤは強い。それは認めてるっス。強い部員を追い出す気なんて、あたしにはないっス」

「こっちには弱い部員を追い出す気があるんだけど？」

「それなら、好きにすれば良いいっス。マーヤが勝った時は、あたしは出てくっス」

　留る子こが率そつ先せんしてテーブルについた。つまり、勝負は受ける。負けたら留る子こが出て行く。留る子こが勝ったらこの四人で活動を続けるということか。

　賭かけとして代だい償しようが釣つり合あってないが、それが留る子ことしての噓うそ偽いつわりなき思いなのだろう。

「気に入らないな。タル子こごときにこっちがハンデもらうような形は。望みを言いなよ。駅前で裸はだか踊おどりでもなんでもしてやるよ」

　それは勘かん弁べんしてくれ。不ふ祥しよう事じとしてクラブの存続に関わる。

「じゃあ、私も勝負に参戦させて下さい。三人目のプレーヤーとして」

　割って入ったのは巴ともえだった。事前にそういう打ち合わせをしていたのかと思ったが、違ちがうようだ、留る子こ自身が誰だれよりもその参戦表明に驚おどろいている。

「巴ともえ、ここはあたしが意地を見せる番っス。それは野や暮ぼってもんスよ」

「単発のヘッズアップなんて、半分じゃんけんみたいなものでしょ。一度の勝ち負けじゃあ、何も計れないよ」

　堂々と、覚えたての知識を披ひ露ろうする巴ともえ。この辺の意志力はさすがだ。

「それはそうっスが……」

「それに、私は知らないから」

　続けて巴ともえはマーヤに鋭するどい視線を向ける。

「ん？　なにが？」

「マーヤが本当に強いプレーヤーなのか。私は知らない。だからここの……陽よう明めい学園初等部ポーカークラブの規則に則のつとり、テストを受けてもらいます」

「ぶっ！」

　堪こらえきれず、といった感じで噴ふき出だすマーヤ。

「三人で戦って、その結果次し第だいで入部を許可するか決めます。留る子こに文句があるなら、部員になった後で言って下さい。それなら、条件として対等だと思いますけど」

「アハハハハ！　気に入った！　いーよいーよ面おも白しろいじゃん。それでいーよ。認めてあげる。ただし、トモエ」

「……はい」

「アンタのこともザコだと判断したら、ワタシはアンタの首も切る。吞のめるよね？」

「吞のみます。私たち二人の存在価値と、マーヤの存在価値。全部を賭かけた勝負で構いません」

　威い風ふう堂どう々どうとした巴ともえに対し、留る子こも驚きよう愕がくから覚めて呆あきれ笑わらいを浮うかべ始はじめた。

「まったく、巴ともえときたら。このあたしでも読み切れないっスね」

「…………貴方あなたたち。部長をなんだと思ってるんですか」

　しばし会話に加わる間を失っていた朱しゆ梨りが、久しぶりに口を開いた。確かに完全に蚊帳かやの外で少し可か哀わい相そうではあった。

「止めてくれるなよシュリ。それともアンタも参戦する？」

「しません。状じよう況きようがややこしすぎます。何度も言いますが私はポーカーで手加減はできません。……そして、本気でポーカーと向き合おうという場に水を差す気はありません」

　どうやら朱しゆ梨りの異議申し立てはなし、か。

「そう来なくちゃ。時には地味な立ち回りも求められるんだよ、部長ってのは。そのうちきっと活かつ躍やくの機会もあるさ。心配すんな、実はシュリってあんまり強くないんじゃねって思うヤツがいたとしても、ワタシは一応ジツリキわかってやってるから」

　マーヤが軽口を叩たたきながら視線を向けた先は……巴ともえだった。

「わ、私、思ってないからね」

「実は若じやつ干かん怪あやしんでいますが……今日のところは大人げない振ふる舞まいは避さけておきましょう。和かず羅ら先生」

「……なんだ？」

「部にとって、重要な局面と判断しました。プレーヤーとして参加はしませんが、無関係でもいられません。ならば、私にディーラーを担になわせて頂けませんか？」

「ご自由に」

　朱しゆ梨りの真しん剣けんな眼まな差ざしに、俺おれは迷わず首しゆ肯こうした。

　朱しゆ梨りもまた、この機会を千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスと捉とらえているのかもしれない。留る子こがプレーヤーとして膨ぼう張ちようする、またとないタイミングだと。

　少なくとも俺おれはそうだったから、この勝負を黙だまって見守ることに決めた。

　代だい償しようとして、部員を二人失ってしまうかもしれない。

　だとしても、得られる可能性のある最良の結果は、追いかけるに値あたいする。

「ゴタクはもーいーでしょ。始めようぜ」

　テーブルについたマーヤに頷うなずき、巴ともえも硬かたい面おも持もちで緑色のラシャにゆっくりと歩み寄る。






ＢＢ：笹倉巴　１５００＄

ＳＢ：木之下留子　１５００＄

ボタン：マーヤ＝オーケルマン　１５００＄








「チンタラ打ってても飽あきるし、ルールはターボでいいよね。各自１５００ドル持ちスタートで、最初のブラインドは10─20。こっから十分ごとに倍々ゲームだ。つまり三十分後には80─１６０になってる感じ」

　立て板に水のような説明に、思わず眉まゆをひそめる俺おれだった。マーヤの提示したルールは完全にオンラインポーカー仕様のハイスピードゲーム。なぜその方式がよどみなく口から出てくるんだ……。

「マーヤ、念のため訊きくが学園内で法令違い反はんはしてないよな？」

　ネットの構造にはさほど詳くわしくないが、共用のWi-Fi経由で変なところにアクセスしたら絶対バレるぞ。

「そんなヘマしないって。そもそもワタシがお手つきした時はコンクリートにキスして東とう京きよう湾わんで魚の餌えささ。ネットの火遊びごときで説教部屋なんて恐おそれるにも値あたいしない」

　答えになってない。大おお風ぶ呂ろ敷しきのホラ話だとは思うが……。ポーカーに勝まさるとも劣おとらず私生活が読めない少女だ。

「与よ太た話ばなしはともかくだ。ルールはそれでいい？」

　やっぱり与よ太た話ばなしかよ。

「あたしは構わないっス」

「私も大だい丈じよう夫ぶです。理解しました」

　緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもないマーヤに対し、硬かたい面おも持もちで頷うなずく二人。

「それでは、これからマーヤ＝オーケルマンの入部テストを開始する」

「ちげーよ。タル子この生せい前ぜん葬そうだろ」

　形ばかりの宣言にもいちいちツッコミを入れてくるマーヤを無視。俺おれとして望ましい形がどちらかを言葉で表明したに過ぎない。

　真に賭かけられているものの重大さなら言わずもがな理解している。

　最初のポジションはマーヤがディーラーボタン、左ひだり隣どなりの留る子こがＳＢスモールブラインド、その左ひだり隣どなりが巴ともえでＢＢビツグブラインドに決まった。朱しゆ梨りが順じゆん繰ぐりにカードを配ると、それぞれが隅すみだけをわずかにめくり、手の内の二枚を確かく認にんする。巴ともえも既すでに堂に入った所作だ。さすが、強い熱意で連日数多くのハンドをこなしてきただけのことはある。

「コール」

「……え？」

　だからこそ、マーヤの初手には驚おどろきを隠かくせない様子だった。

　無理もない。プリフロップでのコールは原則悪手と口を酸すっぱくして皆みなで教えてきたのだから。自信があるならレイズすべきだし、さもなくばさっさと降りてしまうべき。コールという中ちゆう途と半はん端ぱな態度は、みすみす相手に支配権を明あけ渡わたしてしまうようなものだ、と。陽よう明めい学園初等部ポーカークラブでは、初心者に対し強くその意識を植え付ける。

　ところで、このプリフロップでのコール。専門用語として別の名前がある。

　──リンプ。直訳すると、『這はいずる』とか『のろつく』とかそういう意味だ。元々は、生ぬるい打ち手に対する嘲ちよう笑しようを込こめた命名だったのだろう。

「……レイズっス」

　留る子こが１００ドルを上乗せ。

「フォールド」

　巴ともえは迷わず降りた。既すでに場代を支し払はらっているＢＢビツグブラインドで即そく時じ撤てつ退たいということは、かなり手が悪かったと推測される。

「おおこわいこわい」

　マーヤがカードを裏返しで俺おれに戻もどした。敗北宣言。結局フロップすら開かれぬまま、留る子こは30ドルの場代、マーヤがコールした20ドル、合計50ドルを獲かく得とくするに止とどまる（場代のうち10ドルは留る子こ自身が差し出したものなので、実質的に増えたチップは40ドル分だ）。






ＳＢ：笹倉巴　１４８０＄

ボタン：木之下留子　１５４０＄

ＢＢ：マーヤ＝オーケルマン　１４８０＄








　二戦目はディーラーボタンの留る子こ、ＳＢスモールブラインドの巴ともえが揃そろってフォールド。場代はＢＢビツグブラインドが回ってきたマーヤの元へ全額戻もどる。






ボタン：笹倉巴　１４７０＄

ＢＢ：木之下留子　１５４０＄

ＳＢ：マーヤ＝オーケルマン　１４９０＄








「フォールド」

　三戦目、ボタンの巴ともえはフォールド。序じよ盤ばんの手の入りはあまりよろしくなさそうだ。

「コール」

「…………っ！」

　ＳＢスモールブラインドのマーヤは勝負に参加するために必要な最低額の10ドルのみを上乗せし、ＢＢビツグブラインドの留る子こにベットの権利を渡わたした。これもリンプに位置する行こう為い。実に切れ味のない、のらりくらりとした賭かけ方かただ。再び目を見開く巴ともえ。

「………………レイズっス」

　ＢＢビツグブラインドの留る子こが１１０ドルの上乗せ。ポットに１５０ドル入った。おそらく留る子この手は強く、そしてマーヤの手が弱いと踏ふんだのだろう。留る子このリーディング能力を加味すれば、パーフェクトに近い確率でその読みは当たっているはず。

「さて、はじめよっか。コール」

　にもかかわらず、マーヤはコールを宣言。丸めたティッシュでも捨てるような所作で、持ちチップから１１０ドルを朱しゆ梨りに投なげ渡わたした。

　賭かけ金きんが釣つり合あったので、この日初めてフロップが開かれる。

　落ちた三枚は、[image: ][image: ][image: ]。これだけではなんとも判断しづらい三枚だ。

「レイズ」

　マーヤがチップを上乗せ。その額、たった20ドル。ミニマムレイズ──ルール上レイズするために必要な最低金額だ。

　まったく強気な行動には見えない。むしろ弱さを必死に覆おおい隠かくそうと右往左往しているかのような、どっちつかずのベット。

　しかし。

「……顔に出てるっスよ」

「出してんだよ。わざと」

　この、たった20ドルのレイズを受けて、留る子こはカードを押おし返かえした。敗北宣言。しかも相手にわざと見せつけるべく、表向きに[image: ][image: ]を投げてよこす。

「ナイスハンド」

　まったく気にしたそぶりも見せず、マーヤもカードを表向きにして朱しゆ梨りに返す。

　その二枚は[image: ][image: ]。

　[image: ]３カードセツトを完成させていた。しかし、吊つり上あげた賭かけ金きんはミニマムベットの20ドル。

　本当ならいくらでもチップをもぎ取れそうな強い手なのに、たった20ドルのベットで相手に生せい殺さつ与よ奪だつを委ねてしまう。

　これが、《這い寄る十徳ナイフリンプ・ビズキツト》マーヤ＝オーケルマンというプレーヤーの打ち筋だ。

「？？？？？？」

　巴ともえが混乱を極きわめている。無理もない。これまでのマーヤのアクションは、おおよそ全て俺おれたちが御ご法はつ度ととして巴ともえに禁じてきたものなのだから。

　だが事実として、こういうプレースタイルを好むプレーヤーも、ＮＬノーリミツトＨＥホールデムという競技の研究が進むにつれ局地的に誕生した。誤解を恐おそれずに言えば、生息地帯は主に北ほく欧おう。もちろんその影えい響きようが広まって、今では世界中に似たプレーを好む輩やからが散らばってはいるが、オリジナルはスカンジナビアのポーカーオタクたちだ。

　自分の前にレイズしたプレーヤー（オリジナルレイザー）がいないならおおよそ全てのハンドをリンプで参加し、ミニマムベット＆ミニマムレイズを駆く使しして相手を煙けむに巻く。

　相対すれば当然、長期戦を強しいられる。どんなハンドで参加しているか読めない……というより、どんなクズ手でもリンプしてきている可能性があるから、相手のハンドの強さがさっぱり推測できない。実に長い間、そんな苦痛を味わわされる。しびれを切らしてここぞという手で強気にレイズすればあっさり降りられる。かと思えばまたしても相手の本気度を量りかねるリンプとミニマムレイズの繰くり返かえし。

　そうこうしているうちに、並のプレーヤーは壊こわれていく。バランス感覚を失い、勝手に自じ滅めつして勝負すべきではない手で突つっ込こみ、予測不能なグッドハンド（例えば[image: ]と[image: ]のツーペアなど。常識的なプレーヤーは、持ち札ハンドが[image: ]と[image: ]なら確実に降りるが、スカンジナビアのリンパーたちは平気で参加してくる）で撥はね返かえされる。

　七ヶ月前、今説明したのと同じ手口でこのクラブに所属していた現六年生全員がポーカーに対する信念を失った。……否いな、失ったというより奪うばわれ、叩たたき壊こわされたのだ。這はい寄よるマーヤのつかみどころのない不気味さによって。

「巴ともえ、心配ないっス。巴ともえは今まで通り打ってればＯＫっス」

「……留る子こ」

　ただし、そんなリンパー（便べん宜ぎ的てきにそう呼ぶ）たちにも天敵がいる。

　それはテルリードに長たけたプレーヤーだ。全ハンドで参加しているなら、その強さを量られてしまうことが最も困難な状じよう況きようとなる。

　そう、本来であれば留る子この方がマーヤにとって真の脅きよう威いになりかねない存在なのだ。

　じゃんけんのグーとチョキの関係と表現しても過言ではない。完かん璧ぺきなテルリーダーは、リンパーを粉ふん砕さいできる存在たり得る。

　もしそのテルリード能力が、完かん璧ぺきなものであったならば、だが。






ＢＢ：笹倉巴　１４７０＄

ＳＢ：木之下留子　１４１０＄

ボタン：マーヤ＝オーケルマン　１６２０＄








　留る子こが降りたのでポットに入っていた２８０ドルはマーヤの許もとへ。再びマーヤがディーラーボタンのポジションとなってゲームが再開される。

「コール」

　最低限、20ドルのベット。もはやこれは定例行事みたいなもので手の強さを推測する要素には全くならない。

　だからこそ、遅ち効こう性せいの毒のように後からその『不ふ鮮せん明めいさ』がのし掛かかってくるのだが。

「フォールド」

　留る子こは降りた。ということは、マーヤがそれほど安くない二枚を持っていると踏ふんだか。それとも。

「レイズ」

　巴ともえに任せるのが最善と踏ふんだのか。そのどちらかだ。巴ともえが迷わずレイズしたところをみると、後者が濃のう厚こうか。上乗せしたのは１００ドル。

「コール」

　間かん髪はつ入れず受けて立つマーヤ。こういう場面で迷うそぶりは見せない。オートマティックに行動してくる。

「…………」

　それでもきっと留る子こは情報テルを感知していることだろう。もはや降りてしまった後で直接的に何かできるわけではないが。

　賭かけ額がくが釣つり合あったので朱しゆ梨りがフロップを開く。

　[image: ][image: ][image: ]。

「チェック」

　巴ともえは様子見を選んだ。この場面でのチェックはあらゆる可能性が想像できる。セオリーの範はん囲い内ないに留とどまるプレーだ。

「レイズ」

　マーヤは上乗せしてきた。ただし、いつものミニマムレイズ。20ドルだ。

「………………コール」

　長考の後、巴ともえも同額で応じる。このコールは強気弱気の範はん疇ちゆうで語るべきではないな、と直感的に思う。おそらく開かせたいのだ。マーヤの持ち札ハンドを。巴ともえは情報に飢うえている。

　いい傾けい向こうとは言えないが、傍ぼう観かん者しやの俺おれには止められない。そうやって好こう奇き心しんで首をつっこんで、何人もの元部員たちが心を壊こわされていった。

　さて、明らかに日和ひより見みの臭においがする巴ともえのコール。

　そんな時に落ちたターンカードは[image: ]。これはじつに嫌いやらしい。ここまでの巴ともえの挙動からして[image: ]を持っている可能性は大いに有り得る。深入りするとマーヤは大おお怪け我がを負いかねない。

「レイズ」

　だからこそ、こういう局面で毎度積み上げてきたミニマムレイズが活いきる。マーヤが賭かけ増まししたのは相変わらずの20ドルのみ。これなら自分の強弱を主張する前に、巴ともえの反応を推おし量はかれる。リレイズしてきたらさっさと降りればよし。でなければ、もう少し併へい走そうしてもまだ痛手にはならない。

「コール」

　巴ともえは同額をポットへ投なげ込こむに留とどめた。もはや間ま違ちがいない。巴ともえは採算度外視でマーヤのカードを開けさせに来ている。

　リバーカードは[image: ]。

　さて、マーヤも巴ともえの意図には気づいていそうなものだ。ここはある程度大きく張って、降ろしにかかる＝手札を隠かくすという手法もある。それでリレイズされたら降りてしまえば、やはり自分が何を持っていたか知らせる必要がなくなる。

「レイズ」

　マーヤは機械のようなミニマムレイズ。

「コール」

　同額で応える巴ともえ。ショウダウンだ。

「いけないね、ルーキー。安くカードを見せすぎ」

　マーヤが開いたのは、[image: ][image: ]。

　強くない、ランダムな勝率で言うなら平均以下の組み合わせ。

　しかし、リバーまで引っぱったせいでフラッシュが完成してしまった。しかも場に[image: ]が落ちて持ち札ハンドが[image: ]だから、フラッシュ同士の対決なら必ず勝つ、ナッツフラッシュ。

「…………うう」

　項うな垂だれる巴ともえ。マーヤの指し摘てきが妥だ当とうなのかどうかは、巴ともえの手札を見てみないと把は握あくできないのだが、もし負けているのなら巴ともえにはカードを裏返したまま放棄マツクする権利がある。

「サービスのレクチャータイムだ。何持ってたか見せてみな」

「……………………」

　マーヤに促うながされて、巴ともえはしばし迷ったのち自分の手札二枚を表向きにする。

　[image: ]と、[image: ]。

「あーあ。ダメダメ。その手が入っててなんでターンで大きくレイズしないかな。そしたらワタシ、フォールドだったのに。リバーまで見せちゃったからワタシにフラッシュが完成しちゃった。残念でしたねー、ククク」

　ちっちっ、と小指を振ふるマーヤ。言ってることは至し極ごくごもっとも。確かに巴ともえ視点なら、[image: ]を重ねた時点でレイズするのがセオリーだ。そこに何食わぬ顔でコールしてきかねないのもまた、マーヤというプレーヤーだから一いち概がいにはなんとも言えないが。

「………………」

　打ち筋を否定された後なのに、巴ともえには意外なほど動どう揺ようした気配がない。やはりこの場面は『マーヤの手札を開けさせる』という一点に価値を置いていたのだろう。それが達成できたのだから、前を向く。巴ともえは表情でもってそう語っていた。

　この信念の強さこそが、今この場にいる巴ともえの最大の武器だろう。

「巴ともえ、ナイスファイトっス。あたしにはばっちり見えてたっスよ。マーヤの手札。おかげで確信が持てたっス。今日のあたしはキレッキレっス」

　そしてその信念は、留る子こに重要な情報を与あたえた。お互たがいのショウダウンで、留る子こはますます自分のリーディングに自信を持つことができた様子だった。

「あ？　黙だまれよ早々に降りたザコが。この場ですり潰つぶしてやろうか？」

　凍いてつく視線で留る子こに精せい神しん攻こう撃げきを仕し掛かけるマーヤ。以前の戦いでは、こうした悪意の濁だく流りゆうに吞のまれて留る子こは機能不全に陥おちいった。今回もまた、そうなる可能性を心配せずにはいられないのだが。

「………………次、行くっス」

　フードに包まれ完全には表情が把は握あくできないが、やはり今日の留る子こはひと味違ちがうような気がする。マーヤの悪意に、現状では心が占せん領りようされていない。

　何か別の感情が、悪意への共感を良いい意味で乱している。そんな風に思えた。






ＳＢ：笹倉巴　１２９０＄

ボタン：木之下留子　１４００＄

ＢＢ：マーヤ＝オーケルマン　１８１０＄








　時間経過でブラインドが上がった。これからはＳＢスモールブラインドが20ドル、ＢＢビツグブラインドが40ドル場代を支し払はらわなくてはいけない。合わせて、ミニマムベットに必要な額も40ドルに増える。

「オールインっス」

　ここで留る子こが大きく動いた！　プリフロップからのオールイン。もし、マーヤに役で負ければ完全敗北が確定する。しかもここまで、マーヤは全てのハンドをプレーしているのだ。

　その真意やいかに。

「……フォールド！」

　巴ともえは力強くフォールド。ここは留る子こに全てを託たくすつもりだ。

「どーするっスか？　受けられるっスか？　……さすがに、そんな手で」

「…………………………」

　まったく目を逸そらすことなく、十数秒間留る子こを睨にらみ付つけるマーヤ。俺おれでもひしひしと感じる。ありとあらゆる憎ぞう悪お、負の感情、物理的な破は壊かい衝しよう動どう。そんな全ての悪意を、マーヤは留る子こに向けて照射し続けていた。

「遅おそい。クロック要求するっスよ」

　しかし、留る子こはほとんど動じた様子がない。

　もはや確信する。克こく服ふくしたのだ。マーヤの悪意を、何らかの方法で。だから既すでに見えている。マーヤの手札二枚が、相当に弱い組み合わせだと。

「自惚うぬぼれんなよ。全知全能の神にでもなったつもり？」

「全知全能の神じゃなくても、あんたの手札くらいスケスケっス」

「……………………潰つぶす」

　マーヤ、フォールド。あえて、弱気で屈くつしたわけではないと表明したかったのだろう。表向きに投げ返されたのは、[image: ][image: ]。これは弱い。さすがのマーヤもオールインされた後ではどうしようもない。せめて自分が先せん攻こうならば、このカードですらマーヤは安くフロップを覗のぞき、相手を降ろしにかかるのだろうが。

「いい勝負できたのに、もったいないっスね」

「……っ!?」

　留る子こもまた、手札を表向きに返す。[image: ]と、[image: ]！

　クズ手もクズ手だ。こんな手でオールインして、マーヤを降ろした。マインドゲームとして、留る子こがマーヤを完全制圧した瞬しゆん間かんだった。

　勝負あったかもしれない。悪意でもって留る子こを吞のみ込こむことは、もはや不可能。マーヤもそう認めざるを得ないだろう。

　となると、マーヤのリンプスタイルは留る子こにとって格好の餌えさだ。

　シャークとフィッシュの関係が、数ヶ月前とは完全に入いれ替かわっている。

　このまま、留る子この圧勝すら見えてきた。

「…………………………フー、さすがに緊きん張ちようしたっス」

　そう言って、なんと留る子こはフードを脱ぬいでみせた。マーヤに半はん壊かいさせられたメンタルが、完全回復したことを示す、他ならぬ勇姿だった。

「留る子こ。……やっぱり留る子こはすごいよ」

　ほんのり頰ほおを染めた巴ともえが、素す顔がおの留る子こに熱視線を送る。

　応じて巴ともえの瞳ひとみを見つめ、ゆっくり頷うなずく留る子こ。

　そうか。おそらくだが、理解した。今の留る子この心には、昔あった隙すき間まがなくなった。

　孤こ独どく感かんという空くう虚きよなエリアが消えたから、悪意で飽ほう和わせずに済んでいる。

　勇気を無限に生み出してくれる、仲間を、友達を手に入れたのだ。






ボタン：笹倉巴　１２７０＄

ＢＢ：木之下留子　１４６０＄

ＳＢ：マーヤ＝オーケルマン　１７７０＄








「フォールド」

　またしても巴ともえはディーラーボタンで降りた。手の入りが悪いのかと思ったが、もしかしたら違ちがうのかもしれない。

　この勝負は、留る子こに全てを委ねている。自分はあくまで添そえ物ものとして振ふる舞まい、本当のグッドハンド以外はプレーしないと決めている。そう考えた方が筋が通っているように感じた。

「…………」

　沈ちん黙もくして、二人の顔を見比べるマーヤ。今はもう、悪意の照射を諦あきらめてしまったのか、やけにスッキリした表情になっている。

　それがいささか、不気味に映る。

「ねえ、ちょっと質問いい？」

「……？」

「なんスか、いきなり？」

　マーヤに問われ、怪け訝げんな顔をする二人。

「偶ぐう然ぜんって、偶ぐう然ぜん起こるものだと思う？」

「は？」

　禅ぜん問もん答どうのような問いに、留る子こと巴ともえは一いつ瞬しゆんだけアイコンタクトを交かわす。

「そんなの当然じゃないっスか。偶ぐう然ぜん起こるから、偶ぐう然ぜんっス」

「ふうん。タル子こはそっち派ね。トモエは？」

「私は……」

　口ごもる巴ともえ。常識で考えればこんな問い、留る子この返答以外ありえない。

　しかし、巴ともえは自らの行動でそれを否定してしまった。あの、あらゆる確率を乗のり越こえた練習試合での逆転劇は、偶ぐう然ぜんを心から偶ぐう然ぜんだと思っているならば、とてもではないが起こせるものではなかった。

「アハハ、そりゃそうだよね。トモエは偶ぐう然ぜんを偶ぐう然ぜんだと思ってない。練習試合の時、トモエがポーカーで出世できるとすれば、この勝負は勝てるはずだって、そう思ったんでしょ？　完全に運命論者。スピリチュアルで非科学的」

「…………………………」

　ポーカーは確率のゲーム。数理こそが真理。今となっては巴ともえもそれを信じてくれているはずだ。運命論で戦っても、いつか大たい数すうに殺される。

　たとえ、百歩。いや、一万歩譲ゆずって『小学生膨ぼう張ちよう』などというバカげたオカルトの存在を認めたとしてもだ。

「いいんだよ、それで」

「え？」

「ワタシもね、ふと思うことがあるんだ。偶ぐう然ぜんは偶ぐう然ぜんにしか起こらない。だから、一生偶ぐう然ぜんの幸運に恵めぐまれることなく死んでいく人間もたくさんいる。……ってことはさ、裏を返せば偶ぐう然ぜんを味方にできる人間って、初めから数が決まっているって、そう言えなくもない？　運命論が非科学的だって、証明するの無理じゃない？」

「さっきから何が言いたいんスか？」

「おめでとう、タル子こ。アンタは偶ぐう然ぜんに愛された人間だよって言いたいの」

「はっ、とんだ負まけ惜おしみっスね。偶ぐう然ぜんじゃないっス。マーヤ。あんたの手札の強さなんて、顔を見れば一発で──」

「コール」

　勝かち誇ほこる留る子この宣言を打ち切って、マーヤがチップを放り投げた。普ふ段だん通どおりの賭かけ金きんを釣つり合あわせるための最低額、20ドルだ。

「違ちがうんだな。タル子こ。あんたは今まで偶ぐう然ぜんに愛されていただけ。偶ぐう然ぜんわかった気になった相手の手札が、偶ぐう然ぜん当たっていただけ。偶ぐう然ぜんに愛され続けて、今日まで生きてきた。それがタル子こ、アンタなんだ」

「…………そんなこけおどしに、引っかかるとでも？」

「こけおどしかどうか、すぐにわかるさ。読んでみなよ、ワタシのハンドを。レイズする？　それともコール？　さあ、いつも通りテルリードして、決めてみな」

「…………………………」

　留る子この動きが、ぴたりと止まった。

　こめかみから汗あせが一筋、流れ落ちる。

「…………留る子こ？」

　不安げに声をかける巴ともえ。それにすら留る子こは反応できず、じっとマーヤを見つめている。

　なんだ。何が起きた？

「そもそも考えてみなよ。負けたら東とう京きよう湾わんの底。そんな死線を搔かい潜くぐって生きてきた人間が、役の強さを顔に出す？　ありえないって。出ない出ない。出てると思ったのなら、それは出てると思わされただけ。偶ぐう然ぜんじゃなく必然だ」

　まさか、マーヤは今まで、わざとテルを自ら発していた？

　留る子こにあえて読み取らせることで、布石を置いていたとでもいうのか。

「さあタル子こ。ここからが偶ぐう然ぜんの領域だ。ワタシの手はどうだい？　強いかい？　弱いかい？　今までみたいに、偶ぐう然ぜんわかっちゃったら、あとは今までみたいに、その偶ぐう然ぜんに身を委ねれば良いいさ。偶ぐう然ぜんに愛され続けたタル子こだ。今度もきっと、偶ぐう然ぜんが助けてくれるさ」

　両手を椅い子すの後ろで組み、あご先を持ち上げて嗤わらうマーヤ。

「………………そんな。そんな、はずは」

　留る子こはもはや、顔面蒼そう白はく。マーヤの挙動から何のヒントも得られていないのは、見るからに明らかだった。

　まさか、そこまでのプレーヤーだったというのか。あの朱しゆ梨りでさえ完全には隠かくしきれない微び細さいな反応を、ゼロにできるほどマーヤは自分の手役に無反応でいられる？

　だとしたら、留る子こですらテルリードなんてできるはずがない。

「シュリ、埒らちがあかない。クロックだ」

　微び動どうだにしなくなってしまった留る子こを見て、マーヤは時間制限を要求する。ポーカーのルールとしてクロック要求は正規のものであるから、朱しゆ梨りは従わざるを得ない。

「留る子こ、時間です」

「…………………………チェック」

　迷いに迷った末、ようやく留る子こが動いた。レイズではなく、チェック。マーヤに圧あつ倒とうされている。超ちよう弱よわ気きな選せん択たくであると、留る子こ自らが発するテルが語っていた。

　フロップは、[image: ][image: ][image: ]。

　よりにもよってモノトーン。否いや応おうなしにフラッシュを意識させられるから、弱気が芽生えた　人間にとってもっとも酷こくな状じよう況きようだ。

「レイズ」

　迷わずマーヤはレイズ。その額……２００ドル。ミニマムベットじゃない。ここで決める気だ。完全破は壊かいする気なのだ。留る子こを。

「フォールドしたら？　もし、もしさ。ワタシの手の強さがわかってないなら。タル子こに限ってそんなことはないと思うけど～？」

「なんで。なんで、なんで、なんで…………」

　留る子この唇くちびるが震ふるえる。絶対的な自信を持っていたテルリード能力が、突とつ然ぜん瓦が解かいした。そのショックたるや、想像するだけで背筋が凍こおる。

「なんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんで」

「うるさい。シュリ、クロックだ」

「留る子こ。決めなくてはなりません。コールか、レイズか、フォールドか」

「…………………………フォ………………コ、コール」

　フォールドと言いかけて、震ふるえる指で２００ドルを投なげ込こむ留る子こ。今降りてしまったら、壊こわれる。ポーカープレーヤーとして完全に壊こわれてしまうと自覚したのだろう。だから降りられなかった。だがコールで救われる要素はなにもない。ただの先延ばしにしかならない。マーヤからテルが消えたのだとしたら、技術で上回るしか勝ちの目はない。

　だが現時点の留る子こには難しいだろう。テルリードで生きてきた人間が、いきなりチップの駆かけ引ひきでマーヤを圧あつ倒とうできるはずがない。

　ターンカードは[image: ]。

　つくづく嫌いやなカードばかり落ちる。

「レイズ」

　マーヤが２００ドルをレイズ。オールインでも良さそうな場面なのに、嬲なぶる気だ。一気に殺しにはかからない。徹てつ底てい的てきに嬲なぶってチップをそぎ落とし、二度と留る子こがカードを握にぎる気になれないところまで精神的に追おい詰つめるつもりなのだ。

「……………………コール」

　留る子こは、降りない。降りられない。まさしくティルト。冷静な状じよう況きよう判断がまったくできなくなっている。

　もっとも、降りたところで既すでに致ち命めい傷しようを負ってしまっている可能性は高いが。

　リバーカードをめくる。[image: ]。もう勘かん弁べんしてやってくれ、と言いたくなるくらいあらゆる役の臭においが漂ただよう五枚が揃そろってしまった。

「レイズ」

　マーヤは４００ドルのレイズ。鬼き畜ちくすぎる。せめて一息にとどめを刺さしてやってくれ。留る子この復活を信じていないわけではないが、しかし。こんな風にキリキリと首を絞しめ上あげられ続つづけている状じよう況きようは見るに堪たえない。

「コール」

　すかさずコールした留る子こ。……ん。少し生気が戻もどっている。

　ということは、摑つかんだのか。希望を。充じゆう分ぶんに戦える役が完成した？

　だとすれば、この勝負を制することさえできれば、充じゆう分ぶん立ち直る時間も得られるはずなのだが、果たして。

「なあタル子こ、お願いがあるんだ。先にそっちからショウダウンしてくれない？　ワタシの人生の、転機になるかもしれないから」

　マーヤがよくわからないことを言う。本来、この場面だと先にレイズしたマーヤの方から手札を見せるのが礼れい儀ぎなのだが。

「…………さっき、言ってたっスよね。リバーまで引っぱりすぎだって。同じ言葉を返すっス」

　留る子こは言われたとおり、自分から二枚のカードを表にした。

　その絵え柄がらは、[image: ][image: ]。

「やっば。[image: ][image: ]ツーペア？　まじで？」

　目を剝むくマーヤ。

　……なんだかもの凄すごい違い和わ感かんがあった。今の驚おどろき方かた、演技とは思えない。どこか本気で焦あせってるようにさえ思えた。

「……ま、もう足あ搔がいてもしかたない。今度はワタシの、偶ぐう然ぜんの時間だ」

　肩かたをすくめ、マーヤも手札を表向きにする。

　[image: ][image: ]。

　クズ手……しかし、フラッシュ。

「ハハ……アハハハハハハハハハ！　やっぱワタシ持ってるねー。ここでフラッシュ引く!?」

　驚きよう喜きするマーヤ。驚きよう喜き。言葉の通りだ。驚おどろきながら喜んでいる。何に驚おどろいている？　自分の手役の完成に驚おどろく理由…………っ！

「そういう、ことだったんスか……」

　全てを察し、マーヤを睨にらみ付つける留る子こ。

「そういうこと。タル子こたんのテルリード、敗れたりってね」

　邪じや気きに満ちたウインク。なんて狡こう猾かつで、大だい胆たんで、幸運なんだ、マーヤ＝オーケルマンというプレーヤーは。

「せ、先生。今のはいったい何が……」

「見てなかったんだよ、マーヤは。最初に配られた二枚のカードを、見ないままゲームに参加してた」

　一人、カラクリに気づいていない巴ともえに説明する。マーヤは自分が持っているカードがなんなのか、最後まで知らなかった。マーヤ自身がわかっていないのだから、留る子こが読めるはずもない。

　だから急に、マーヤが発するテルが消きえ失うせてしまったように思えたのだ。

「そ、そんな!?　じゃあこのフラッシュができてなかったら……」

「ボロ負けだったかもね。『偶ぐう然ぜん』ボロ負けしていたかもしれない。でも、結果的に『偶ぐう然ぜん』勝った。これで確信したよ。ワタシはちゃんと、偶ぐう然ぜんに愛されてる側の人間だって。正しい確率で打てば、偶ぐう然ぜんが味方してくれる。だからこそ、もう一度数理の信者に戻もどれる」

　運、不運。否定してしまいたい概がい念ねんだ。

　しかし、人生では時にあらゆる確率を凌りよう駕がするほどのクソみたいな展開を味わわされることもまた、事実なのだ。それが確率の分散が持つ、もう一つの顔。

　だから、運命論を否定することが、必ずしも強さには繫つながらない。自分がたまたま偶ぐう然ぜんを引き寄せられる側であるという信念が、勝敗を分けることもある。

　それゆえに。ポーカーは面おも白しろく、そして残ざん酷こくなゲームだ。






ＢＢ：笹倉巴　１２７０＄

ＳＢ：木之下留子　６２０＄

ボタン：マーヤ＝オーケルマン　２６１０＄








　先ほどの衝しよう突とつで、マーヤが圧あつ倒とう的てき優位なポジションに立った。しかもブラインドが上じよう昇しようし、ＳＢスモールブラインドで40ドル、ＢＢビツグブラインドで80ドルの場代が要求される。

　こうなるともはや、留る子こはかなり厳しい。ただ、マーヤのテル消しはそう何度も使える戦法ではない。点差があるのでまた偶ぐう然ぜんに委ねられてしまっては厳しい状じよう況きようではあるのだが、種が割れたあとならば恐おそれる必要はない。

「宣言するよ。今度はちゃんとカードを見た。見た上でコールだ」

　むしろ、こうして本来のスタンスに戻もどられる方が厄やつ介かいだ。80ドルを投じたマーヤ。留る子こは受けるならあと40ドル支し払はらう必要がある。６２０ドルのうちの追加40ドルは、決して安くない。慎しん重ちような判断が求められる。

「偶ぐう然ぜんに愛されるだのなんだの、そんなのあるわけないっス。偶ぐう然ぜんは偶ぐう然ぜん。それ以外の何物でもないっス」

「つまり？　今回はワタシの手札の強さが読めてるんでしょ？　じゃ、どうする？」

「レイズっスよ、当然に！」

　留る子こが追加で投じたのは、４００ドル！　勝負に出た。マーヤの手札を弱いと読んだのだ。

　この局面で、恐おそらく雌し雄ゆうが決する。

「……コール！」

　巴ともえもコールで参入した。どのみちこの衝しよう突とつで終わる。ならば自分も戦場に立ち続けるべき、という判断かもしれない。

「コール。楽しみだね、フロップが」

　マーヤも退ひかない。三みつ巴どもえでの最終決戦が、幕を開ける。

　ポットには１３２０ドル。留る子こはもはや、この額を取り返すことでしか勝ち目はないだろう。既すでに撤てつ退たいの目は断たれた。

　朱しゆ梨りが一枚ずつ、丁てい寧ねいに、三枚のカードをめくる。

「…………ククク。どんな気分？　テルリードの達人さん」

「……………………クソゲーにも程ほどがあるっス」

　あからさまな反応を示したのは、マーヤと留る子こ。

　しかし。

　俺おれはなぜか、笹ささ倉くら巴ともえの横顔ばかりを見つめていた。

　尖とがった八や重え歯ばをむき出しにして嗤わらうマーヤ＝オーケルマンでもなく、顔面蒼そう白はくでうつむく木き之の下した留る子こでもなく、無む性しように巴ともえのことが気になった。たった今正念場を迎むかえているのは、明らかにマーヤと留る子この方であるのに。

　凜りんとして、巴ともえは順番を待っている。一度だけちらりと覗のぞき込こんだ二枚のカードをテーブルの上に伏ふせたまま、まっすぐマーヤの顔を見つめている。

　十歳さいの少女であることを忘れてしまいそうになるほど、巴ともえの瞳ひとみには覚かく悟ごが宿っていた。

「…………オールイン」

　消え入るような声と共に、留る子こがチップの固まりを前に差し出した。

　完全に負けを確信している。

　それでも、もはや後には退ひけない状じよう況きようなのだ。ひとつ前の衝しよう突とつで留る子こは大敗し、雀すずめの涙なみだほどしかチップを持っていない。そして今回、既すでにマーヤともう一度真っ向勝負することを選せん択たくした以上、全てのチップを賭とすことでしか生き残りの可能性はゼロだ。降りれば次の場代ブラインドを支し払はらうだけでも大だい打だ撃げき。どのみち死ぬなら前に踏ふみ出だすしかなかった。

　ポーカーというゲームに宿る悪あく魔まが気まぐれに起こす偶ぐう然ぜんの奇き跡せきに身を委ねることが、唯ゆい一いつの生存ルートとなる。

　たとえそれが、紙よりも薄うすい氷の上を歩くような道だとしても。

　フロップで開かれた三枚のカードは[image: ][image: ][image: ]。なるほど嫌いやな感じだ。相手がマーヤであることを加味すれば特に。

　先ほど負けたばかりなのに果か敢かんに勝負に出たということは、留る子この手はいいはず。大きい数のトップペア、おそらく[image: ][image: ]以上が入ってる。最強の[image: ][image: ]かもしれない。

　それをあっさり台無しにしかねない三枚だ。なぜならマーヤはどんな局面でも勝負に参加してくる。這い寄る十徳ナイフリンプ・ビズキツトの異名は伊達だてじゃない。

　俺おれは全員の持ち札ハンドを覗のぞいてみたい衝しよう動どうに駆かられた。事実、可能ではあるのだ。ここにはカメラで誰だれが何のカードを持っているのか閲えつ覧らんするための設備が整っている。

　しかし、命運の懸かかった真しん剣けん勝負に敬意を表し今日は使っていない。不完全情報ゲームを不完全情報ゲームのまま観戦している。

　やはり止やめておこう。別に自ら情報テルを顔に出してしまう心配をしているわけではない。ポーカープレーヤーとしての自分を、そこまでは過小評価しない。

　ただ、見守りたい気持ちが勝まさった。この一戦を、ノーリミット・テキサスホールデムという俺おれが愛して止やまないゲームそのままの姿で。

「アンタの番だよん、トモエ」

　指先で三枚のチップを弄もてあそびながら、マーヤは片かた肘ひじを突ついた。もはや留る子ことの勝負付けは済んだと言わんばかりの態度。実際かなりの確率でその通りなのだろうが。

「………………」

　静かに深呼吸を続ける巴ともえ。長い沈ちん黙もくが続いた。恐おそれも希望も、巴ともえの面おも持もちには現れない。ただひたすらまっすぐ、巴ともえはマーヤを見つめ続けていた。

　マーヤも同じだった。意味を読み取るには透とう明めいすぎる薄うすら笑わらいをずっと浮うかべたまま、巴ともえの視線を正面から受け止めている。

「………………っ」

　おおよそ二分。おそらく本人たちの体感では優に十分以上に感じたであろう睨にらみ合あいの末、巴ともえの右手が、すうっと水平に動いた。

　ついに。運命の歯車──その最後の一枚が回り出す。

「…………え」

　声を出したのは留る子こだけだったが、巴ともえの行動を見て、誰だれもが驚おどろきに包まれた。

　巴ともえの右手はチップの上を素す通どおりして、留る子この左手をぐっと握にぎりしめた。

　まるで、意志を、あるいは遺志を引ひき継つぐかのように、巴ともえは留る子この左手を長らく握にぎりしめ続つづけた。

「巴ともえ。……ごめん。頼たよりない友達で、申し訳ないっス」

　留る子この声は震ふるえていた。

「そんなことない。こんなに頼たよりがいのある友達なんて、他にいるわけがない」

　巴ともえの声は明めい瞭りようによく響ひびいた。

「……なーにやってんの。友情ごっこなら後にしろよ」

「ごっこ、じゃないよ」

　ようやく、巴ともえが留る子この手を離はなす。

　そして、目の前の全てのチップを、対トイ面メンのマーヤ目がけて力強く差し出した。

「オールイン！」

「……お前もザコか、つまんないな。タル子こがこんだけ震ふるえてる意味くらい、気付けっての。もういい、出てけ。二人ともいらないから、消えろ」

　マーヤも迷わず、オールインで応える。

　三者共に、オールイン。これにて、もう誰だれも引き返せない。

　あとはショウダウン。そして、リバーまで残り二枚のカードをめくるのみ。

　それで大勢は決する。

「タル子こ、見せてみろ」

　マーヤが手札のオープンを要求。確かに最初のオールイン宣言は留る子こだから、それは正当な権利だ。

「こんなに喜べないポケットエース、できれば二度と拝みたくないっス」

　[image: ][image: ]。プリフロップでは最強の組み合わせ。なのに、留る子この面おも持もちはひたすらに沈しずみきっている。

「おーおっかない。負けちゃうかも……４カードクワツズでも引かれたら終わるわ～」

　演技がかった声と共にマーヤが手札を開く。

　[image: ][image: ]。

　既すでに、ストレートが完成している。留る子こはターンで三枚目の[image: ]を引き当てても逆転できない。さらにリバーで四枚目の[image: ]が落ちれば一応ストレートを捲まくれるが、その確率は約０．08％。フルハウスの可能性を加味しても絶望的だ。

「で、そっちのドシロートは何を持って参加したんだよ」

　鼻を鳴らし、片かた肘ひじを突ついて巴ともえを睨にらむマーヤ。失望による怒いかりが苛か烈れつに滲にじみ出でていた。

　にもかかわらず、巴ともえは清らかな微笑ほほえみを浮うかべたままだ。

「よかった。やっぱりストレートなんだね」

　巴ともえが手札を開く。

　[image: ][image: ]。

　絶望的に弱い。

　弱いが、しかし。

「………………」

　マーヤの顔つきが変わった。

　この勝負、まだ決着しきってはいない。

　朱しゆ梨りがターンカードを開く。

　──[image: ]の、[image: ]ッ！

「巴ともえっ！」

　留る子こが立ち上がり、すがりつくように巴ともえの肩かたを抱だく。巴ともえは微び動どうだにしない。まだ、ただ、ひたすらに、テーブルの一点を見つめている。

　五枚目のカードが落ちる前の、緑色のラシャを。

「……………………ストレートが上に伸のびたぜ。わかるだろ、偶ぐう然ぜんに愛されてるのは……ワタシなんだよ」

　確かに、マーヤのストレートは[image: ]ハイから[image: ]ハイに変化した……が。

「どのみちもう、ハイカードが何かなんて関係ない。偶ぐう然ぜんの神さまがいるとして、私を選ぶのか、マーヤを選ぶのか。まだわからない」

「シュリっ！　もったいつけるな！　さっさと五枚目見せろッ！」

「たのむっス！　今初めて、朱しゆ梨りに……ヒトサマに祈いのりを捧ささげるっス！　偶ぐう然ぜんでも何でも良いいからあたしを、あたしの価値を、認めて欲ほしいっス！」

　正直に告白しよう。俺おれはこの場にいる小学生たち全員に、ただならぬ興奮を覚えていた。

　こいつら全員、逃のがしてなるものか。全員まとめて、手の内に抱かかえたい。

　そんな未来を呼び込こむ結末を、一人のばくち打ちとして願わずにはいられなかった。

　朱しゆ梨りが叩たたきつけるように、最後の一枚を、リバーカードを開く。

　[image: ]。

　エース。




　──[image: ]の、[image: ]ッ!!




『…………………………』

　ただ一人、手札に一枚♠を忍しのばせていた、巴ともえの。

　コミュニティカード四枚使いのフラッシュ。

　裏口バツクドアフラッシュが、成じよう就じゆしてしまった。

　[image: ]３カードセツト対、[image: ]ハイストレート対、[image: ]ハイフラッシュ。

　三者の対決は。

　笹ささ倉くら巴ともえの勝利で確定した。

「っ！」

　ぐっと両りよう拳こぶしを握にぎり、声もなく背中を丸める巴ともえ。

　放心したように、椅い子すへ倒たおれ込こむ留る子こ。

　ぎり、と親指を嚙かみ、五枚のコミュニティカードを睨にらみ付つけるマーヤ。

「………………質問がある。いいか？」

　その後、長い沈ちん黙もくを破ったのは、マーヤだった。

「えっと……私に？」

「そうだよトモエ。お前、『やっぱり』ストレートか……って言ったよな。どういう意味だ？」

「……冷たかった」

「は？」

「握にぎった留る子この手が、冷えきってた。本気でマーヤに怯おびえてた。ということは、ドロー──未完成の手札じゃない。フロップでもう既すでに、役が完成している。留る子こがマーヤの手を読んで、そう確信しているって、わかった。それに、留る子こが強いペアを持っている可能性は私にも伝わってたから、負けを覚かく悟ごするとしたら、ストレートしかない。[image: ][image: ][image: ]のフロップで、完成する最強の役は、[image: ]と[image: ]持ちのストレート。それしかない」

「……ワタシも[image: ]を持ってる可能性は？」

「あるけど、それは[image: ]だけ。だって、[image: ]は私が持ってるから。[image: ]以上の[image: ]もありえない。もし持っていたら、フロップではまだストレートが完成しない。マーヤの手は、[image: ]以外の[image: ]と、[image: ]かもしれない[image: ]。それなら、フラッシュ対決になっても[image: ]で勝てる。フラッシュさえ引ければ、私はマーヤに勝てる」

「だから、勝負に？」

「それと、もうひとつ。これは細かいことだけど」

「この際全部聞かせろ」

「留る子こも[image: ]を持っていない。持ってたら、あんなに手は冷え切らないはず。私と同じようにバックドアフラッシュに最後の望みを託たくしていたはず。それができなかったということは、留る子この手は[image: ]を含ふくまないハイカードのペア。だから、私以外に[image: ]が入っている可能性は、低い。多く見積もってもマーヤに私より弱い[image: ]一枚だけ。残りは全部カードの山の中。山にはまだ九枚か十枚、[image: ]が埋うまっている。それなら……」

「それなら？」

「偶ぐう然ぜんの神さまに頼たよっても……バチはあたらないかなって」

　照れくさそうにはにかむ巴ともえ。

　傍かたわらで、俺おれは朱しゆ梨りと目を合わせ驚おどろきを交こう換かんし合あっていた。

　確かに、また巴ともえは無茶を働いた。[image: ]一枚持ちからモノトーンでもないフロップでフラッシュを引きに行くなんて、暴挙としか言いようがない。

　しかし、その決断に至るまでの思考は、ポーカープレーヤーとして完かん璧ぺきで、理知的だ。俺おれたちの教えを短期間で着実にモノにしている。

　知を身につけてもなお、死を恐おそれない。ポーカーという競技に殉じゆんじる覚かく悟ごが……否いな、ポーカーという死し臭しゆう漂ただよう競技の中にあってもなお枯かれない生への確信が、笹ささ倉くら巴ともえという存在を末すえ恐おそろしい勝負師に仕立て上げている。

　そして何より大切なこと。この勝利は巴ともえ一人で成なし遂とげられたものではない。巴ともえが留る子このテルリード能力を信じ切っていたが故ゆえ、掌てのひらの温度でマーヤのハンドを見定め、一いつ切さい疑わなかった。二人の連帯感と以心伝心なしには到とう達たつし得なかった勝利なのだ。陽よう明めい学園初等部ポーカークラブには欠片かけらほども存在していなかったチームワークという要素を、巴ともえがもたらしてくれた。

　もしかすると俺おれたちは、とんでもない価値を持つ原石を掘ほり当あててしまったのかもしれない。

「参ったね。トモエをドシロートと読んだ自分が誰だれよりも鮫の餌フイツシユだった」

　マーヤが立ち上がり、すたすたとポーカールームの外へ向かっていく。

　チップ状じよう況きよう的てきに、マーヤはまだ飛ばされたわけではない。しかし、事実上の敗北宣言のつもりだろうか。

「待って、マーヤ」

「止めてくれるな。これ以上ワタシに恥はじをかかせないで。勝負事には引ひき際ぎわも肝かん心じん」

「そうじゃないよ。ゲームの続きのことじゃない」

　巴ともえの落ち着いた声に、怪け訝げんそうな顔で振ふり返かえるマーヤ。

「まだ、入部テストの結果を伝えてない。……私は、言うのもおこがましいけど文句なしに合格だと思う。マーヤといっしょに戦えたら、本当に心強い。留る子こは？」

「あたしにわざわざ訊きくっスか？　巴ともえがいなくてもストレートで飛ばされてるんだから、合格に決まってるっス」

　留る子こがわざとらしく肩かたをすくめる。それから二人は視線を朱しゆ梨りに向けた。

「もとより合格です。このテストがあろうとなかろうと」

「よかった。……先生。私たち部員は全員、合格だと思うのですが」

　最後に巴ともえは、澄すんだ瞳ひとみで俺おれを見つめた。まったく、答えなんてわかってるくせに、律りち儀ぎというかなんというか。

「おめでとう、マーヤ。今日から晴れて、君も正規部員だ」

　精せい一いつ杯ぱいの微笑ほほえみで伝えてやったのに、マーヤは歯は磨みがき粉こと間ま違ちがえて洗顔料を口に突つっ込こんだ時みたいな顔をして舌を出した。

「ワタシ、そういう茶番みたいなの死ぬほど嫌きらいなんだけど」

　その気持ちに関しては同意する。

　しかし、口とは裏腹に、マーヤは踵きびすを返すと元々座すわっていた椅い子すにすとんと腰こしを下ろし、蹴けり上あげるような仕草で脚あしを組んだ。……思いっきりパンツ見えてた件については気づかなかったことにする。

「クズカードをかき集めてフロップでやりくりするのも、よくよく考えたらワタシらしい戦い方か。しゃーないな。ここで、このメンバーで我が慢まんしてやるよ」

「……ヨロシクの一言くらい言えないもんスかね」

「よろぴく、万年補欠のタル子こたん」

「こいつ絶対蹴け落おとしてやるっス。……それと。ようやく言うチャンスが来たっスが、タル子こって呼ぶな！」

「じゃあなに？　……したる子こ？」

「それもダメっス！」

　早くも紛ふん争そうの種が……と嘆なげくべき場面か。それとも、意外と良いいコンビになりそうだなと苦く笑しようすべきか。いきなり悩なやましい掛かけ合あいが目の前で繰くり広ひろげられている。

　まあ、とにもかくにも。

「先生。とっても面おも白しろいチームになってきたんじゃないでしょうか！」

　瞳ひとみをキラキラさせる巴ともえの言葉には、頷うなずくばかりだった。

　二に階かい堂どう朱しゆ梨り。

　木き之の下した留る子こ。

　マーヤ＝オーケルマン。

　そして。

「そうだな、巴ともえ。お前のおかげで、な。運命論者じゃないつもりでも、巴ともえにだけは感じてしまうよ。運命の出会いってやつを」

　クセの強すぎる三人を繫つなげてくれた、笹ささ倉くら巴ともえ。この少女の求心力が、陽よう明めい学園初等部ポーカークラブ自体にも大きな『膨ぼう張ちよう』をもたらしてくれるかもしれない。







[image: ]







　地球規模で見たら、微び々びたる膨ふくらみに過ぎないだろう。でもこの小さく隆りゆう起きした丘おかが噴ふん火かを起こし、いつの日か大山として君臨するそんな日を、俺おれはどうしても夢想せずにはいられなかった。

「ふにゅ……あ、あ、あの。先生。そんな、なんというか。熱のこもったお言葉、とても嬉うれしく思うのですが、私はまだ小学生で……」

「ん？」

　しみじみと頷うなずいているうちに、巴ともえが真っ赤になって両手を内ももに挟はさみ込こんでいる。

「……顧こ問もんのタイホで大会出場停止、だけは避さけたいっスね」

「そこだけはしっかり協力して予防していこう。そこだけは」

　留る子ことマーヤの視線が痛い。なんで俺おれの逮たい捕ほなんて飛行機事故みたいな心配をし始めたんだ、こいつら。

「………………………………」

　そんな中、輪をかけて凍こごえる視線で俺おれを急速冷れい却きやくしているのは、確かく認にんするまでもなく朱しゆ梨りだったが。

　逮たい捕ほされる予定は今のところまったくない。

　とはいえ。自分で言うのもなんだが、つつがなく大会を迎むかえるために、このクラブに潜ひそむ大きな禍か根こんの種のケアだけは絶対に怠おこたってはならない。俺おれは再び強く思わされた。





♣ＣＥＯルーム






「マーヤ＝オーケルマンの帰き還かんか。いよいよ私にも上うわ振ぶれのタイミングが回ってきたかな」

　二に階かい堂どう静しずかが微笑ほほえむ。ほとんど感情を表に出すことのない男なので、これほどはっきりとわかる上じよう機き嫌げんが拝めるのは稀まれだった。苫とま小こ牧まいのＩＲ誘ゆう致ちも順調に動き出したようだし、吉きつ報ぽうが続いてさすがに気が緩ゆるんでいるのかもしれない。

「そういえば、マーヤは人種的には完全に『外資』ですが、その点は？」

「日につ本ぽん国こく籍せきを取得したのだろう。ならばまったく問題ない。最強の刺し客かくとしてぜひ育て上げてくれたまえ」

　純血主義ではないあたり、フレキシブルだ。いやむしろ合理主義の申し子みたいな人間だから、人種など判断材料にすら入っていないのかもしれないが。

「かしこまりました。それでは今後の活動ですが、全日本小学生Ａ　ＳポーカーＰトーナメントＴの予選に向けて育成を続けます。若じやつ干かん、レポートは変化に乏とぼしいものになってしまうと思われますが……」

「便りがないのはよい知らせ、ようやくそう言える状じよう況きようだ。君を信しん頼らいしている。予選が迫せまるまで直接面会は二週に一度に減らしても良いいだろう」

　上じよう機き嫌げんだ。ひたすらに上じよう機き嫌げんだ。気持ち悪いくらいに。

「それではお言葉に甘あまえさせて頂きます。新人の笹ささ倉くら巴ともえを中心に、全国レベルで通用する実力を全員に備えさせるべく、全ぜん身しん全ぜん霊れいを尽つくします」

「頼たのんだぞ。絶対に負けられない戦いになるからな。今年のＡＳＰＴは」

「はい。……はい？」

　一度頷うなずいてしまった後で、ニュアンスの異なる『はい』を返してしまった。

　もはや予感、とかそういう生やさしい視点からこの男の発言を捉とらえることすら困難になってきている俺おれだった。

　何かある。ヤバい裏事情が。既すでに確信せざるを得ない。

「なんだ？　負けるつもりなのか？」

「……勝つつもりです」

「ならば良いい。ハミルトンの鼻息がますます荒あらくなってきているところに、他の外資連中も苫とま小こ牧まいの抗こう争そうについて妙みように興味を持ったらしい。結論だけ伝えよう。お台だい場ばの利権はＡＳＰＴに委ねられた」

「ちょっと、意味が……」

　ふだん無む駄だに話が長いくせになんでこういう時だけ単刀直入なんだこの男は。

　とぼけてみせたが、それは演技だった。そうでもしなければこの場で気絶して倒たおれかねなかったから。

「ＡＳＰＴ優勝校のスポンサーが、日本国ＩＲの本丸と期待されるお台だい場ばカジノ第一号の権利者となる。敵はフィエールだけではなくなった。他にも数社が資金提供、コーチの派は遣けん、有能な海外選手のスカウトなど様々な形で、津つ々つ浦うら々うらの小学校に対し支し援えんを開始した。狂きよう気きとしか思えないな」

「ご自分で仰おつしやいますか、それ……」

「狂きよう気きとしか思えないが、狂きよう気きを避さける気など微み塵じんもない。必要なのは利権だ。そして君に委ねた仕事は有能な選手の育成。お互たがい状じよう況きようは何も変わっていない。敗北がよりいっそう許されなくなっただけに過ぎない」

　それが問題なのだ！

　心の中だけで叫さけんだ。

「……………………確かに」

　だが。いいさ、もうこうなったらやるしかない。それだけ責任が増したということは、勝利報ほう酬しゆうも多額を請せい求きゆうできるはずだ。それこそ、億単位でむしり取るのも不可能ではないと踏ふむ。

　金だ。金をせびりに、俺おれはこの男の軍門に降くだった。

　ならばこの手の状じよう況きように、いちいち尻しり込ごみばかりしていては成長がない。

　腹をくくるしかないのだ。この男の許もとで稼かせぐというのはそういうことだと、いい加減吞のみ込こむしかない。





♥陽明学園初等部・ポーカールーム






「フルハウスです」

「またっスか!?」

「二連続フルハウスはさすがにイカサマだろこら！」

　マーヤの入部以来、部活動では朱しゆ梨り無む双そうが長らく続いていた。どうも『朱しゆ梨りって実はそんなに強くない説』に本気でカチンと来て夜や叉しやと化してしまったフシがある。相手が巴ともえだろうと誰だれだろうと、連日『ムシれるだけムシる』を地で行く猛もう攻こうを披ひ露ろうし続つづけていた。

　運や流れなど信じていないが、つい冗じよう談だんで『大会本番に下した振ぶれ期きに突とつ入にゆうしないでくれよ』と懇こん願がんしたくなる。誰だれよりも確率思考の持ち主である朱しゆ梨りにそんなことを言って返ってくる反応なら想像するまでもないから、間ま違ちがっても口に出したりはしないが。

　梅雨つゆ真まっ只ただ中なかの六月。部内の勝負は苛か烈れつを極きわめていたが、スケジュールで言えばしばらくの間モラトリアムを享きよう受じゆできるタイミングだった。

　結局今回も今のところ、二に階かい堂どう静しずかからの必勝厳命について部員たちには伝えていない。少なくとも大会が近付くまでは、リラックスできる環かん境きようで各おの々おのの実力を伸のばしてもらう方が効率的だろう。全国の小学生と覇は権けんを競きそうプレッシャーなら、望むと望まざるといずれのし掛かかってくるのだから。

「先生、今回のハンドなんですが……」

「うーん。これは仕方ない。[image: ][image: ]ペア持ちで３カードセツトになって降りるのは難しいよな。ただ二枚も[image: ]が落ちたことは意識の片かた隅すみには残しておいてくれ。[image: ][image: ]持ちのクワッズ。それから実際朱しゆ梨りが[image: ][image: ]で引き当てた[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]のフルハウス。薄うすいけど捲まくられる役があることはわかった上で、でもアグレッシブさを忘れず……バランス感が難しいハンドだったのは間ま違ちがいない」

　それに今は、巴ともえの育成に全神経を集中したい。ポーカー以外の雑事は、なるべく減らしてやるのがコーチとして正道だろう。

　というわけでここのところは背はい後ご霊れいのように、ずっと巴ともえの真後ろに立って部内ゲームを見守っている。ウザったく思われたら即そつ刻こく止やめるつもりではあるが、

「……わ、わかりました。いつも丁てい寧ねいにありがとうございます……えへへ」

　振ふり返かえって微笑ほほえむその表情を見る限り、不快に思われているということはなさそうだ。俺おれがよほど人の感情にニブい場合は別だが、そこはそれ。これでもそれなりのポーカープレーヤーを自じ称しようしているわけでして。

「…………休きゆう憩けいしましょう」

　山のようにチップを積み重ねた朱しゆ梨りが立ち上がり、扉とびらの方へ向かう。朱しゆ梨りにしてはやけに一方的だなと少し違い和わ感かんを覚えた。

「巴ともえ」

「な、なに？」

「少し外の風に当たりませんか？」

「……………………」

　なんとなく俺おれは巴ともえと顔を見合わせてしまう。六月の屋外よりだったら、冷れい房ぼうの効いたこの部屋の中にいた方がよっぽどリフレッシュできそうなのだが。

「来ないのですか？」

「い、行く！　行きます！」

　しかし朱しゆ梨りはなんとなく圧を感じさせる口調で促うながす。巴ともえとしても、断るのは勇気が必要だったのだろう。慌あわてて立ち上がり、朱しゆ梨りの後に続いて部屋から出て行く。

「朱しゆ梨りのやつ、どうしたんだ？」

「刺さすんスよ」

「そして埋うめる。桜の木の下に」

　思わず呟つぶやくと、留る子ことマーヤからはろくでもない返答が。

　ただ、さすがにそれは冗じよう談だんとしても。なんとなく怪あやしい雲行きを、俺おれも感じずにはいられなかった。

　ただの杞き憂ゆうであってくれれば良いいんだが。







[image: エピローグ]








♠陽明学園初等部・屋外






「な、なにか私に用事……だったり？」

「そうですね。巴ともえに用事……いえ、伝えたいことがあります」

「伝えたいこと？」

「その前に念のため、確かく認にんをさせて下さい。……巴ともえ。貴方あなたは森もり本もと和かず羅ら先生に、好意を抱いだいていますね？」

「……え。ええええええっ!!　そ、それはその、なんていうか！　優やさしい先生だし、ポーカーも丁てい寧ねいに教えてくれるし……えっと、えっと」

「そういう意味ではありません。和かず羅ら先生に、異性として、恋こい心ごころを抱いだいていますね？」

「ど、どうしてそんな……うう。朱しゆ梨り、いじわるだよ……」

「……確かに、そうかもしれません」

「しゅ、朱しゆ梨り？」

「伝えるのは意地が悪いのかもしれない。その可能性について、何度も葛かつ藤とうしました。でも、これ以上隠かくし通とおそうとする方が、いずれもっと深い傷を与あたえる。そう判断しました」

「どういう、意味？」

「巴ともえ、ごめんなさい」

「朱しゆ梨り、顔が怖こわいよ……？」




「私と、森もり本もと和かず羅ら先生は、将来の結婚が確定しています」




「…………………………………………………………………………………………………え」

「いわゆる、親が決めた許嫁いいなずけというものです。私自身、納なつ得とくしてはいませんが」

「納なつ得とく、してない……の？」

「していません。ただ、楯たて突つくために必要な代だい償しようの大きさは、理解しています。……余所よそから横よこ槍やりを入れる立場なら、なおさら悲劇的な結末を覚かく悟ごする必要があるでしょう」

「………………」

「だから、申し訳ありません。森もり本もと和かず羅ら先生のことは諦あきらめて下さい。あの方は、私との婚こん約やくを承しよう諾だくしました。そういう契けい約やくの許もとで、陽よう明めい学園初等部ポーカークラブを任されたのです」

「和かず羅ら先生は、承しよう諾だくした……？」

「はい。少なくともあの方自身は、私との結けつ婚こんに不服を唱えていません。だから、巴ともえ。ごめんなさい。貴方あなたは、諦あきらめて下さい。私は二に階かい堂どう家に近付くことを、誰だれにも推すい奨しようしません」


ＥＮＤ










あとがき






　ただ今戻もどりました！

　と、言いたくなるほどご無ぶ沙さ汰たしてしまいましたね。忘れられてないか心配ですがてぃんくる先生のイラストが恒こう常じようの神なのである意味忘れられていても問題ないですね。実際はじめて僕ぼくの本を手に取って下さった方もいると思うのであえて言います。

　はじめましての人にははじめまして、蒼あお山やまサグです！

　いやはや今年最初のリリースですよ。なんか元号変わっちゃってますよ。元号変わっちゃって年としの瀬せですよ。いったいどこに消えた僕ぼくの二〇一九年。

　実際何をしていたかといいますと、年初は徹てつ底てい的てきに仕事をサボっておりました。自主活動休止です。デビューして十年、猪ちよ突とつ猛もう進しんにライトノベル業と向き合ってきたわけですが、『天てん使しの３Ｐスリーピース！』メディアミックスがひと段落した頃ころから何ともいえぬ疲つかれというか、情熱の枯こ渇かつみたいなモノを感じつつあって、これはいかんぞと。

　休みが必要だ。大好きなミュージシャンもそう歌っておりましたので、誰だれにも何も言わずこれでもかというほど緩ゆるみ呆ほうけておりました。

　結果、戻もどりましたよ！　体重が！　せっかく減量した分ぜんぶチャラに！　慌あわててダイエット再開したけど全然やせないよ！　アラフォーこわ！

　まあ、そっちはどうでもいい（個人としてはよくないんですが）。ライトノベル作家として、自じ堕だ落らくな活動休止に意味があったのか。

　安心して下さい。ありました。今回のこのお話、書くのが本当に楽しかったです。『ロウきゅーぶ！』書いてた頃ころの自分を思い出した感覚です。本当にピュアな気持ちで、丁てい寧ねいに、骨の髄ずいを煮に詰つめるように凝ぎよう縮しゆくした一冊をお届けすることができたと自負しております。

　長らくお待たせしたことを、許して頂ける仕上がりになっている……ことを祈いのるばかり。

　皆みなさんにとってもこの一冊が、日々の疲つかれや鬱うつ憤ぷんをいっときでも忘れさせるようなエンタメ旅行の入り口となりますように。

　そうそう、急に話は飛びますが。作中にチラッと書いた、ブラックジャックの必勝法、知りたい方もいるかもしれませんので教えてあげます。

　結論を先に。カードカウンティングという技わざを使います。海外カジノのブラックジャックでは４～５組くらいのトランプをシャッフルしてゲームを行うわけですが、前半は何のカードが出たかを記き憶おくしておくことに専念するわけです。そして、後半に残っているカードが自分に有利な状態になっていたらいざ勝負。

　ブラックジャックのルール説明は割かつ愛あいしますが、前半に出目が偏かたよった場合、後半の出目も必ず偏かたよります。そこを狙ねらい撃うって後半に荒あら稼かせぎを仕し掛かけるわけです。丁ちよう半はん博ばく打ちではなく、勝率が50％を超こえた状じよう況きようになりますので、やればやるほど長期的な勝利が約束されます。

　ただし問題点がみっつ。

　ひとつ。カウントにスマホなどは使えません。カジノ側が機器の持もち込こみを禁じていますので記き憶おくに使えるのは自分の脳みそだけです。

　ふたつ。カウントしたところで自分に有利な状じよう況きようが生まれない可能性もあります。前半の方に有利なカードが出まくってしまったら後半勝負には挑いどめません。とはいえ、前半偏かたよったということは既すでにある程度の利益が出ているはずなので、その場合大勝負は諦あきらめさっさと退散してしまいましょう。

　みっつ。カウンティングができる輩やからだとバレるとカジノから出禁になるそうです。出禁の理由を尋たずねる余地もなく、問答無用でマッチョに肩かたポンされるらしいです（伝聞）。カウンティングで荒あら稼かせぎできるのはひとつのカジノで一回こっきりと考えた方が現実的でしょう。

　それでも良いいから一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらってみたい、という方は記き憶おく力りよくをマックスまで鍛きたえて試ためしてみるのも一興でしょう。アラフォーの脂し肪ぼう脳のうではもはやそんな気力も精神力も、ついでに体力もないので若き才能にお任せしますが。

　世の中そうそううまい話などないという教訓になれば幸いです。閑かん話わ休きゆう題だい。

　改めましてこの本をお手にとって下さった皆さま、本当にありがとうございます。

　とりあえずあとがきだけ読んでみたという方、ブラックジャックの話に波長が合ったらぜひ本編もよろしくお願いいたします。

　波長が合わなかった方もご心配なく。『蒼あお山やまサグ小学生三部作』、という謳うたい文もん句くに偽いつわりはありません。ちゃんと通常以上に通常営業、いろんな意味で通常営業しておりますのでぜひ本編の方もお試ためし下さいませ。

　紙面も残り少なくなってきました。たいへん名残なごり惜おしいですが今巻はこの辺で筆を置きたいと思います。

　書いていて本当に楽しかったので続きをぜひ出したいのですが、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込こめて面おも白しろさを追求したため、今はもう脳みそにアイデアが欠片かけらも残ってません。どうなるんですかねこのお話、この後。

　なんてことを書くと、おいおいまた活動休止かと心配させてしまいますかね。否いな、大だい丈じよう夫ぶです。アイデアはいったん使い果たしたけれども気力なら充じゆう実じつしてますので脂し肪ぼう脳のうを振ふり絞しぼって物語を構想します。その他の脂し肪ぼうも振ふり絞しぼって体重も減らします（切実）。

　なるべく早くまたお目にかかれるよう、自分自身願っております。

　それでは重ね重ね、読者様、この本に携たずさわって下さった全ての方々にお礼申し上げます！

　来年は最低三冊くらい本出したいですね～。がんばります。


二〇一九年吉きち日じつ　蒼あお山やまサグ
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